
マ
ー
ム
ー
ン
と
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
の
新
軍
団

余

ほ立ロ

福

三

量
約
】
パ
グ
ダ
ト
で
・
・
バ
支
朝
の
中
叢
書
軍
と
な
っ
た
・
ラ
↓
↓
の
三
軍
・
募
の
王
塗
豪
の
勢
力
奪
ぐ
・
と
・
熱
心
で
、
滋

リ
ブ
の
中
央
集
権
化
政
策
を
支
持
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
東
方
の
王
侯
土
豪
は
し
ば
し
ば
反
乱
を
お
こ
し
、
イ
ス
ラ
ー
八
を
棄
教
し
て
独
立
を
目
指
し
た

り
、
カ
リ
フ
に
政
策
を
変
更
し
て
か
れ
ら
の
自
治
権
を
認
め
る
よ
う
に
要
求
し
た
り
し
た
。
か
れ
ら
は
マ
ー
ム
ー
ソ
を
支
持
し
て
中
央
政
府
軍
に
支
持
さ

れ
た
ア
ミ
ー
ン
を
打
倒
し
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
自
治
を
確
か
な
も
の
に
し
た
だ
け
で
な
く
、
一
時
は
帝
国
を
支
配
す
る
体
制
さ
え
構
想
し
た
。
か
れ
ら
の
一

部
は
マ
ー
ム
ー
ソ
、
つ
い
で
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
の
招
き
に
応
じ
て
、
兵
を
率
い
て
バ
グ
ダ
…
ド
、
つ
い
で
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
に
移
り
、
中
央
政
府
軍
に
入
っ
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
ソ
グ
ド
以
遠
の
辺
境
の
諸
地
域
か
ら
も
、
定
着
罠
や
遊
牧
民
が
土
豪
、
貴
族
に
率
い
ら
れ
て
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
に
移
っ
て

来
た
。
か
れ
ら
が
ト
ル
コ
人
や
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
人
と
よ
ば
れ
る
人
々
で
あ
り
、
奴
隷
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
史
林
穴
穴
巻
六
号
　
一
九
八
三
年
＝
月

マームーンとムウタスィムの新軍団（余部）

は
　
じ
　
め
　
に

　
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
軍
隊
に
つ
い
て
は
豊
富
な
記
述
史
料
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
体
系
的
に
研
究
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

た
だ
、
史
料
が
豊
富
と
い
っ
て
も
、
軍
隊
の
組
織
や
指
揮
官
、
兵
士
の
出
身
、
募
集
の
方
法
等
に
つ
い
て
体
系
的
に
記
述
し
た
も
の
は
な
い
。

し
か
し
、
史
書
等
に
は
戦
争
、
反
乱
、
ク
ー
デ
タ
ー
、
宮
廷
の
政
争
（
単
な
る
カ
リ
フ
一
族
の
内
紛
で
は
な
く
、
大
軍
が
駐
留
し
て
い
る
バ
グ

ダ
ー
ド
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
、
　
シ
リ
ア
、
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
支
持
基
盤
を
も
っ
た
地
域
的
対
立
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
）
等
に
ふ

れ
て
、
き
わ
め
て
多
数
の
指
揮
官
の
名
が
登
場
す
る
。
こ
の
個
々
の
指
揮
宮
の
出
身
地
、
出
身
部
族
、
血
縁
関
係
を
さ
ぐ
っ
て
い
く
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

っ
て
、
か
な
り
鮮
明
に
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
軍
の
実
像
が
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
こ
の
方
法
は
す
で
に
ケ
ネ
デ
ィ
が
き
わ
め
て
簡
単
な
が
ら
試
み
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て
い
る
が
、
実
際
こ
れ
以
外
に
は
方
法
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
軍
隊
に
限
ら
ず
、
広
く
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
研
究
は
役
所
の
公
文
書
や
私
的

な
書
簡
が
散
逸
し
た
今
、
年
代
記
を
熱
読
し
、
蔭
膳
す
る
個
人
個
人
の
出
身
地
、
属
す
る
階
層
、
人
間
関
係
等
に
注
目
し
、
当
時
は
常
識
で
あ

っ
た
（
あ
る
い
は
故
意
に
記
述
し
な
か
っ
た
）
明
記
さ
れ
て
い
な
い
重
要
な
事
実
を
行
間
に
読
み
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
以
下
に
人
名
と

地
名
が
き
わ
め
て
多
数
登
場
す
る
の
は
史
料
の
こ
う
い
う
性
格
の
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
研
究
は
い
ま
だ
揺
簸
期
に
あ
り
、
あ
や
ま
っ
た
俗
説
が
ま
か
り
通
り
、
学
界
で
も
通
説
化
し
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
読
老
は
本
稿
の
論
を
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
冷
静
に
判
断
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
①
鍔
圃
く
。
壽
9
ざ
村
ぎ
馬
§
、
電
．
き
霜
防
ミ
ら
ミ
愚
ぎ
蛍
お
。
。
一
u
い
。
＆
8
u
℃
や
謬
1
。
。
α
．
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初
期
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
軍
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
成
立
後
の
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
政
府
軍
の
主
力
は
も
ち
ろ
ん
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
で
お
き
た
革
命
軍
で
あ
る
。
文
墨
で
詳
し
く
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
の

軍
は
革
命
の
現
地
で
の
指
導
者
で
あ
る
一
二
人
の
ナ
キ
ー
プ
⇔
㊤
£
σ
や
二
一
人
ま
た
は
一
二
人
の
ナ
ズ
ィ
ー
ル
⇔
駕
謬
、
七
〇
人
ま
た
は
五

八
人
の
ダ
ー
イ
ー
＆
．
圃
、
三
六
人
の
下
級
ダ
ー
イ
ー
禽
．
瞬
巴
－
曾
．
蓼
が
自
分
で
兵
を
集
め
て
指
揮
し
た
多
く
の
部
隊
の
連
合
体
で
あ
る
。
兵

士
は
ア
ラ
ブ
と
マ
ワ
ー
り
1
起
振
薯
飼
財
の
混
成
軍
だ
が
、
指
導
者
層
は
ア
ラ
ブ
の
方
が
多
く
、
さ
ら
に
、
最
有
力
の
指
導
者
は
ほ
と
ん
ど
ア

ラ
ブ
で
あ
っ
た
。
部
族
は
ブ
ザ
ー
ア
囚
9
畠
．
騨
族
が
中
心
で
、
タ
イ
イ
月
ρ
《
団
、
族
、
タ
ミ
ー
ム
8
ゆ
隠
忍
族
の
特
定
の
氏
族
が
こ
れ
に
つ

い
で
い
た
。
ア
ラ
ブ
は
指
導
者
も
兵
士
も
革
命
時
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
正
妻
9
1
口
に
登
録
さ
れ
て
い
た
正
規
兵
で
あ
り
、
マ
ワ
ー

リ
ー
は
大
半
が
農
民
で
、
正
規
兵
は
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
革
命
は
州
都
マ
ル
ウ
鼠
占
象
だ
け
で
な
く
、
　
ア
ビ
ー
ワ
ル
ド

諺
げ
同
妻
㊤
a
、
ナ
サ
乞
㊤
ω
帥
、
マ
ル
ワ
ッ
ル
ー
ズ
冨
ρ
冠
≦
ρ
員
劇
α
げ
、
ヘ
ラ
ー
ト
出
①
自
認
、
タ
ー
リ
カ
ー
ン
↓
働
財
ρ
四
目
、
ア
ー
ム
ル
》
8
巳
、
ザ

ム
N
ρ
ヨ
B
、
ホ
ラ
ズ
ム
囚
げ
甫
曾
貯
已
で
も
ほ
ぼ
同
時
に
お
こ
っ
た
。

　
ク
ー
フ
ァ
本
部
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
現
地
の
革
命
の
最
高
指
導
者
ア
ブ
ー
u
ム
ス
リ
ム
〉
ぴ
口
鷺
霧
一
冒
は
マ
ル
ウ
占
領
後
、
ナ
キ
ー
プ



マームーソとムウタスィムの新軍団（余部）

の
一
人
、
タ
イ
イ
族
の
カ
フ
タ
バ
O
ρ
ザ
冨
び
ρ
げ
・
ω
冨
σ
8
の
指
揮
下
に
ウ
マ
イ
や
朝
征
討
の
遠
征
軍
を
派
遣
し
た
。
こ
の
遠
征
軍
は
そ
の
指

揮
官
層
の
顔
ぶ
れ
か
ら
み
て
、
マ
ル
ウ
の
兵
の
ほ
か
、
ア
ビ
ー
ワ
ル
ド
、
ナ
サ
、
マ
ル
ワ
ッ
ル
ー
ズ
、
そ
れ
に
グ
ル
ガ
ー
ン
○
員
α
q
9
の
兵
が

多
か
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
の
軍
が
ウ
呵
、
イ
や
朝
を
滅
し
、
イ
ラ
ク
に
と
ど
ま
り
、
の
ち
新
都
バ
グ
ダ
ー
ド
に
カ
テ
ィ
ー
ア
ρ
暮
圃
、
ρ

を
与
え
ら
れ
て
、
ア
ヅ
バ
ー
ス
朝
の
正
規
軍
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
う
ち
か
な
り
の
部
分
が
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
に
帰
郷
し
た
り
、
逆
に
ホ
ラ
ー
サ

ー
ン
に
と
ど
ま
っ
た
革
命
軍
が
お
く
れ
て
イ
ラ
ク
に
移
っ
て
き
た
り
し
た
。
表
1
は
カ
フ
タ
バ
遠
征
軍
に
加
わ
っ
た
主
要
な
指
揮
官
と
あ
と
か

ら
自
分
の
部
隊
を
率
い
て
イ
ラ
ク
に
移
っ
た
指
揮
官
の
一
覧
表
で
あ
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
指
揮
官
が
率
い
た
部
隊
は
前
述
し
た
よ
う
に
か
れ

ら
自
身
で
集
め
た
兵
で
、
ほ
と
ん
ど
マ
ワ
ー
リ
ー
を
含
め
て
自
分
と
同
じ
部
族
民
で
あ
る
。
ま
た
、
か
れ
ら
の
子
孫
も
有
力
な
指
揮
官
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
部
隊
の
指
揮
権
が
世
襲
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
こ
こ
で
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
研
究
者
に
は
常
識
的
だ
が
、
表
の
注
釈
と
し
て
革
命
軍
の
足
ど
り
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

　
カ
フ
タ
バ
は
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
を
占
領
し
、
一
三
一
年
ラ
ジ
ャ
ブ
切
ρ
智
げ
二
三
日
目
七
四
九
年
三
月
一
八
日
）
ジ
ャ
ー
ブ
ラ
ク
富
げ
鼠
ρ
で
ア

i
、
ミ
ル
、
》
露
貯
σ
・
む
口
σ
富
津
指
揮
下
の
ウ
マ
イ
や
朝
の
シ
リ
ア
の
大
軍
を
破
っ
た
あ
と
、
ニ
ハ
ー
ワ
ソ
ド
蜜
鼠
≦
露
α
に
籠
城
し
た
ウ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

イ
や
赤
軍
を
降
伏
さ
せ
、
イ
ラ
ク
に
養
っ
た
。
か
れ
は
ア
ブ
ー
－
ア
ウ
ン
》
げ
燭
．
》
≦
ロ
．
》
9
巴
－
蜜
ρ
謀
犀
σ
．
く
器
蜀
（
表
1
の
9
）
を
指
揮

官
と
し
て
多
く
の
部
隊
を
シ
ャ
フ
ラ
ズ
ー
ル
ω
冨
聞
ρ
N
冒
に
送
り
、
ウ
マ
イ
や
朝
最
後
の
カ
リ
フ
、
マ
ル
ワ
ー
ン
蜜
母
≦
習
二
世
の
軍
の

　
　
　
　
　
　
　
　
③

イ
ラ
ク
進
出
を
牽
制
し
、
自
ら
は
大
半
の
革
命
軍
を
率
い
て
イ
ラ
ク
に
入
り
、
ク
ー
フ
ァ
北
方
の
フ
ァ
ッ
ル
ー
ジ
ャ
司
巴
節
」
p
で
ユ
ー
フ
ラ

テ
ス
川
を
西
か
ら
東
に
渡
ろ
う
と
し
て
、
イ
ラ
ク
の
ウ
マ
イ
や
朝
軍
と
戦
っ
た
。
か
れ
は
こ
の
と
き
戦
死
し
た
ら
し
い
が
、
子
ハ
サ
ソ
掴
窃
ρ
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
た
だ
ち
に
司
令
官
と
し
て
認
め
ら
れ
て
ウ
マ
イ
や
朝
軍
を
破
り
、
す
で
に
革
命
が
お
き
て
い
た
ク
！
フ
ァ
に
入
城
し
た
。
こ
こ
に
ク
ー
フ
ァ

の
革
命
本
部
最
高
指
導
者
ア
ブ
ー
睡
サ
ラ
マ
学
び
凶
ω
巴
9
巳
㊤
を
首
班
と
す
る
「
臨
時
革
命
政
府
」
が
樹
立
さ
れ
、
ま
も
な
く
、
か
れ
が
ク

ー
フ
ァ
に
隠
し
て
い
た
ア
ッ
バ
ー
ス
家
の
ア
ブ
ル
ー
ア
ヅ
バ
ー
ス
》
9
、
や
、
》
げ
σ
留
が
革
命
将
兵
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
　
一
三
二
年
ラ
ビ
i

国
乾
回
西
具
茜
九
年
δ
月
三
百
）
カ
リ
フ
と
し
て
・
か
れ
ら
と
ク
：
フ
・
市
民
の
畿
の
誓
い
を
受
け
輸
・

6s （805）
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。
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－
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鐸
岡
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鳶
糊
刮
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峯
影
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錠
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刷
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副
薗
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朔
毎
鵠
ヨ
ぴ
．
囚
ぎ
母
望
ヨ
ρ
鐸
囁
冴
e
洵
聲
懲
願
樋
㊦
鴇
色
鴫
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猷
。
詩
。

．
．
薪
政
府
は
叢
・
命
軍
と
ク
ー
フ
ァ
や
バ
ス
ラ
の
兵
を
ワ
ー
ス
ィ
ト
類
鋤
ω
牌
、
マ
ダ
ー
イ
ン
竃
9
α
帥
、
ヨ
、
ダ
イ
ル
ル
鑓
ク
ン
ナ
！
∪
ρ
饗
即
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⑥

の
器
鼠
、
ア
フ
ワ
ー
ズ
｝
げ
毒
習
な
ど
に
派
遣
し
て
イ
ラ
ク
占
領
を
完
成
さ
せ
る
一
方
、
革
命
軍
の
中
ぼ
に
あ
た
る
大
軍
を
カ
リ
フ
の
叔
父
ア

ブ
ド
ゥ
ラ
ー
、
｝
げ
α
巳
鑓
瞬
げ
・
．
》
嵩
の
指
揮
下
に
お
い
て
、
イ
ラ
ク
に
進
出
し
よ
う
と
し
た
マ
ル
ワ
ー
ン
ニ
世
を
討
つ
た
め
に
派
遣
し
た
。
ア

ブ
ド
ゥ
ラ
ー
は
マ
ル
ワ
ー
ン
を
ザ
T
ブ
N
餅
σ
川
で
破
り
、
か
れ
．
を
追
っ
て
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
、
シ
リ
ア
を
占
領
し
、
援
軍
を
率
い
て
き
た
兄
弟
サ
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ー
リ
フ
m
9
1
躍
ザ
を
エ
ジ
プ
ト
に
派
遣
し
、
こ
こ
で
マ
ル
ワ
ー
ソ
は
部
下
に
殺
さ
れ
た
（
＝
一
三
年
ズ
ル
紅
ヒ
ッ
ジ
ャ
U
ぎ
．
ア
朝
曲
ρ
〔
七
五
〇
年
八

⑦
月
〕
）
。
　
一
方
、
　
ア
ブ
ル
ー
ー
ア
ッ
バ
ー
ス
の
異
母
兄
マ
ン
ス
ー
ル
諺
げ
二
身
．
h
費
巴
－
鷺
ρ
甥
q
同
は
ワ
ー
ス
ィ
ト
包
囲
軍
の
司
令
官
と
さ
れ
、
　
マ

ル
ワ
ー
ン
の
死
後
こ
れ
を
落
し
た
あ
と
、
同
じ
軍
を
率
い
て
、
親
ウ
マ
イ
や
朝
の
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
の
兵
が
ウ
カ
イ
ル
．
φ
ρ
ρ
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
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の
イ
ス
ハ
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ク
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ω
冨
ρ
σ
・
竃
窃
＝
ヨ
の
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揮
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に
籠
城
し
て
い
た
ス
マ
イ
サ
ー
ト
ω
目
窪
ρ
誘
暮
を
包
囲
し
、
陥
落
さ
せ
た
心

　
後
継
者
に
指
名
さ
れ
て
い
た
マ
ン
ス
ー
ル
と
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
か
ら
来
た
ア
ブ
ー
”
ム
ス
リ
ム
が
＝
三
島
（
七
五
四
）
年
メ
ッ
カ
巡
礼
中
に
、
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ル
隠
ヒ
ッ
ジ
ャ
綱
三
日
（
六
月
八
日
）
ア
ブ
ル
ー
ア
ッ
バ
ー
ス
が
死
に
、
マ
ン
ス
ー
ル
が
イ
ラ
ク
で
カ
リ
フ
と
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
革
命
軍

の
中
ば
と
旧
ウ
マ
イ
や
朝
の
シ
リ
ア
軍
を
抑
え
て
い
た
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
は
東
ロ
ー
マ
遠
征
途
上
で
『
自
ら
の
カ
リ
フ
職
継
承
権
を
主
張
し
、
シ

リ
ア
軍
の
熱
心
な
支
援
を
得
た
。
之
れ
に
対
し
、
マ
ン
ス
ー
ル
は
イ
ラ
ク
に
残
っ
て
い
た
革
命
軍
を
ア
ブ
！
－
ム
ス
リ
ム
の
指
揮
下
に
お
い
た
。

ア
ブ
ボ
ウ
ラ
ー
側
か
ら
ア
ブ
ー
膝
ム
ス
リ
ム
側
に
寝
返
る
革
命
軍
の
指
揮
官
が
続
出
し
、
戦
い
は
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
革
命
軍
対
旧
ウ
マ
イ
や
朝
シ

リ
ア
軍
の
戦
い
の
形
に
な
っ
た
。
ア
ブ
ー
隅
ム
ス
リ
ム
は
一
三
七
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
冒
日
月
忌
目
（
七
五
四
年
＝
月
）
ニ
シ
ビ
ス
属
哲
び
貯
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
を
破
り
、
マ
ン
ス
ー
ル
の
カ
リ
フ
職
を
確
保
さ
せ
た
が
、
ま
も
な
く
マ
ン
ス
ー
ル
に
処
刑
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
ア
ブ
ー
－
ム
ス
リ
ム
が
ホ
ラ
ー
サ
イ
ン
、
中
央
ア
ジ
ア
で
王
侯
土
豪
や
土
着
化
し
た
ア
ラ
ブ
の
大
地
主
の
支
持

で
、
独
立
国
に
近
い
か
れ
ら
の
連
合
政
権
を
築
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
イ
ラ
ク
の
革
命
軍
の
大
半
は
カ
リ
フ
権
力
を
支
持
し
、
そ
の

専
制
化
と
中
央
集
権
化
を
助
け
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
不
満
な
も
の
が
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
に
帰
郷
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
あ
と
か
ら
イ
ラ
ク
に
移
っ
て
き
て
重
要
な
政
府
軍
指
揮
官
に
な
っ
た
も
の
も
い
る
。
そ
の
一
人
ナ
キ
ー
プ
の
マ
ー
リ
ク
冨
四
期
閃
σ
．

巴
－
国
ρ
讐
冨
ヨ
（
表
1
の
3
5
）
は
、
ア
ブ
ー
皿
ム
ス
リ
ム
が
現
地
の
革
命
最
高
指
導
者
と
し
て
マ
ル
ウ
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
と
き
、
い
ち
は
や
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
れ
に
忠
誠
を
誓
い
、
革
命
軍
組
織
時
に
は
か
れ
の
シ
ュ
ル
タ
。
。
げ
竃
冨
（
警
察
）
の
長
官
に
任
命
さ
れ
た
。
　
マ
ー
リ
ク
は
自
分
の
部
隊
を
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
て
ス
諸
ジ
ス
タ
ー
ン
ω
鞍
の
鼠
昌
を
平
定
し
た
あ
と
、
そ
こ
か
ら
イ
ラ
ク
に
移
っ
て
ワ
ー
ス
ィ
ト
包
囲
に
参
加
し
、
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
と
の
戦

い
に
も
加
わ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ブ
i
胴
ム
ス
リ
ム
の
処
刑
ま
で
か
れ
を
支
持
し
た
た
め
、
カ
リ
フ
の
不
興
を
買
っ
て
い
た
が
、
一
四
一
（
七
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五
八
）
年
・
ラ
ー
ワ
ソ
デ
ィ
！
ヤ
ロ
帥
≦
9
昌
傷
剛
団
㊤
（
カ
リ

フ
を
神
格
化
す
る
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
原
住
民
で
革
命

軍
の
中
に
い
た
）
が
ク
ー
フ
ァ
近
く
の
臨
時
首
都
ハ

ー
シ
ミ
ー
や
国
働
路
巨
曙
ρ
で
蜂
起
し
た
と
き
、
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

リ
ブ
を
救
っ
て
以
来
、
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ナ
キ
ー
プ
の
ム
ハ
ン
マ
ド
冨
∬
ザ
ρ
四
壁
p
臼
び
．
巴
－

掛
ω
胃
．
ρ
夢
（
表
1
の
3
6
）
は
ア
ブ
ー
H
ム
ス
リ
ム
に
よ

っ
て
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
か
ら
フ
ァ
ー
ル
ス
司
騨
ω
に
総

督
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
ア
ブ
ル
ロ
ァ
ッ
バ
ー
ス
が
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

遣
し
た
総
督
と
衡
狂
し
た
が
、
ま
も
な
く
カ
リ
フ
に

恭
順
し
、
革
命
軍
の
大
き
な
部
分
を
指
揮
下
に
お
い
．

て
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
H
け
β
帯
四
を
占
領
し
た
。
　
こ
．

の
遠
征
軍
の
多
く
は
州
都
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
ρ
饗
？

巧
帥
昌
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
（
チ
ュ
ニ
ス
）
8
⇔
昌
昌
q
・
、
　
ト
ゥ

ブ
ナ
日
自
σ
5
㊤
な
ど
に
駐
留
し
た
よ
う
だ
が
、
ム
ハ

ン
マ
ド
自
身
は
イ
ラ
ク
に
帰
っ
た
。
の
ち
の
イ
フ
リ

ー
キ
ー
や
総
督
ア
グ
ラ
ブ
家
の
祖
ア
グ
ラ
ブ
》
σ
Q
7
．

犀
σ
ぴ
．
ω
鋤
陣
唇
σ
・
．
〉
◎
ゆ
巴
（
表
1
の
！
4
）
は
自
分
の
．

部
隊
と
と
も
に
辺
境
の
ザ
ー
ブ
N
箇
ぴ
地
方
．
（
ア
ル

第2　革命軍に投降したウマイや朝軍の指揮官でアッバース朝に重用された主な指揮官

州 氏 名 1所属部族1 革　命　後　の　経歴

MarwarrUdhに駐留し，　t　Abd　al一∫a－
bbEr．の乱を討つ

Us甑dh　Sisの乱を討つ

Samarqand　に居てal－Muqanna‘の
乱を討つ

Sulaym

Tamlm

1くinana

rvlujashshar　b．　ISC［uz5bim

Haytham　b．　Shu‘ba　b．　Zuhayr

Layth　b．　1　asr　b．　Sayyar

1〈hurEsan

KUfa，　Medinaの総督

一族のlsllatq　b．　ai一§abba．h　b．‘工lnran　b．

Ismaイil　b、　Mu加mmad（哲学者Kindi
の父）がK：iff．■総督

Baj　一i　la

Kinda

Muhammad　b．　1〈halid　al－QaSri

Ta恥a　b．　Is埴q　b．　Muりammad
b．　al－Ash’ath

K順fa

Basra総督

KUfa総督

Egypt，　Ifriqlyaの総督

Sind．　KtifaJ　Basra，　IfriqiyEの総督

Sind，　IfriqiyEの総督

Azd

Bahila

Azd

Azd

Azd

Sufyan　b．　Mu‘awiya　b．　Yazid
b．　a｝一Muhallab　b．　Abi　Sufra

Salm　b．　Qutayba　b．　Muslim

Yazid　b．耳atim　b．　QabiSa　b．

al－Muhallab

Raw　1．i　b．1海tim（前者の兄弟）

‘Umar　b．　｝lafs　b．　‘Uthman　b．

Abi　Sufra　HazErmard

Basra

Yaman，　SijistEnの総督

Armenia総督。§E’ifa摺揮官

Jazira，　Medinaの総督。＄翫’ifa指揮官

Armenia総督
sa，ifa　指揮官

ShaybEn

Sulaym
Hilal

’Uqayl

’Uqayl

Ma‘n　b．　Za’ida

Yazid　b．　Usayc1

7．．ufar　b．　‘Asim

エs聴qb．　Muslim

Bakk翫b，　Muslim（前者の兄弟）

Ja‘far　b．　1；lanpala　al－Babrani

Jazlra

Sind総督TaghlibHisham　b．　‘AmrMoSu正

Medina総督MurrRiyaりb．‘　Uthrn誠n．Syria
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⑯

ジ
ェ
リ
ア
申
央
部
）
の
ト
ゥ
ブ
ナ
に
駐
留
し
た
。
ま
た
、
一
五
二
年
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
で
反
乱
を
お
こ
し
て
マ
ン
ス
ー
ル
の
も
と
に
連
行
さ
れ

た
ハ
ー
シ
ム
出
蓼
紅
茸
び
魯
巴
－
H
ω
馨
欝
げ
舘
回
」
と
ア
ブ
ー
－
ハ
ー
リ
ド
》
σ
凶
内
げ
巴
δ
く
舘
置
』
（
表
！
の
2
8
）
も
こ
の
遠
征
軍
に
参
加
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
⑰

指
揮
官
に
違
い
な
い
。
か
れ
ら
が
背
い
た
の
は
こ
の
よ
う
な
辺
境
に
駐
留
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
不
満
か
ら
だ
ろ
う
。

　
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
は
革
命
軍
の
ほ
か
、
旧
ウ
マ
イ
や
朝
の
軍
を
大
幅
に
採
用
し
た
。
表
2
は
か
れ
ら
ア
ラ
ブ
の
主
要
な
指
揮
官
の
一
覧
表
で
あ

る
。　

ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
で
も
残
留
し
た
革
命
軍
の
ほ
か
、
態
度
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
も
の
や
反
革
命
軍
の
帰
順
し
た
も
の
が
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
に

も
地
方
軍
と
し
て
残
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
　
マ
ル
ワ
ッ
ル
ー
ズ
の
ス
ラ
イ
ム
ω
巳
ゆ
図
ヨ
族
の
指
導
者
ム
ジ
ャ
ッ
シ
ャ
ル
冨
ロ
す
ω
寓
げ
錠
び
．

寓
¢
畠
甘
旨
が
七
五
八
年
に
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
に
対
し
て
反
乱
を
お
こ
し
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ー
ジ
ャ
ッ
バ
ー
ル
．
》
び
α
巴
山
㌣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

び
び
簿
ぴ
．
．
諺
び
α
㊤
ア
切
9
ザ
ヨ
鋤
コ
（
表
1
の
2
1
）
を
捕
え
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
タ
ミ
ー
ム
族
の
指
導
者
ハ
イ
サ
ム
麟
ρ
酔
夢
ρ
B
げ
・
Q
D
び
質
．
σ
㊤
び
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

咽
昌
鉾
饗
が
七
六
七
年
に
反
乱
を
お
こ
し
た
ウ
ス
タ
ー
ズ
ー
ス
ィ
ー
ス
q
ω
繊
鼻
ω
冨
と
戦
い
、
ウ
マ
イ
や
朝
最
後
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
ナ

ス
ル
閉
ρ
鷲
び
●
ω
ρ
団
累
鍵
の
子
ラ
イ
ス
い
9
暮
び
、
　
ム
ハ
ン
マ
ド
や
孫
ハ
ッ
サ
ー
ン
煩
螢
。
。
。
・
餌
昌
ぴ
．
8
ρ
き
同
ヨ
が
ム
カ
ソ
ナ
ア
曽
賢
窯
ロ
ρ
9
コ
⇔
ρ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
反
乱
（
七
七
六
i
七
八
○
）
と
戦
っ
て
い
る
こ
と
で
わ
か
る
。

　
ク
ー
フ
ァ
は
ウ
マ
イ
や
朝
時
代
イ
ブ
ヌ
ル
皿
ア
シ
ュ
ア
ス
H
σ
ゆ
ρ
劉
》
ω
犀
．
9
昏
の
乱
（
七
〇
〇
1
七
〇
一
）
の
侠
敗
訴
、
ア
ラ
ブ
の
非
武
装
化

が
進
ん
で
い
て
、
革
命
時
に
は
ア
ラ
ブ
正
規
兵
は
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
。
ウ
マ
イ
や
朝
宋
期
の
ク
ー
フ
ァ
と
バ
ス
ラ
の
総
督
ハ
ー
リ
ド
開
7

白
塗
巴
わ
霧
昌
の
子
ム
ハ
ン
マ
ド
と
ク
ー
フ
ァ
建
設
時
の
キ
ン
ダ
囚
ヨ
α
9
族
の
指
導
者
ア
シ
ュ
ア
ス
》
ω
げ
、
ρ
夢
の
曾
孫
タ
ル
乱
切
巴
ザ
ρ

ぴ
・
回
。
。
ザ
9
1
ρ
び
．
冒
各
ρ
鑓
ヨ
p
ら
は
革
命
軍
が
近
づ
く
と
、
配
下
の
ア
ラ
ブ
を
率
い
て
蜂
起
し
、
ウ
マ
イ
や
朝
の
ク
ー
フ
ァ
総
督
（
N
蔓
鑑
び
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

留
夢
）
を
追
放
し
、
革
命
軍
を
迎
え
た
。
か
れ
ら
と
寝
返
っ
た
シ
リ
ア
軍
は
ア
ッ
パ
！
ス
朝
倉
で
も
正
規
兵
と
し
て
と
ど
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
バ
ス
ラ
は
ア
ズ
ド
諺
N
α
族
の
指
導
者
ム
ハ
ッ
ラ
ブ
冒
昌
巴
貯
げ
び
’
諺
寓
0
蔑
欝
の
曾
孫
ス
フ
ヤ
ー
ン
◎
∩
無
病
鍵
σ
．
鼠
β
、
帥
屯
ぐ
㊤
び
．

く
器
置
が
い
ち
は
や
く
革
命
側
に
立
っ
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の
征
服
者
ク
タ
イ
パ
ρ
暮
ρ
団
げ
ρ
げ
．
罵
仁
ω
出
ヨ
の
子
に
あ
た
る
ウ
マ
イ
や
朝
の
バ

70 （810）



V一ムーンとムウタスィムの新軍団（余部）

ス
ラ
総
督
サ
ル
ム
ω
巴
ヨ
と
戦
い
、
一
族
の
ラ
ウ
フ
菊
ρ
妻
ゲ
び
●
畑
9
1
戴
ヨ
げ
・
の
切
図
鋸
、
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
鴫
9
N
賦
兄
弟
と
と
も
に
ワ
ー
ス
ィ

　
　
　
　
　
　
　
籔

ト
包
囲
に
参
加
し
た
。
　
ム
ハ
ッ
ラ
ブ
家
配
下
の
ア
ズ
ド
族
が
新
政
府
軍
に
編
入
さ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
　
い
っ
た
ん
父
の
故
郷
ラ
イ
菊
ρ
《
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
戻
っ
た
サ
ル
ム
も
イ
ラ
ク
に
帰
り
、
バ
ス
ラ
の
ム
ダ
ル
鼠
＆
錠
系
の
ア
ラ
ブ
を
指
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
イ
ラ
ク
に
駐
留
し
て
い
た
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
の
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
ω
げ
p
《
げ
9
族
の
指
揮
宮
マ
ア
ン
冨
騨
．
嵩
び
．
N
画
、
箆
ρ
、
は
最
後
ま
で
革

命
軍
に
抵
抗
し
て
、
ウ
マ
イ
や
朝
の
イ
ラ
ク
総
督
イ
ブ
ン
に
フ
バ
イ
う
く
留
無
げ
●
．
d
日
錠
び
．
国
¢
σ
ρ
属
ρ
と
と
も
に
ワ
ー
ス
ィ
ト
に
籠
城

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

し
た
が
、
ラ
ー
ワ
ソ
デ
ィ
ー
ヤ
を
討
っ
て
マ
ン
ス
ー
ル
の
信
任
を
得
、
以
後
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
軍
を
率
い
て
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
フ
バ

イ
ラ
は
処
刑
さ
れ
た
）
。
　
ス
マ
イ
サ
ー
ト
に
籠
城
し
た
イ
ス
ハ
ー
ク
や
、
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
を
支
持
し
て
ア
ブ
ー
皿
ム
ス
リ
ム
と
戦
っ
た
ズ
フ
ァ

ル
N
鼠
震
σ
●
．
》
包
8
、
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
智
．
融
H
げ
．
仁
ゆ
嵩
巴
曽
巴
無
界
野
望
同
ら
も
許
さ
れ
た
よ
う
に
、
シ
リ
ア
と
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
の
ア
ラ

ブ
の
多
く
は
正
規
兵
と
し
て
と
ど
ま
り
、
サ
ー
イ
フ
ァ
魯
、
に
9
（
夏
の
ビ
ザ
ン
ツ
遠
征
）
を
行
い
つ
づ
け
た
。
シ
リ
ア
に
と
ど
ま
っ
た
軍
は
、

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
の
敗
戦
後
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
移
っ
て
来
て
マ
ル
ワ
ー
ン
の
未
亡
人
と
結
婚
し
た
サ
…
リ
ブ
の
指
揮
下
に
入
り
、
か
れ
が
一
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

（
七
六
九
）
年
に
死
ぬ
と
、
指
揮
権
は
子
フ
ァ
ド
ル
司
騨
色
と
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ー
マ
リ
ク
、
》
区
巴
－
冒
㊤
一
障
に
継
承
さ
れ
た
。

　
革
命
軍
に
抵
抗
し
な
か
っ
た
モ
ー
ス
ル
竃
㊤
≦
毘
と
エ
ジ
プ
ト
の
兵
も
従
来
の
地
位
を
守
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
多
少
極
論
す
れ
ば
、
ウ

マ
イ
や
朝
と
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
軍
の
違
い
は
、
前
者
が
シ
リ
ア
軍
、
後
者
が
イ
ラ
ク
に
移
っ
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
を
王
朝
の
権
力
の
基
盤
と
し

た
と
こ
ろ
だ
け
と
い
っ
て
よ
い
。

　
革
命
軍
の
大
半
は
一
四
五
（
七
六
二
）
年
か
ら
建
設
さ
れ
は
じ
め
た
バ
グ
ダ
ー
ド
の
円
城
罎
自
α
帥
≦
≦
9
・
冨
の
郊
外
、
と
く
に
北
部
の
ハ
ル
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ー
や
柾
母
σ
馨
ρ
に
カ
テ
ィ
ー
ア
を
与
え
ら
れ
て
住
ん
だ
が
、
か
な
り
多
く
は
イ
フ
リ
1
キ
ー
ヤ
に
移
り
、
ま
た
モ
ー
ス
ル
、
　
ラ
ー
フ
ィ
カ

図
跳
ρ
騨
、
ス
グ
ー
ル
円
巨
σ
q
げ
母
（
ビ
ザ
ン
ツ
と
の
辺
境
）
に
も
駐
留
し
た
。

　
マ
ン
ス
！
ル
は
一
四
一
（
七
五
八
）
年
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
ア
ブ
ド
ゥ
ル
皿
ジ
ャ
ッ
バ
ー
ル
の
乱
に
対
し
、
革
命
軍
の
大
き
な
部
分
を
子
マ
フ

デ
ィ
三
二
昌
ρ
B
影
㊤
α
ρ
r
冨
魯
臼
の
名
目
的
な
指
揮
下
に
派
遣
し
、
実
際
の
指
揮
を
ハ
1
ズ
ィ
ム
囚
げ
三
農
σ
・
譲
び
ロ
N
曙
津
ρ
（
表
ユ
の
8
）71 （811）



　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
こ
の
軍
は
反
乱
鎮
圧
後
も
ラ
イ
に
駐
留
し
た
。

に
委
ね
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ
ら
く
ア
凱
1
．
と
間
げ
．
．
H
路
び
．
倒
警
9
（
蓑
1
め
3
7
）
は
こ
の
と
き
革
命
以

来
指
揮
下
に
あ
る
兵
を
率
い
て
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
か
ら
ラ
イ
に
来
て
、
こ
の
軍
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
れ
の
父
は
ナ
ズ
ィ
ー
ル
の
一
人
で
、

カ
フ
タ
バ
遠
征
軍
に
入
っ
て
い
た
が
、
ジ
ャ
ー
ブ
ラ
ク
の
戦
い
の
あ
と
、
敗
将
ア
ー
ミ
ル
の
首
を
も
っ
て
ア
ブ
！
ー
ム
ス
リ
ム
の
も
と
に
戻
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

そ
の
ま
ま
拘
禁
さ
れ
た
。
こ
の
父
は
遠
征
軍
将
士
の
大
半
と
同
様
、
カ
リ
フ
権
力
を
支
持
し
て
ア
ブ
ー
悲
ム
ス
リ
ム
と
対
立
し
た
た
め
、
処
刑

　
　
⑳

さ
れ
た
。
ア
リ
ー
は
父
の
遺
志
を
継
い
で
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
王
侯
土
豪
と
対
立
し
、
大
内
乱
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
は
後
述
す
る
。
マ

フ
デ
ィ
ー
は
一
五
一
（
七
六
九
）
年
こ
の
巨
大
な
軍
を
率
い
て
バ
グ
ダ
ー
ド
に
帰
り
、
テ
ィ
グ
リ
ス
川
東
岸
の
ル
サ
ー
フ
ァ
図
¢
協
鍵
地
区
に
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

テ
ィ
コ
ア
を
与
え
、
自
ら
も
宮
殿
を
講
え
て
住
ん
だ
。

　
ま
た
、
一
四
七
（
七
六
四
）
年
の
ハ
ザ
ル
涙
げ
ρ
N
錠
族
の
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
＋
ン
侵
入
に
対
し
、
マ
ソ
ス
！
ル
は
ボ
ラ
1
サ
ー

ン
軍
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
か
ら
兵
を
送
り
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
辺
境
に
多
く
の
砦
を
築
い
た
ほ
か
、
一
五
五
（
七
七
二
）

年
ラ
ッ
カ
図
㊤
の
ρ
ρ
の
隣
に
ラ
ー
フ
ィ
カ
を
築
い
て
か
れ
ら
の
軍
営
都
市
と
し
た
。

　
革
命
軍
の
う
ち
バ
グ
ダ
ー
ド
の
テ
ィ
グ
リ
ス
菓
西
両
岸
に
住
み
つ
い
た
も
の
は
、
マ
フ
デ
ィ
ー
の
こ
ろ
に
は
第
二
世
代
に
入
り
、
革
命
の
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
誇
っ
て
ア
ブ
ナ
ー
㊤
σ
鼠
．
9
智
α
p
≦
ド
（
革
命
の
子
）
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
ア
ブ
ナ
ー
の
指
導
者
は
、
マ
フ
デ
ィ
！
の

カ
リ
フ
就
任
を
助
け
た
ア
リ
ー
と
ア
ブ
i
－
ハ
ー
リ
ド
の
子
ム
ハ
ン
マ
ド
で
あ
り
、
前
者
は
ル
サ
ー
フ
ァ
、
後
者
は
ハ
ル
ビ
ー
ヤ
の
指
導
者
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
軍
を
率
い
た
マ
ア
ン
の
死
後
、
そ
の
兵
は
お
い
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
照
欝
巳
ぴ
●
冒
爲
饗
α
が
指
揮
し
、
ア
ブ
ナ

ー
に
次
ぐ
重
要
な
役
割
を
果
す
よ
う
に
な
っ
た
。

①
拙
稿
「
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
革
命
と
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
」
『
オ
リ
エ
ン
ト
賑
第
二
六
巻

　
一
号
、
一
九
八
三
年
ゆ
こ
れ
は
革
命
に
つ
い
て
の
最
近
の
つ
ぎ
の
研
究
を
批
判
し

　
た
も
の
で
あ
る
。
ン
腕
・
の
ぎ
9
詳
§
馬
、
」
導
勢
ミ
§
§
ミ
勘
§
℃
O
㊤
ヨ
σ
二
〇
σ
q
ρ

　
一
㊤
ざ
“
勺
○
白
9
び
國
旨
旨
．
」
寒
禽
ミ
6
ミ
愚
ぎ
萄
こ
恥
＼
博
団
O
I
N
N
O
＼
N
豪
い
切
㊤
σ
q
鐸
衝
斜

　
一
り
＄
”
潤
■
ビ
．
U
巴
覧
①
γ
8
書
特
。
ミ
讐
ミ
ミ
蕊
8
鼠
ミ
ミ
切
8
曙
ミ
憲
寒
薗
鼠
揖

（
ミ
ミ
ミ
．
這
“
贈
勘
亀
筏
嘩
、
ミ
恥
隠
N
一
汗
N
9
Ω
は
。
口
σ
q
ρ
一
㊤
刈
㊤
。

②
　
騨
プ
補
㊤
σ
雲
丹
．
§
．
｝
、
制
、
ミ
ミ
曵
霧
ミ
き
魯
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①
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》
σ
O
帥
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＞
N
冒
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コ
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翻
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ド
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℃
℃
冒
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ω
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ふ
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ミ
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袋
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昌
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”
じ
d
o
犀
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囲
く
。
喜
巴
ざ
愚
・
ミ
ニ
℃
．
δ
蒔
師
ビ
窃
雪
㊦
詳
魯
■
ミ
こ
℃
や
一
b
。
り
ゐ
①
．

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
、
中
央
ア
ジ
ア
の
王
侯
土
豪
と
申
央
政
府
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ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
と
マ
ー
H
ワ
ラ
ー
ア
ン
ロ
ナ
フ
ル
冒
画
暑
ゆ
鼠
、
7
乞
鱒
訂
（
本
稿
で
は
あ
わ
せ
て
東
方
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
）
に
は
革
命
時
マ

リ
ク
白
田
蒔
（
黛
レ
白
乱
穿
）
と
よ
ぼ
れ
る
小
王
侯
と
デ
ィ
フ
カ
ー
ン
α
聾
ρ
習
（
緊
審
冨
ρ
冒
）
と
い
う
土
豪
、
大
地
主
が
無
数
に
存
在
し
て
い

た
。
史
料
で
は
両
者
の
区
別
は
明
確
で
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
両
者
を
あ
わ
せ
て
王
侯
土
豪
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
王
の
称
号
は
。
・
鼠
F

涛
げ
。
。
ぼ
ρ
鋒
ω
冨
P
ω
聞
斜
犀
受
口
謎
㊤
口
α
q
”
騨
び
鼠
N
（
げ
錠
助
N
）
”
σ
㊤
蝕
N
占
用
旨
α
①
戸
匿
げ
¢
α
魑
計
犀
財
画
ρ
帥
P
富
碑
び
二
郎
な
ど
、
国
に
よ
っ
て
違
っ
て
い

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、

た
。
宗
教
は
都
市
を
中
心
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
i
教
、
マ
ニ
教
、
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
な
ど
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
王
が
多
く
の

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ

臣
民
に
よ
っ
て
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
の
ち
の
ウ
シ
ュ
ル
ー
サ
ナ
⇔
ω
ぴ
嵐
ω
ρ
p
ρ
王
ア
フ
シ
ー
ソ
》
け
翼
β
の
裁
判
で
の
証
言

で
明
白
で
あ
る
。
王
は
大
都
市
で
は
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
の
商
人
貴
族
、
農
村
で
は
デ
ィ
フ
カ
ー
ン
の
勢
力
に
は
ば
ま
れ
て
い
た
が
、
マ
ル
ゥ
の

ア
リ
i
、
と
矧
ぴ
●
霞
ω
団
臼
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
ウ
ジ
ャ
イ
フ
．
q
鴬
風
げ
●
、
諺
⇔
σ
霧
ρ
に
よ
っ
て
領
内
で
は
専
制
的
に
ふ
る
ま
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
③

と
非
難
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旧
サ
サ
ン
朝
領
内
の
諸
都
草
は
も
ち
ろ
ん
王
は
い
な
か
っ
た
が
、
マ
ル
ズ
バ
ー
ン
旨
p
養
げ
9
こ
組
ス
バ
フ
バ

ズ
綴
ぴ
ρ
げ
げ
ρ
魯
と
よ
ば
れ
る
土
着
性
の
強
い
辺
境
領
主
が
い
て
、
ア
ラ
ブ
が
多
数
定
着
し
た
マ
ル
ウ
で
さ
え
、
ウ
マ
イ
や
朝
宋
期
ま
で
存
在

し
つ
づ
け
た
。

　
こ
れ
ら
の
諸
国
、
諸
地
域
は
ア
ラ
ブ
征
服
時
に
ア
ラ
ブ
と
条
約
を
結
び
、
毎
年
定
額
の
貢
納
を
払
う
か
わ
り
に
、
従
来
の
政
治
、
社
会
体
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

や
宗
教
を
維
持
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
マ
ル
ウ
だ
け
は
そ
れ
以
外
に
オ
ア
シ
ス
の
諸
夏
に
ア
ラ
ブ
兵
士
が
分
宿
す
る
こ
と
を
認
め
さ

せ
ら
れ
、
五
一
（
六
七
一
）
年
ク
ー
フ
ァ
と
バ
ス
ラ
の
兵
五
万
家
族
、
＝
二
（
七
三
一
）
年
同
じ
く
ク
ー
フ
ァ
と
バ
ス
ラ
の
兵
二
万
を
ほ
と
ん
ど

受
け
い
れ
た
。
革
命
時
に
は
マ
ル
ワ
ッ
ル
ー
ズ
、
バ
ル
ブ
、
ブ
ハ
ー
ラ
ー
b
ご
ロ
障
ゲ
9
1
鼠
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
も
ア
ラ
ブ
の
大
軍
が
駐
留
し
、
前
述

の
革
命
が
お
き
た
諸
都
市
に
も
少
数
が
駐
留
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
ブ
ハ
ー
ラ
ー
と
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
王
は
本
市
を
ア
ラ
ブ
に
引
き
渡
し
て
、



マームーソとムウタスィムの新軍団（余部）

そ
れ
ぞ
れ
郊
外
の
都
市
ワ
ラ
フ
シ
ャ
ー
類
鍵
門
島
。
・
冨
、
イ
シ
ュ
タ
ー
ハ
ン
ジ
H
珍
萄
菖
ρ
三
に
退
去
し
た
。

　
し
か
し
、
農
民
は
も
と
よ
り
、
王
侯
土
豪
す
ら
ほ
と
ん
ど
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
て
お
ら
ず
、
い
っ
た
ん
改
宗
し
て
も
、
ま
た
反
乱
を
お
こ

し
て
背
教
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
と
く
に
バ
ク
ト
リ
ア
南
方
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
山
地
や
ソ
グ
ド
南
方
の
キ
シ
ェ
囚
δ
げ
、
東
方
の
ウ
シ

ュ
ル
ー
サ
ナ
、
フ
ヅ
タ
ル
国
げ
q
ヰ
巴
の
よ
う
な
山
岳
地
域
や
バ
ー
ズ
ギ
ー
ス
じ
d
餌
α
ゲ
σ
q
げ
冨
の
よ
う
な
都
市
が
な
い
遊
牧
中
心
の
地
域
、
ま
た

フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
閏
Φ
お
団
口
ρ
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
囚
留
げ
σ
q
げ
震
、
シ
ャ
ー
シ
ュ
ω
鼠
戸
、
タ
ラ
ス
。
6
鶏
9
、
N
の
よ
う
な
遠
方
の
諸
地
域
は
事
実
上
ア
、

ラ
ブ
か
ら
独
立
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
王
侯
土
豪
は
数
が
少
な
い
が
、
尚
武
な
兵
士
と
領
民
を
も
ち
、
ア
ラ
ブ
が
あ
な
ど
れ
な
い
軍
事
力
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
、
必
要
に
応
じ
て
農
罠
を
徴
兵
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
た
だ
、
王
侯
土
豪
の
中
に
は
熱
心
な
ム
ス
リ
ム
に
な
っ
て
革
命
運
動
に
身
を
投
じ
た
も
の
も
い
た
。
ナ
ズ
ィ
ー
ル
の
ハ
ー
リ
ド
囚
び
鋤
己
（
表

1
の
1
0
）
の
父
バ
ル
マ
ク
b
ご
鴛
ヨ
ρ
ぽ
は
バ
ル
ブ
近
く
の
ナ
ウ
バ
君
王
ル
賭
p
≦
び
㊤
び
早
目
（
含
α
毒
く
淳
酵
ρ
新
寺
院
）
僧
院
の
管
長
℃
母
8
ρ
財
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

あ
り
、
広
大
な
寺
領
を
も
ち
、
仏
教
領
主
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
が
、
ク
タ
イ
バ
に
征
服
さ
れ
た
。
同
じ
く
ダ
ー
イ
ー
の
ム
ハ
ン
マ
ド

（
表
1
の
1
1
）
の
父
ス
！
ル
0
巴
は
突
蕨
系
の
グ
ル
ガ
！
ソ
王
畠
母
で
あ
っ
た
が
、
ク
タ
イ
バ
の
つ
ぎ
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
ヤ
ズ
ィ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

磯
㊤
N
巳
び
．
巴
－
冒
二
巴
一
9
σ
に
征
服
さ
れ
た
。
ナ
キ
ー
プ
の
ル
ザ
イ
ク
菊
農
ρ
団
ゆ
び
．
冨
蕊
．
ρ
げ
と
フ
サ
イ
ソ
缶
虚
ω
㊤
図
⇔
（
タ
ー
ヒ
ル
の
父
）
の

兄
弟
は
ス
ィ
ジ
ス
タ
ー
ン
総
督
タ
ル
置
月
巴
冨
㊤
7
。
6
巴
ザ
蓼
の
手
で
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
ヘ
ラ
ー
ト
近
郊
の
ブ
ー
シ
ャ
ン
グ
b
σ
留
げ
磐
σ
q

　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

の
王
と
み
ら
れ
る
。
ナ
キ
ー
プ
の
イ
ー
サ
ー
．
同
ω
9
1
げ
．
諺
．
図
ρ
昌
と
ア
ム
ル
．
｝
B
壇
の
兄
弟
も
、
か
れ
ら
の
兄
弟
ハ
ル
サ
マ
頃
錠
夢
㊤
ヨ
帥
と

バ
ル
マ
ク
家
と
の
き
わ
め
て
近
い
関
係
か
ら
み
て
、
バ
ル
ブ
の
有
力
土
豪
に
違
い
な
い
。
カ
フ
タ
バ
遠
征
軍
に
加
わ
っ
て
、
の
ち
ホ
ラ
ー
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ン
に
帰
っ
た
ト
ゥ
ラ
ー
ル
フ
ダ
ー
ト
日
章
似
降
含
鳥
騨
（
表
1
の
2
9
）
も
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
土
着
の
王
侯
と
史
料
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
革
命
成
功
後
、
革
命
軍
の
大
半
が
カ
フ
タ
バ
の
指
揮
下
に
西
に
移
っ
た
た
め
、
ア
ブ
i
－
ム
ス
リ
ム
は
王
侯
土
豪
の
協
力
を
求
め
ざ

る
を
得
な
く
な
り
、
か
れ
ら
の
改
宗
を
勧
め
、
そ
の
軍
を
地
方
政
府
軍
に
編
入
し
よ
う
と
し
た
。
か
れ
の
メ
ッ
カ
巡
礼
に
同
行
し
た
テ
ィ
レ
ク

　
　
　
　
　
　
⑨

円
搾
①
匿
（
累
創
N
巴
（
）
は
ク
タ
イ
バ
に
滅
ぼ
さ
れ
た
バ
ー
ズ
ギ
ー
ス
王
タ
ル
ハ
ー
ン
翻
テ
ィ
レ
ク
6
錠
吋
げ
9
目
貯
Φ
犀
の
一
族
だ
ろ
う
。
ま
た
、
途
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中
ブ
ル
ワ
ー
ソ
切
断
笥
9
1
昌
ま
で
か
れ
の
巡
礼
に
同
行
し
、
か
れ
の
処
刑
黒
黒
に
反
乱
を
お
こ
し
た
ス
ン
パ
ー
ズ
ω
繋
げ
鑑
げ
（
ω
岱
⇔
賦
O
プ
）
は

ナ
イ
サ
！
プ
ー
ル
冥
ρ
遂
勲
σ
冒
の
ア
フ
ン
諺
び
昌
（
〉
げ
H
騨
♂
＜
蝕
づ
①
）
の
う
イ
ー
ス
茜
．
同
ω
で
濁
旨
N
樹
σ
ρ
げ
び
ρ
α
げ
と
よ
ば
れ
、
有
力
土
豪
だ
っ

　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
　
ウ
マ
イ
や
朝
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
ナ
ス
ル
と
親
し
く
、
　
の
ち
ア
ブ
i
n
ム
ス
リ
ム
に
処
刑
さ
れ
た
ブ
ハ
ー
ラ
i
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

切
漕
げ
帥
鼠
犀
9
鳥
9
1
魯
、
ク
タ
イ
バ
ρ
幕
ρ
《
び
㊤
鮮
6
口
α
q
げ
ω
げ
巴
ρ
さ
え
革
命
軍
に
協
力
し
て
ブ
ハ
！
ラ
ー
の
ア
ラ
ブ
駐
留
軍
の
反
乱
を
抑
え
た
。

ア
ブ
ー
－
ム
ス
リ
ム
に
将
と
し
て
仕
え
た
ム
カ
ン
ナ
ア
も
、
キ
シ
ュ
近
く
の
サ
ナ
ー
ム
ω
p
鼠
ヨ
に
中
央
ア
ジ
ア
特
有
の
城
内
に
畑
や
森
を
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

む
大
城
砦
を
も
ち
、
そ
こ
の
土
豪
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
て
、
王
侯
土
豪
の
勢
力
は
革
命
後
い
っ
そ
う
強
ま
り
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
に
残

留
し
た
革
命
軍
や
イ
ラ
ク
か
ら
帰
郷
し
た
革
命
軍
の
指
揮
官
も
土
豪
化
し
、
か
れ
ら
と
歩
調
を
あ
わ
せ
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
め
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
ア
ブ
！
H
ム
ス
リ
ム
を
処
刑
し
た
マ
ン
ス
ー
ル
は
東
方
の
農
民
か
ら
直
接
徴
税
す
る
機
構
を
も
て
な
か
っ
た
の
で
、
王
侯
土
豪
を
圧
迫
し
て

か
れ
ら
か
ら
金
品
を
ま
き
あ
げ
よ
う
と
し
た
。
シ
ュ
ル
タ
の
長
官
と
し
て
カ
リ
フ
に
も
っ
と
も
忠
実
と
思
わ
れ
た
革
命
軍
指
揮
官
の
一
人
ア
ブ

ド
ゥ
ル
ー
ジ
ャ
ッ
バ
ー
ル
（
表
1
の
2
1
）
は
一
四
〇
（
七
五
七
）
年
ホ
ラ
！
サ
ー
ン
総
督
に
任
命
さ
れ
、
は
じ
め
カ
リ
フ
の
意
を
忠
実
に
実
行
し
た
が
、

や
が
て
そ
の
不
可
能
を
悟
り
、
カ
リ
フ
に
反
抗
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
王
侯
土
豪
の
大
乱
に
発
展
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
マ
ン
ス
ー
ル
は
、
前
述

し
た
よ
う
に
マ
フ
デ
ィ
ー
と
ハ
ー
ズ
ィ
ム
の
指
無
下
に
大
軍
を
派
遣
し
、
ハ
ー
ズ
ィ
ム
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
マ
ル
ワ
ッ
ル
ー
ズ
の
兵
は
ム
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ヤ
ッ
シ
ャ
ル
の
指
揮
下
に
遠
征
軍
に
応
じ
て
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ー
ジ
ャ
ッ
バ
ー
ル
を
捕
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
遠
征
軍
は
そ
の
ま
ま
ラ
イ
に
と
ど
ま
り
、
ア
ブ
ー
－
ム
ス
リ
ム
の
か
わ
り
に
マ
フ
デ
j
i
を
首
班
と
す
る
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
自
治
政
府
が
成
立

し
た
。
つ
ま
り
、
マ
ン
ス
ー
ル
は
王
侯
土
豪
を
力
で
抑
え
る
の
で
は
な
く
、
か
れ
ら
と
妥
協
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
ン
ス
！
ル
は
こ

れ
を
過
渡
的
な
処
置
と
し
、
一
〇
年
三
マ
フ
デ
ィ
ヨ
を
そ
の
軍
と
と
も
に
バ
グ
ダ
ー
ド
に
移
し
た
あ
と
、
バ
グ
ダ
擁
ド
の
ホ
ラ
！
サ
ー
ン
軍
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

指
揮
官
を
あ
い
つ
い
で
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
に
任
命
し
、
し
だ
い
に
王
侯
圭
豪
を
抑
え
る
政
策
を
採
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
王
侯
土
豪
は
ア
ブ
ル
ー
ア
ヅ
バ
ー
ス
が
マ
ソ
ス
ー
ル
の
後
継
者
に
指
名
し
て
い
た
従
弟
の
イ
！
サ
i
、
h
。
。
帥
ぴ
・
鍔
。
縞
σ
’

、
》
嵩
に
期
待
を
寄
せ
た
。
イ
ー
サ
ー
は
巡
礼
時
ア
ブ
ー
睡
ム
ス
リ
ム
の
親
友
で
あ
り
、
か
れ
の
命
を
守
ろ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
み
て
、
革
命
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⑮

以
前
か
ら
か
れ
の
親
友
だ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
王
侯
土
豪
が
イ
ー
サ
ー
を
支
援
し
た
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
既
得

権
を
守
る
た
め
中
央
集
権
化
を
強
力
に
推
進
す
る
バ
グ
ダ
ー
ド
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
は
呵
、
フ
デ
ィ
ー
を
後
継
者
に
す
る
運
動
を
始
め
た
。
イ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

サ
！
が
一
四
七
（
七
六
四
）
年
ま
で
長
期
間
マ
ン
ス
ー
ル
と
軍
の
圧
力
に
屈
さ
ず
に
お
れ
た
の
は
王
侯
土
豪
の
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
一
五
三

（
七
七
〇
）
年
に
は
も
っ
と
も
強
硬
な
イ
ー
サ
i
派
の
土
豪
ハ
ル
サ
マ
と
ウ
ル
ワ
ー
ン
く
留
段
げ
●
．
¢
冒
習
が
鎖
に
つ
な
が
れ
て
バ
グ
ダ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
連
行
さ
れ
て
き
た
。

　
一
五
〇
（
七
六
七
）
年
．
ハ
ー
ズ
ギ
ー
ス
で
ウ
ス
タ
ー
ズ
ー
ス
ィ
ー
ス
が
反
乱
を
お
こ
し
た
の
は
イ
ー
サ
ー
の
継
承
権
放
棄
に
反
発
し
た
か
ら
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

史
料
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ス
ィ
ー
ス
が
そ
の
付
近
の
土
豪
だ
っ
た
こ
と
は
、
マ
リ
ク
と
か
ア
ミ
ー
ル
ρ
ヨ
冒
と
か
よ
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
わ

か
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
か
れ
が
ア
ラ
ブ
の
影
響
を
受
け
な
い
独
立
君
主
で
あ
り
、
独
立
を
守
る
た
め
に
ア
ラ
ブ
と
戦
っ
た
と
考
え
て
い
る
が
、
む

し
ろ
、
バ
ル
ブ
に
駐
留
し
て
い
た
ア
ラ
ブ
の
指
揮
官
ア
ブ
i
－
ア
ウ
ン
と
友
人
だ
っ
た
よ
う
に
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
地
方
政
治
に
深
く
関
与
し

て
い
た
と
み
て
よ
い
。
ま
た
、
ダ
ニ
エ
ル
は
革
命
の
結
果
支
配
階
級
に
な
っ
た
都
市
の
ム
ス
リ
ム
に
反
発
し
た
農
民
の
反
乱
と
し
て
い
る
が
、

農
民
の
一
部
が
反
乱
に
参
加
し
た
と
し
て
も
（
そ
の
証
拠
は
な
い
が
）
、
王
が
戦
蒔
に
農
民
を
微
期
す
る
の
は
中
央
ア
ジ
ア
で
は
ふ
つ
う
の
よ

う
で
、
農
民
反
乱
と
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
反
乱
も
相
方
の
妥
協
で
終
り
、
ス
ィ
ー
ス
の
兵
は
衣
料
が
配
給
さ
れ
る
ほ
ど
厚
遇
さ
れ

た
。
ス
ィ
ー
ス
自
身
も
バ
グ
ダ
ー
ド
で
処
刑
さ
れ
た
と
す
る
の
は
や
ア
ク
ー
ビ
ー
だ
け
で
、
他
の
史
料
が
か
れ
の
処
置
に
沈
黙
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
か
れ
が
許
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
か
れ
の
娘
マ
ラ
ー
ジ
ル
冒
p
感
滋
は
マ
ー
ム
ー
ン
9
・
7
窯
節
、
ヨ
ロ
渇
を
生
み
、
子
ガ
ー
リ
ブ
○
財
9
1
一
管
は
マ
ー
ム
ー
ン
に
側
近
と

　
　
　
　
　
　
　
㊧

し
て
仕
え
た
と
い
う
。
ダ
ニ
エ
ル
は
シ
ュ
ウ
ー
ビ
ー
ヤ
ω
冨
．
魯
ぢ
ρ
運
動
の
さ
い
、
ア
ラ
ブ
文
化
擁
護
派
が
マ
ー
ム
ー
ン
の
親
イ
ラ
ン
的
性

格
を
強
調
す
る
た
め
、
こ
の
話
を
捏
造
し
た
と
し
て
い
る
が
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
政
権
下
で
カ
リ
フ
を
こ
の
よ
う
な
デ
マ
で
中
傷
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、
事
実
は
そ
の
逆
で
、
タ
バ
リ
ー
こ
そ
政
府
に
気
が
ね
し
て
故
意
に
こ
の
事
実
を
記
述
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
は
、
は
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

後
世
の
ペ
ル
シ
ア
語
の
年
代
記
○
財
母
鎚
艶
－
ω
ぐ
碧
は
ア
ブ
ー
－
ア
ウ
ン
が
ス
ィ
ー
ス
を
許
し
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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マ
フ
デ
ィ
ー
の
カ
リ
フ
就
任
後
、
一
六
〇
（
七
七
七
）
年
パ
ル
ム
く
ロ
ω
無
σ
．
H
げ
轟
ぼ
8
ρ
智
じ
ご
錠
B
が
反
乱
を
お
こ
し
た
の
も
マ
フ
デ
ィ
ー

の
政
策
（
冨
一
と
ω
冨
）
に
反
対
し
た
か
ら
と
い
わ
れ
る
。
ヤ
ア
ク
ー
ビ
ー
は
こ
の
乱
と
ム
カ
ン
ナ
ア
の
乱
を
混
同
し
、
反
乱
が
ブ
ハ
ー
ラ
ー
で

お
こ
っ
た
と
し
て
い
る
。
事
実
は
パ
ル
ム
は
グ
ー
ズ
ガ
ー
ソ
○
欝
σ
q
9
の
土
豪
で
あ
り
、
フ
ァ
ー
ル
ヤ
ー
ブ
句
帥
蔓
似
σ
の
土
豪
を
副
官
と
し
、

ブ
ー
シ
ャ
ン
グ
を
攻
め
て
そ
の
王
ム
ス
ア
ブ
竃
8
．
ρ
げ
σ
・
N
ロ
蚕
蜜
ρ
（
タ
ー
ヒ
ル
の
祖
父
）
を
追
放
し
、
バ
ル
ブ
で
は
親
カ
リ
フ
派
に
転
向
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
ハ
ル
サ
マ
の
兄
弟
を
殺
し
た
。
反
乱
は
ス
ィ
ジ
ス
タ
ー
ン
に
残
っ
て
い
た
マ
ア
ン
の
お
い
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
の
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
軍
に
倒
さ
れ
た
。

　
一
方
、
キ
シ
ュ
の
土
豪
ム
カ
ン
ナ
ア
は
兵
を
率
い
て
マ
ル
ウ
で
ア
ブ
ー
翻
ム
ス
リ
ム
に
も
ア
ブ
ド
ゥ
ル
罰
ジ
ャ
ッ
バ
ー
ル
に
も
協
力
し
て
い

た
た
め
、
バ
グ
ダ
ー
ド
で
投
獄
さ
れ
て
い
た
が
、
マ
ル
ゥ
に
帰
っ
た
あ
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
棄
教
し
て
自
己
を
神
格
化
す
る
教
え
を
説
き
は
じ

め
た
。
マ
ル
ウ
で
の
布
教
は
失
敗
し
た
が
、
中
央
ア
ジ
ア
で
は
臣
民
は
王
を
神
と
崇
め
て
い
た
か
ら
、
領
国
の
臣
民
は
こ
れ
を
抵
抗
な
く
受
け

入
れ
た
。
キ
シ
ュ
付
近
の
ス
ー
パ
フ
ω
口
σ
ρ
写
村
の
領
民
が
ア
ラ
ブ
の
徴
税
吏
を
殺
害
し
た
の
を
機
に
、
一
五
九
（
七
七
六
）
年
ム
カ
ン
ナ
ァ

は
マ
ル
ウ
か
ら
脱
出
し
、
キ
シ
ュ
に
川
や
森
や
耕
地
も
あ
る
サ
ナ
…
ム
城
を
築
い
て
、
キ
シ
ュ
、
ナ
フ
シ
ャ
ブ
乞
接
冨
げ
ρ
σ
の
デ
ィ
フ
カ
ー

ン
の
娘
を
人
質
に
集
め
た
。
同
じ
こ
ろ
、
ブ
ハ
ー
ラ
ー
と
サ
マ
ル
カ
ン
ド
で
は
ム
バ
イ
ヤ
ダ
巴
－
鷺
¢
σ
ρ
嘱
膨
量
（
白
服
党
）
と
い
わ
れ
る
人
々

が
蜂
起
し
、
ブ
ハ
ー
ラ
ー
で
は
、
か
つ
て
ア
ブ
…
－
ム
ス
リ
ム
に
殺
さ
れ
た
ナ
ル
シ
ャ
フ
渚
錠
ω
げ
ρ
犀
げ
の
土
豪
の
未
亡
人
ら
が
指
命
し
て
ヌ

ミ
ジ
ュ
カ
ト
客
雌
巳
房
象
（
野
郎
巳
目
す
冨
夢
）
と
ナ
ル
シ
ャ
フ
を
占
領
し
、
ブ
ハ
ー
ラ
二
王
ブ
ン
ヤ
ー
ト
U
ご
§
図
暮
σ
・
8
償
σ
p
げ
昏
劉
p
の
支
持

を
得
て
い
た
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
反
乱
は
王
侯
土
豪
に
指
導
さ
れ
、
デ
ィ
フ
カ
ー
ソ
と
～
部
の
農
民
も
参
加
し
た
ソ
グ
ド
人
の
独
立
戦
争
と

み
て
よ
い
。
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
も
救
援
の
要
請
を
受
け
て
駆
け
つ
け
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
本
市
は
　
時
反
乱
軍
の
手
に
落
ち
、
奪
回
後
も
長
期
間

包
囲
さ
れ
た
。
ダ
ニ
エ
ル
は
こ
の
反
乱
を
も
農
民
主
導
の
乱
と
し
て
い
る
が
、
政
府
軍
が
ナ
ル
シ
ャ
フ
を
陥
落
さ
せ
た
あ
と
、
ブ
ハ
ー
ラ
ー
の

農
民
の
多
く
は
政
府
軍
の
サ
ナ
ー
ム
攻
撃
に
兵
と
労
働
力
を
提
供
し
、
投
石
器
な
ど
を
製
作
し
た
。
サ
ナ
ー
ム
は
一
六
三
（
七
八
○
）
年
に
陥
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

し
、
ム
カ
ソ
ナ
ア
は
自
殺
し
、
ま
も
な
く
ブ
ハ
ー
ラ
ー
王
ブ
ン
ヤ
ー
ト
も
ワ
ラ
フ
シ
ャ
ー
の
居
城
で
処
刑
さ
れ
た
。

　
一
方
、
反
乱
に
は
同
調
し
な
か
っ
た
王
侯
土
豪
の
期
待
は
か
れ
ら
と
同
じ
出
身
の
バ
ル
マ
ク
家
に
集
っ
た
。
マ
フ
デ
ィ
ー
の
二
子
、
ハ
ー
デ
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イ
i
竃
留
帥
ρ
㍗
出
似
臼
と
ハ
ー
ル
ー
ン
匹
ア
ッ
ー
－
ラ
シ
ー
ド
缶
貯
q
霞
ρ
7
菊
9
ω
菖
α
の
継
承
争
い
で
、
バ
ル
マ
ク
家
が
ラ
シ
ー
ド
の
後
見
人

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
然
に
王
侯
土
豪
が
ラ
シ
ー
ド
を
、
今
や
ア
ブ
ナ
ー
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
バ
グ
ダ
ー
ド
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
が
ハ
ー

デ
ィ
ー
を
支
援
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
元
来
．
ハ
ル
マ
ク
家
の
ハ
ー
リ
ド
は
自
ら
ア
ブ
ナ
ー
で
あ
り
、
イ
ー
サ
ー
を
圧
多
し
て
継
承
権
を
放
棄
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

せ
る
方
向
に
働
い
た
が
、
か
れ
の
子
ヤ
フ
ヤ
ー
く
魯
嵩
は
ア
ブ
ナ
ー
に
対
抗
す
る
上
、
王
侯
土
豪
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
た
。

　
一
七
〇
（
七
八
六
）
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
ラ
シ
…
ド
が
カ
リ
フ
に
就
任
す
る
と
、
バ
ル
マ
ク
家
に
全
政
務
を
委
ね
た
。
バ
ル
マ
ク
家
は
各
地
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

徴
税
を
強
化
し
た
が
、
東
方
だ
け
は
王
侯
土
豪
の
伝
統
的
な
特
権
を
侵
さ
ず
、
ヤ
フ
ヤ
ー
は
一
七
八
年
子
フ
ァ
ド
ル
男
山
黛
を
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン

総
督
に
任
命
し
た
。
フ
ァ
ド
ル
は
バ
ク
ト
リ
ア
と
マ
ー
－
ワ
ラ
ー
ア
ン
ー
ナ
フ
ル
に
遠
征
し
、
王
侯
土
豪
の
協
力
を
得
て
兵
を
募
集
し
、
ア
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

パ
ー
ス
ィ
ー
ヤ
．
諺
σ
σ
帥
ω
曙
p
軍
を
組
織
し
、
う
ち
二
万
人
を
カ
ラ
ン
ビ
ー
や
囚
舘
ρ
⇔
ぴ
ぞ
ρ
軍
の
名
で
イ
ラ
ク
に
送
っ
た
。
こ
の
軍
は
ア
ブ

ナ
ー
に
対
抗
す
る
バ
ル
マ
ク
家
の
軍
で
あ
る
。
ま
も
な
く
バ
ル
ブ
の
土
豪
ハ
ル
サ
マ
が
大
軍
を
率
い
て
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
、
エ
ジ
プ
ト
の
混
乱
を

平
定
し
、
遠
く
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
遠
征
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
シ
ャ
ア
パ
ー
ン
や
ケ
ネ
デ
ィ
の
推
定
ど
お
り
、
こ
の
軍
が
ア
ッ
バ
ー
ス

ィ
ー
ヤ
で
あ
り
、
ハ
ル
サ
マ
が
そ
の
指
揮
官
に
な
っ
た
と
み
て
よ
い
。
そ
の
一
部
は
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
と
ど
ま
っ
た
よ
う
だ
が
（
ア
グ
ラ
ブ

の
子
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
ぎ
3
賦
ヨ
が
建
て
た
新
都
ア
ッ
バ
ー
ス
ィ
ー
ヤ
は
か
れ
ら
の
名
に
ち
な
む
か
も
知
れ
な
い
）
、
多
く
は
ハ
ル
サ
マ
と

と
も
に
東
方
に
帰
り
、
ビ
ザ
ン
ツ
遠
征
に
参
加
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ラ
シ
ー
ド
自
身
が
王
侯
土
豪
を
抑
え
る
方
向
に
大
き
く
政
策
を
転
換
し
、
一
七
九
（
七
九
五
）
年
フ
ァ
ド
ル
を
免
職
し
、
翌
一
八

○
年
い
っ
た
ん
フ
ァ
ド
ル
の
弟
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
冒
．
｛
錠
を
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
に
任
命
し
た
も
の
の
、
二
〇
日
後
に
は
か
れ
を
解
任
し
、
ま

も
な
く
バ
ル
マ
ク
家
の
猛
反
対
を
お
し
き
っ
て
ア
ブ
ナ
ー
の
最
強
硬
派
ア
リ
ー
を
任
命
し
た
。
お
そ
ら
く
イ
ラ
ク
で
は
ア
ブ
ナ
ー
の
方
が
ア
ッ

パ
ー
ス
ィ
1
や
よ
り
強
力
で
、
ラ
シ
ー
ド
の
地
位
を
脅
か
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
た
だ
ち
に
ア
リ
ー
は
王
侯
土
豪
や
ア
ラ
ブ
の
大
地
主
ヨ
三
〇
F

ρ
、
巴
帥
し
2
げ
遜
、
噸
霧
腎
鋒
”
ω
帥
餌
2
毒
ε
9
げ
を
厳
し
く
圧
迫
し
て
現
金
、
馬
、
奴
隷
、
衣
服
、
じ
ゃ
香
、
宝
石
、
金
銀
製
品
、
武
具
な
ど
を
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

収
し
、
ラ
シ
ー
ド
の
も
と
に
送
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
を
通
じ
て
東
方
か
ら
中
央
政
府
に
税
が
送
付
さ
れ
た
の
は
ア
ブ
ド
ゥ
ル
睡
ジ
ャ
ッ
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
⑳

バ
ー
ル
と
ア
リ
ー
の
総
督
時
代
の
二
回
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
王
侯
土
豪
を
代
表
し
て
、
ブ
…
シ
ャ
ン
グ
王
フ
サ
イ
ン
や
マ
ル
ウ
の
カ
ヌ
ー
ギ
ル
ド
国
9
呂
σ
q
洋
α
の
土
豪
ヒ
シ
ャ
ー
ム

匿
δ
冨
ヨ
び
．
奴
輩
鼠
犀
プ
器
夏
芝
は
ラ
シ
ー
ド
や
バ
ル
マ
ク
家
と
そ
の
周
辺
の
王
侯
土
豪
出
身
の
官
僚
、
軍
人
に
さ
か
ん
に
手
紙
を
送
り
、
ア

リ
ー
の
解
任
を
懇
請
し
つ
づ
け
た
。
さ
ら
に
、
ア
ビ
ー
ワ
ル
ド
代
官
ウ
ハ
イ
ブ
諺
げ
¢
、
一
－
囚
ぎ
皿
σ
≦
昌
㊤
菩
げ
．
．
諺
げ
α
巳
薄
曇
－
宕
霧
似
．
目
が

一
八
三
（
七
九
九
）
年
に
反
乱
を
お
こ
し
、
ナ
サ
、
ナ
イ
サ
ー
ブ
ー
ル
を
占
領
し
、
一
九
〇
（
八
〇
六
）
年
に
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
ソ
グ

ド
の
王
侯
土
豪
が
ウ
マ
イ
や
朝
最
後
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
ナ
ス
ル
の
孫
に
あ
た
る
サ
マ
ル
カ
ン
ド
代
官
ラ
ー
フ
ィ
ー
園
踏
．
σ
・
巴
－
い
爵
夢

を
奉
じ
、
ア
リ
ー
の
免
職
を
要
求
し
て
大
乱
を
お
こ
し
た
。
ア
リ
ー
は
一
八
六
年
ウ
ハ
イ
ブ
の
乱
を
抑
え
た
が
、
ラ
ー
フ
ィ
ー
の
乱
は
ブ
ハ
ー

ラ
ー
、
シ
ャ
ー
シ
ュ
、
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
、
ウ
シ
ュ
ル
ー
サ
ナ
、
フ
ッ
タ
ル
、
バ
ル
ブ
に
も
波
及
し
、
東
方
の
王
侯
土
豪
の
過
半
を
結
集
す
る
よ

　
　
　
　
⑭

う
に
な
っ
た
。

　
ラ
シ
ー
ド
は
ラ
ー
フ
ィ
ー
の
乱
が
お
こ
る
前
か
ら
自
分
の
死
後
ア
ブ
ナ
ー
と
菓
方
の
官
倉
土
豪
の
正
面
衡
突
が
お
き
る
こ
と
を
深
く
憂
慮
し

て
い
た
。
王
侯
土
豪
は
ウ
ス
タ
ー
ズ
翻
ス
ィ
ー
ス
の
孫
に
あ
た
る
マ
ー
ム
ー
ン
を
、
ア
ブ
ナ
ー
は
ア
ミ
ー
ン
巴
》
言
冒
を
支
援
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
．
こ
の
た
め
、
ラ
シ
ー
ド
は
一
八
六
（
八
〇
二
）
年
の
メ
ッ
カ
巡
礼
時
に
カ
ア
パ
神
殿
で
聖
な
る
契
約
を
結
び
、
ア
ミ
ー
ン
を
後
継
カ

リ
フ
に
す
る
か
わ
り
に
マ
！
ム
ー
ン
を
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
に
任
命
し
、
自
分
の
死
後
六
方
に
対
し
非
常
時
に
ア
ミ
ー
ン
を
援
助
す
る
軍
事
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

務
を
課
す
だ
け
で
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
完
全
な
自
治
を
約
束
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
巡
礼
か
ら
イ
ラ
ク
に
帰
っ
た
直
後
、
か
れ
は
バ
ル
マ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

家
を
粛
清
し
、
ア
ミ
ー
ン
が
将
来
か
れ
ら
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぎ
、
同
時
に
ア
ブ
ナ
ー
の
不
満
を
解
消
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

・
ラ
シ
ー
ド
は
拡
大
す
る
ラ
ー
フ
ィ
！
の
乱
に
対
し
て
一
九
一
（
八
〇
七
）
年
ア
リ
ー
を
罷
免
し
、
親
王
侯
土
豪
派
の
ハ
ル
サ
マ
を
ホ
ラ
ー
サ
ー

ン
総
督
に
任
命
し
、
お
そ
ら
く
ア
ヅ
パ
ー
ス
ィ
ー
ヤ
と
思
わ
れ
る
四
千
の
軍
と
と
も
に
派
遣
し
た
。
こ
の
と
き
、
ア
ブ
ナ
ー
の
反
発
を
恐
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ハ
ル
サ
マ
の
総
督
任
命
を
極
秘
に
し
た
上
で
、
遠
征
軍
を
ア
リ
ー
に
対
す
る
援
軍
の
形
で
派
遣
し
、
す
き
を
み
て
ア
リ
ー
を
捕
え
さ
せ
た
。
こ

の
政
策
転
換
で
ブ
ー
シ
ャ
ン
グ
王
フ
サ
イ
ソ
の
子
タ
ー
ヒ
ル
月
鋤
財
ぜ
な
ど
は
ハ
ル
サ
マ
に
積
極
的
に
協
力
し
て
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
攻
め
、
　
サ
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⑳

マ
ル
カ
ソ
ド
王
ウ
ジ
ャ
イ
フ
は
政
府
側
に
投
降
し
て
き
た
。

　
さ
ら
に
一
九
三
（
八
○
八
）
年
ラ
シ
ー
ド
は
ア
ブ
ナ
ー
の
過
半
を
ア
ミ
ー
ソ
と
と
も
に
バ
グ
ダ
ー
ド
に
と
ど
め
、
将
来
マ
ー
ム
ー
ソ
の
指
揮
下

に
予
定
さ
れ
た
残
り
の
ア
ブ
ナ
ー
や
中
央
政
府
軍
を
率
い
て
、
病
身
を
お
し
て
自
ら
マ
ー
ム
ー
ン
と
と
も
に
東
方
遠
征
に
出
発
し
た
。
そ
の
目

的
は
な
お
逡
巡
す
る
王
侯
土
豪
を
説
得
し
、
そ
れ
で
も
抵
抗
す
る
も
の
を
徹
底
的
に
壊
滅
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
か
れ
が
ブ
四

三
ラ
i
陥
落
時
に
捕
え
ら
れ
て
連
行
さ
れ
て
き
た
ラ
ー
フ
ィ
ー
の
兄
弟
を
、
取
り
引
き
材
料
と
し
て
生
か
し
て
お
く
か
わ
り
に
処
刑
し
た
こ
と

で
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
ラ
シ
ー
ド
は
遠
征
途
上
ト
ゥ
ー
ス
で
病
死
し
、
か
れ
と
と
も
に
あ
っ
た
ア
ブ
ナ
ー
は
「
メ
ッ
カ
の
誓
約
」
を
破
っ

て
バ
グ
ダ
ー
ド
に
帰
っ
た
。
す
で
に
マ
ー
ム
…
ン
と
と
も
に
マ
ル
ゥ
に
進
ん
で
い
た
一
部
の
ア
ブ
ナ
ー
は
そ
の
ま
ま
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
に
と
ど
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

り
、
マ
ー
ム
ー
ン
は
ア
ミ
ー
ソ
を
カ
リ
フ
と
し
て
認
め
、
ア
ミ
ー
ン
も
か
れ
を
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
と
し
て
認
め
た
。

　
こ
う
し
て
「
メ
ッ
カ
の
誓
約
」
は
実
現
さ
れ
た
か
に
見
え
た
が
、
ア
ブ
ナ
ー
と
王
侯
土
豪
の
強
硬
派
が
そ
れ
ぞ
れ
ア
ミ
ー
ン
と
マ
ー
ム
ー
ン

を
動
か
し
、
一
九
五
（
八
一
〇
）
年
両
者
は
内
乱
に
入
っ
た
。
前
者
の
指
導
者
は
ア
リ
ー
、
後
者
の
指
導
者
は
サ
ラ
フ
ス
ω
霞
ρ
喜
ω
の
王
族
で
、

バ
ル
マ
ク
家
の
勧
め
で
異
教
の
ま
ま
申
央
官
界
に
入
っ
た
フ
ァ
ド
ル
囑
㊤
色
げ
．
ω
欝
詫
び
・
N
耳
茸
無
㊤
同
罪
ぴ
と
ハ
サ
ン
の
兄
弟
で
、
タ
ー
ヒ

ル
が
父
の
反
対
を
お
し
て
こ
れ
に
積
極
的
に
応
じ
た
。
他
の
王
侯
土
豪
も
フ
ァ
ド
ル
に
説
得
さ
れ
て
、
か
れ
ら
の
「
お
い
」
マ
ー
ム
ー
ン
に
忠

誠
を
誓
っ
た
が
、
カ
ヌ
ー
ギ
ル
ド
の
土
豪
ヒ
シ
ャ
ー
ム
は
マ
！
ム
ー
ン
が
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
に
と
ど
ま
る
か
ぎ
り
は
ど
こ
ま
で
も
支
持
す
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

か
れ
が
バ
グ
ダ
ー
ド
に
帰
る
こ
と
を
生
命
に
か
け
て
阻
止
す
る
と
明
言
し
て
い
る
。

　
今
や
ラ
ー
フ
ィ
ー
も
戦
う
必
要
が
な
く
な
り
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
付
近
の
サ
ー
マ
ー
ン
Q
Q
画
8
蟄
の
土
豪
ア
サ
ド
》
ω
巴
σ
●
ω
餅
ヨ
帥
艮
げ
＆
鋒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
四
人
の
子
ヌ
ー
フ
累
醐
ザ
、
ア
フ
マ
ド
》
ザ
ヨ
ρ
α
、
ヤ
フ
ヤ
i
、
イ
ル
ヤ
ー
ス
H
ぐ
留
の
調
停
を
受
け
入
れ
て
マ
ー
ム
ー
ソ
と
和
し
た
。
反

乱
軍
の
多
く
が
マ
ー
ム
ー
ン
の
軍
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
ラ
ー
フ
ィ
ー
の
兄
弟
ナ
ス
ル
が
の
ち
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
で
シ
ュ
ル
タ
の
長
宮
に
任
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
フ
ァ
ド
ル
、
ハ
サ
ン
兄
弟
は
タ
ー
ヒ
ル
の
ブ
ー
シ
ャ
ン
グ
軍
を
主
力
と
す
る
兵
力
三
八
○
○
ま
た
は
四
千
の
遠
征
軍
を
西
方
に
派
遣
し
た
。
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タ
ー
ヒ
ル
は
ラ
イ
で
ア
リ
ー
指
揮
下
の
ア
ブ
ナ
ー
を
破
り
、
ハ
ル
サ
マ
の
援
軍
（
お
そ
ら
く
ア
ッ
バ
ー
ス
ィ
ー
ヤ
）
と
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も
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グ
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ー
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落
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ア
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。
u
く
曽
．
名
σ
押
寒
、
高
ぎ
、
唱
や
劇
鎌
－
卜
。
噂

⑱
磯
ρ
．
ρ
9
炉
⇔
ミ
玉
高
℃
℃
’
ω
O
①
為
’

⑲
↓
p
9
芦
愚
。
ミ
ニ
℃
℃
』
O
ω
？
メ

⑳
奪
ミ
ニ
ε
島
島
■

⑪
く
岱
．
名
ぴ
回
層
寒
ミ
§
び
℃
・
ω
O
。
。
岡
月
ρ
9
嵩
”
愚
．
ミ
こ
H
H
H
℃
篇
ω
O
心
．

84　（824）

三
　
マ
ー
ム
ー
ン
と
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
の
軍
に
入
っ
た
王
侯
土
藻

　
バ
グ
ダ
ー
ド
の
ア
ミ
ー
ン
対
し
て
送
ら
れ
た
タ
ー
ヒ
ル
（
表
3
の
一
）
遠
征
軍
に
は
ブ
ー
シ
ャ
ン
グ
軍
の
ほ
か
、
少
く
と
も
つ
ぎ
の
軍
が
参
加

し
て
い
た
。
ア
フ
マ
ド
ー
イ
ブ
ン
腱
ヒ
シ
ャ
ー
ム
の
カ
ヌ
ー
ギ
ル
ド
軍
・
マ
ー
ム
ー
二
一
の
バ
ー
ズ
ギ
ー
ス
軍
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
ブ
ハ
ー
ラ
三

軍
・
ダ
ー
ウ
ー
ド
翻
ス
ィ
ヤ
ー
フ
と
ミ
カ
イ
ル
の
ホ
ラ
ズ
ム
軍
・
ヤ
ブ
グ
の
ト
ル
コ
人
・
ヌ
ア
イ
ム
、
ア
ラ
ー
兄
弟
の
ト
ル
コ
人
・
そ
の
他
の

ト
ル
コ
人
。

　
ヒ
シ
ャ
ー
ム
の
子
ア
フ
マ
ド
（
表
3
の
5
）
が
タ
ー
ヒ
ル
の
シ
ュ
ル
タ
長
官
と
し
て
参
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
、
カ
ヌ
ー
ギ
ル
ド
軍
が
ブ

ー
シ
ャ
ン
グ
軍
に
つ
ぐ
兵
力
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ア
フ
マ
ド
は
隠
馬
添
で
、
数
の
上
で
優
勢
な
ア
リ
i
軍
と
真
正
面
か
ら
戦
お
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
た
タ
ー
ヒ
ル
に
強
く
反
対
し
、
マ
ー
ム
ー
ン
に
ア
ミ
ー
ン
と
の
和
を
強
く
勧
め
た
。
タ
ー
ヒ
ル
の
先
鋒
と
し
て
ラ
イ
に
派
遣
さ
れ
た
マ
ー
ム

ー
ニ
ー
掴
霧
欝
び
・
．
と
H
僧
∵
冨
9
、
ヨ
O
巳
（
表
3
の
1
0
）
は
そ
の
玉
眼
ω
ぴ
帥
の
と
お
り
、
　
マ
ー
ム
ー
ン
の
手
で
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
ら
し
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く
、
バ
ー
ズ
ギ
ー
ス
の
軍
を
率
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
か
れ
は
ラ
イ
の
戦
い
の
あ
と
ハ
ル
サ
マ
の
指
揮
下
に
入
り
、
ア
ミ
ー
ン
の
処
刑
に
も

　
　
　
②

反
対
し
た
。
ま
た
、
ブ
ハ
ー
ラ
i
王
の
子
ア
ッ
バ
ー
ス
．
》
び
び
四
ω
σ
・
じ
d
爵
げ
鍵
箇
閃
げ
呂
9
1
悼
（
表
3
の
8
）
が
率
い
る
ブ
ハ
ー
ラ
i
軍
は
ラ
イ
の
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
の
あ
と
ア
フ
ワ
ー
ズ
占
領
に
派
遣
さ
れ
、
ダ
ー
ウ
ー
ド
睡
ス
ィ
ヤ
ー
フ
U
帥
．
口
α
ω
帯
助
げ
（
表
3
の
1
1
）
と
ミ
カ
イ
ル
当
込
似
、
鵠
（
表
3
の
1
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
率
い
る
七
〇
〇
の
ホ
ラ
ズ
ム
の
兵
は
ラ
イ
で
敵
将
ア
リ
ー
を
殺
し
た
と
い
う
。
　
ヤ
ブ
グ
（
葉
護
く
害
σ
q
財
口
）
の
子
ハ
！
ル
ー
ン
国
母
口
ゆ
げ
。

　
　
　
　
　
⑤

挙
げ
σ
Q
げ
¢
≦
爵
げ
（
表
3
の
1
5
）
は
ク
タ
イ
バ
に
捕
え
ら
れ
て
ダ
マ
ス
ク
ス
に
送
ら
れ
た
東
ト
ハ
リ
ス
タ
ー
ソ
月
雪
尊
9
奪
轡
の
身
包
の
ヤ
ブ
グ

　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
一
族
な
の
か
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
に
有
力
に
な
っ
た
カ
ル
ル
ク
囚
げ
ρ
二
二
げ
（
葛
爵
禄
）
族
の
ヤ
ブ
グ
な
の
か
不
明
だ
が
、
そ
の
兵
は
当

然
ト
ル
コ
人
と
思
わ
れ
る
。
　
ヌ
ア
イ
ム
手
玉
、
㊤
団
日
げ
・
9
ゲ
≦
ρ
＆
工
臨
5
N
島
（
表
3
の
1
6
）
と
ア
ラ
ー
．
》
醸
、
の
兄
弟
も
ト
ル
コ
人
諺
ヰ
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
率
い
て
バ
グ
ダ
ー
ド
を
攻
撃
し
た
が
、
か
れ
ら
が
ア
ズ
ド
族
か
土
着
の
王
侯
土
豪
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
ラ
ー
フ
ィ
ー
の
乱
に
も
シ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

シ
ュ
王
が
加
担
し
、
ア
ト
ラ
ー
ク
を
率
い
て
ナ
サ
フ
署
ρ
ω
鋒
の
救
援
に
駆
け
つ
け
、
ア
リ
ー
側
の
軍
を
破
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
史
料
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

う
一
ヵ
所
登
場
す
る
遠
征
軍
の
ア
ト
ラ
ー
ク
が
ど
の
ト
ル
コ
人
か
不
明
で
あ
る
。

　
内
乱
に
勝
っ
た
マ
ー
ム
ー
ソ
は
兵
力
の
不
足
に
悩
ん
だ
。
ウ
カ
イ
ル
族
を
中
心
と
し
た
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
の
ア
ラ
ブ
は
ナ
ス
ル
属
ρ
鷲
び
・
G
。
7

㊤
σ
伊
費
の
指
揮
下
に
抵
抗
を
つ
づ
け
、
カ
イ
ス
ー
ム
囚
ゆ
《
。
。
劇
B
に
籠
城
し
た
。
タ
ー
ヒ
ル
は
バ
グ
ダ
ー
ド
を
マ
ル
ウ
か
ら
来
た
フ
ァ
ド
ル
の

弟
ハ
サ
ン
（
表
3
の
2
0
）
に
渡
し
、
ブ
ー
シ
ャ
ン
グ
軍
を
率
い
て
ナ
ス
ル
と
戦
い
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
に
転
任
後
は
子
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
が
軍
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

指
揮
権
を
継
承
し
た
。
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
！
は
一
〇
年
後
の
二
〇
九
（
八
二
四
）
年
よ
う
や
く
カ
イ
ス
ー
ム
を
陥
落
さ
せ
、
つ
い
で
同
じ
軍
を
率
い
て

エ
ジ
プ
ト
の
ア
ラ
ブ
軍
の
乱
を
平
定
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
愚
身
路
窪
α
錠
碧
ρ
を
占
領
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
既
シ
づ
仙
長
島
出
身
者
を
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

レ
タ
島
に
退
去
さ
せ
た
。

　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
は
、
バ
ッ
ズ
し
d
p
α
ゲ
α
げ
の
土
豪
、
ハ
ー
バ
ク
じ
σ
四
び
勲
吋
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ア
ッ
ラ
ー
ン
》
霞
9
の
土
豪
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

土
着
化
し
た
ア
ラ
ブ
の
族
長
と
結
ん
で
、
支
配
領
域
を
著
し
く
広
げ
て
い
た
。
ク
ー
フ
ァ
の
ア
ブ
ヅ
ー
サ
ラ
ー
ヤ
ー
の
乱
は
ハ
ル
サ
マ
と
マ
ー

ム
ー
ニ
ー
ら
に
抑
え
ら
れ
た
が
、
ハ
ル
ビ
ー
ヤ
を
中
心
と
し
た
ア
ブ
ナ
ー
が
ハ
サ
ソ
に
抵
抗
を
つ
づ
け
た
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
ァ
ド
ル
は
援
軍

85 （825）
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マームーンとムウタスィムの新軍団（余部）

表3 マームーソとムウタスィムの軍に入

1
9
口
3
4
ド
Dρ
◎
7
8
Q
》
0

　
　
　
　
1

1
2
3
丞
凸
5

1
1
1
1
1
ρ
0
7
8
9
（
U

1
1
1
1
2

1
2
Q
U
4

【
D

2
2
9
臼
2

2

ρ
◎
7
8
Q
ソ
n
U

2
2
り
臼
2
0
Q1
2
0
δ
4
F
D

3
0
σ
Q
u
3
Q
り
ρ
0
7
8
Q
り
A
U

6
D
n
δ
3
3
4

氏 名 i出身地
1

Tahir　b．　lrlusayn　b．　Mus‘ab

’Abdullah　b．算hir（1の子）

Isi）一aq　b．　lbrahlm　b．　Mus’ab

M晦ammad　b．　“Abdillah（2の子）

Ahmad　b，　Hisham　b．　Farrakhusraw

Bttshang

B漬shang

B通shang

BUshang

Kan亘gird

1

○
○
○

o

2

tAli　b．1｛ish瓢rn（5の兄弟）

Ahmad　b．　al－1〈halil　b．　HishEm

‘AbbcHts　b．　Bukharakhudat

Muhammad　b．　Khatlid　Bul〈haralchudatt

I－lasan　b．　‘Ali　al－iMa’mttni

○
○

KanUgird

I〈anagird

Bukhar乱

Bukh琶r銭

Badhghis

E

3

Da’Ud　Siyah

Asad　b．　Da’Ud　Siyah（11の子）

Mikざil

Shah　b．　M玉k翫1（13の子？）

Hartin　b．　Jabghuwayh

Nu‘aym　b．　al－Waddab　al－Azdi

H翫an　b．　Nu‘aym（16の子）

‘AIE’b．　al－Waqq恥（16の兄弟）

‘AII　b．　Abi　Sa‘id（Fadl　b，　Sah1のいとこ）

翠asan　b．　Sah1（Fadlの兄弟）

Ghassan　b．　‘Abbad　b．　Abi’1－Faraj

耳umayd　b．‘Abd　al一閃amid　b，　Rub’i

M晦ammad　b．恥mayd（22の子）
Abti　Sa‘id　iMuhammad　b．　Yttsuf　b．　‘Abd　al－RahrnEn　al－
Kabah
Da’Ud　b．　Banijttr

耳盃tim　b．　Da’Ud（25の子）

‘AbbEs　b．　Hashim　b．　Baniju－r

‘Ujayf　b．　‘Anbasa

Shu‘ayb　b．　‘　Ujayf（28の子）

al－Afshin　IJaydar　b．　KawUs

輩asan　b・翠aydar（30の子）

Fadl　b．　Kawns（3Gの兄弟）

R5shid　b．　K翫wUs（30の兄弟）

XVajin　al－U＄hrrtsanl

Khaqan　‘Urtttj　（Artug？）

‘Ubaydullah　b．　Yal）ya　b．　1〈hEqatn

MuzEhim　b．　Khiqan

1khshid　Juff　b．　Yaltegin　b．　FttrEn　b．　Fttri　b．　KhEqin

Tughj　b．　Juff（38の子）

＄itltegin

o

o
i〈hwarizm　I　O

Khwarizni　I
Khwarizm　I　O

Khwarizm　I
T・kha・i・伽 奄n

　　　　？

　　　　？

　　　　？

Saralchs　？

Sarakhs

o

Saral〈hs　？

騨s
zrQs

Marw

王く：hutta1

工（huttal

Khuttal

Ishtakhanj

Ishtakhanj

UshrUsana

o

E

o

UshrUsana

UshrUsana

Ushrttsana

Ushrrtsana

Artifg　？

Art琶9～

Art亘9～

Ferghana

Fergh5na

　　　　？

o

o
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1　・・没年

ol

B
B1266

B
B

○

む
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○
○

223　e

223　e

o

△
○

o

○
○

o

o

E
230

S

235e

○ ○ 248

○ ○ S

S

B
○ B 253

○ ○ B 254

○ 249

S 256

12．Afshin指揮下にアゼルバイジャンのBabakと戦った（220一一2）。

13．Mu‘ta§imのビザソツ遠征に参加した（223）。　eは処刑されたもの。

14．Tabarist5n王Mazyarと戦った（224）。
15．Bugha　al－Kabir指揮下にアラビア半島のアラブ遊牧民と戦った（230－2）。

16．アルメニア，グルジャの土豪，諸部族と戦った（219－38）．

17．アゼルノミイジャンのアラブの土豪Mゆalnmad　b．　al－Ba‘ithと戦った（234）。

18．Bugha　aレKab二rのビザソッ遠征に参加した（247）。

19．Mutawalclcilの暗殺に参加した（247）。

20．Wa頭のビザンツ遠征に参加した（248）。

21．シリアの耳im＄市斑の反乱と戦った（250）。

22．バグダード，サーマッラー両軍の251年の内乱で．バグダード：方はBサーマッラー方はS。

没年はヒジュラ歴による．eはカリフによる処刑。
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1
2
3
4
5

4
4
4
4
4
6
7
8
9
0

4
凸
4
4
4
p
O
1
2
3
4
5

F
O
5
F
D
5
F
O

氏 名

Tab瓢yaghfi　b．§U正tegin（40の子）

＄hEr－i　B蕊miy翫n　Hartha皿a

Mul）ammad　b．　Harthama（42の子）

Abu’1－Saj　Divdad　b．　Divdasht

Fadl　b，　Qarin（Mazyδrの兄弟）

‘Abbas　b．　Q巨rin（45の兄弟）

Marzban　b．　Ttirgish

Yifsnf　b．　MansUr　b．　Yttsuf　al－Barm

Tirek　（Nezak）

Mttsa　b．　Abi’1一‘AbbEs

Bitzbareh　（BfimEde）

Shah　b．　Sahl

Sindi　b．　Balchtashe

Muhammad　1〈ttteh

｛Amr　b．　Arbakha（？）　al－Farghani

出　身地

　　　　？

Bamiy義n
BEmiyan
Ushrasana

Tabaristan

Tabaristan

＄ughd

G瓶zgan

Badhghls

Sh蕊sh

　　　　？

（Khurasan）

　　　　？

　　　　？

Ferghana

1 2

E

3

トルコ人指揮官

ar 己Ashi聴s

b． MOsa　b．　Ashin翫s（aの子）
一

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
コ
　
　
リ
　
　
　
　
　
の
　
　
コ

C
d
e
f
g
h
i
ゴ
k

工tEkh　al一正（hazari

Bugha　al一正くab工r

MttsE　b．　Bugha　al－Kabir（dの子）

Aba　Na寧r　Mu塒mmad　b．　Bugh5（dの子）

耳absl通n　b．　Bugh翫（dの子）

Waslf　al－Turlci

Bugha　al－Sharab1　（al－5aghir）

Utamish　Kh碑Irl〈in（dのおい）

Bayikb瓢k

1〈hazar

Khazar　？

1〈hazar　？

Khazar　？

Khazar　？

1．195年の顎hir遠征軍に参加した。
2．！くグダLド陥落後，‘Uqayl族のNa＄r　b．　Shabath
　（199－2e9）．

3．K近faのAbu’1－SarEy5の乱と戦った（199－200）。
4．

指揮下のジャズィーラのアラブと戦った

内乱後，バグダードの耳arbiya軍団の反乱と戦った（201－3）。

5．減税を要求するQumm市民の反乱と戦った（210）。

ワ
　
　
コ
　
　
リ

6
7
n
◎

エジプbのアラブ軍の反乱と戦った（210）。

エジプトの農民の反乱と戦った（213－4）。

アゼルバイジャンのBEbakの乱と戦った（213－4）。

9．Ma’m亘nのビザンツ遠征に参加した（215－8）。

10．JibalのM瞬ammaraの乱と戦った（218）。
11．イラク南部の低湿地に住むインドからの移民Zuttと戦った（206－19）。
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と
し
て
、
革
命
柔
順
フ
タ
バ
遠
征
軍
に
加
わ
っ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ー
ハ
ミ
ー
ド
．
》
げ
α
巴
嵐
入
質
O
げ
．
四
二
げ
、
団
（
表
1
の
2
6
）
の
子
で
ト
ゥ
！
ス
の

土
豪
と
化
し
て
い
た
フ
マ
イ
ド
畑
伍
ヨ
帥
琶
（
表
3
の
2
2
）
の
兵
、
ヒ
シ
ャ
ー
ム
の
子
ア
リ
ー
、
｝
財
げ
．
匹
路
鋤
B
（
表
3
の
6
）
指
揮
下
の
カ
ヌ
ー

ギ
ル
ド
の
兵
、
史
料
で
フ
ァ
ド
ル
の
母
方
の
い
と
こ
と
さ
れ
る
ア
リ
i
．
b
㍍
び
．
｝
寓
ω
p
．
鼠
（
表
3
の
1
9
）
指
揮
下
の
サ
ラ
フ
ス
の
兵
を
ホ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

i
サ
ー
ン
か
ら
派
遣
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
フ
ァ
ド
ル
が
内
乱
後
も
王
侯
土
豪
を
説
得
し
て
イ
ラ
ク
に
派
遣
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
マ
ー
ム
ー
ン
は
バ
グ
ダ
ー
ド
帰
還
後
、

こ
の
政
策
を
さ
ら
に
拡
大
し
た
。

　
バ
ラ
ー
ズ
リ
ー
は
こ
の
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。

　
　
マ
ー
ム
…
ン
は
カ
リ
フ
に
な
る
と
、
背
い
て
い
た
ソ
グ
ド
、
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
、
ウ
シ
ュ
ル
ー
サ
ナ
の
住
民
に
戦
い
を
挑
み
、
か
れ
ら
が
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
に

　
屠
る
間
も
そ
の
後
も
、
か
れ
ら
を
攻
撃
し
つ
づ
け
た
。
か
れ
ら
に
騎
兵
を
派
遣
し
た
と
き
は
、
手
紙
を
送
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
て
か
れ
の
臣
民
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
な
る
よ
う
に
誘
い
、
そ
う
望
む
よ
う
に
し
む
け
た
。

　
　
マ
ー
ム
ー
ソ
は
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
総
督
に
手
紙
を
送
り
、
ま
だ
か
れ
に
従
わ
ず
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
て
い
な
い
マ
ー
罰
ワ
ラ
ー
ア
ソ
ー
ー
ナ
フ
ル
の
人
々
を

　
攻
撃
さ
せ
た
。
か
れ
は
使
節
を
派
遣
し
て
、
希
望
着
に
デ
ィ
ー
ワ
ー
ソ
か
ら
給
与
を
支
給
し
た
。
か
れ
は
こ
の
地
域
の
人
々
や
か
れ
ら
の
王
侯
の
好
意
を
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
め
、
特
典
を
与
え
て
か
れ
ら
の
歓
心
を
ひ
こ
う
と
し
た
。
か
れ
ら
が
か
れ
の
門
を
た
た
く
と
、
か
れ
は
か
れ
ら
を
丁
垂
に
迎
え
、
祝
福
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
政
府
軍
加
入
の
よ
う
す
が
史
料
で
確
認
で
き
る
の
は
ウ
シ
ュ
ル
ー
サ
ナ
王
ア
フ
シ
ー
ソ
》
詳
訂
口
掴
ゆ
琶
母
（
蓑
3
の
3
0
）
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

で
あ
る
。
か
れ
の
祖
父
ハ
ー
ラ
ー
フ
レ
囚
び
貯
路
ぽ
①
は
バ
ル
マ
ク
家
の
フ
ァ
ド
ル
に
恭
順
の
意
を
示
し
た
こ
と
が
あ
り
、
父
カ
ゥ
ス
瀬
餌
毒
口
ω

は
マ
ル
ウ
に
い
た
マ
ー
ム
ー
ン
に
貢
納
を
約
束
し
た
。
か
れ
は
兄
弟
フ
ァ
ド
ル
（
蓑
3
の
3
2
）
に
王
位
継
承
権
を
奪
わ
れ
た
た
め
、
一
足
早
く
イ

ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
て
バ
グ
ダ
ー
ド
に
移
り
、
マ
ー
ム
ー
ソ
に
ウ
シ
ュ
ル
ー
サ
ナ
攻
撃
を
勧
め
た
。
マ
ー
ム
ー
ソ
は
二
〇
七
（
八
二
二
）
年
マ
ル

ゥ
に
い
た
と
き
か
ら
官
僚
と
し
て
仕
え
て
い
た
ア
ブ
ナ
ー
の
指
揮
官
ア
フ
マ
ド
諺
ザ
B
g
q
び
・
》
σ
剛
鴇
げ
9
1
ま
（
ア
ブ
ー
怪
ハ
ー
リ
ド
の
子
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

軍
と
と
も
に
派
遣
し
、
カ
ウ
ス
と
フ
ァ
ド
ル
を
屈
伏
さ
せ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
さ
せ
て
バ
グ
ダ
ー
ド
に
移
し
た
。
ま
も
な
く
王
位
に
就
い
た

90　（830）



マームーンとムウタスィムの新軍団（余部）

ア
フ
シ
ー
ン
は
ウ
シ
ュ
ル
ー
サ
ナ
軍
を
率
い
て
政
府
軍
に
入
り
、
　
マ
ー
ム
ー
ン
の
弟
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
㊤
や
冨
缶
．
盛
手
昌
の
配
下
に
お
か
れ
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
管
轄
地
域
内
の
バ
ル
カ
b
ご
ρ
お
ρ
に
駐
留
し
、
一
一
一
七
（
八
ゴ
三
）
年
に
は
エ
ジ
プ
ト
農
民
の
乱
を
平
定
し
た
。

　
ワ
フ
シ
ュ
芝
欝
訂
げ
と
フ
ッ
タ
ル
の
王
バ
ー
ニ
ジ
ュ
ー
ル
b
σ
鍵
ご
冒
の
子
ダ
ー
ウ
ー
ド
U
輿
蓉
（
表
3
の
2
5
）
は
二
〇
六
年
バ
ス
ラ
総
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
任
命
さ
れ
、
イ
ン
ド
方
面
か
ら
イ
ラ
ク
南
部
の
湿
地
帯
に
移
住
し
て
き
た
ら
し
い
ズ
ッ
ト
N
¢
＃
（
ジ
プ
シ
ー
の
先
祖
か
）
と
戦
い
、
孫
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ッ
バ
ー
ス
．
諺
9
器
び
・
出
留
ぼ
日
び
・
切
帥
臨
㎞
貯
（
表
3
の
2
7
）
は
二
＝
年
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
に
従
っ
て
エ
ジ
プ
ト
代
官
と
し
て
残
さ
れ
た
。
ま

た
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
付
近
の
イ
シ
ュ
タ
ー
ハ
ソ
ジ
の
王
ウ
ジ
ャ
イ
フ
（
表
3
の
2
8
）
は
一
二
，
○
年
カ
ヌ
ー
ギ
ル
ド
の
ア
リ
ー
と
と
も
に
減
税
を
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

求
す
る
ク
ム
ρ
蝿
8
導
市
民
の
乱
を
討
っ
た
。
か
れ
ら
は
ア
フ
シ
ー
ン
よ
り
少
し
先
に
政
府
軍
に
入
っ
た
ら
し
い
。

　
ヤ
ア
ク
ー
ビ
ー
の
『
諸
国
誌
』
に
は
バ
グ
ダ
ー
ド
建
設
時
に
お
け
る
カ
テ
ィ
ー
ア
の
配
分
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
突
然
こ

の
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
記
事
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ハ
ル
ビ
ー
や
区
は
ま
す
ま
す
発
展
し
、
バ
ル
ブ
、
マ
ル
ゥ
、
フ
ッ

タ
ル
、
ブ
ハ
ー
ラ
ー
、
イ
ス
フ
ィ
ー
ジ
ャ
ー
ブ
H
。
。
h
二
歳
び
、
イ
シ
ュ
タ
ー
ハ
ン
ジ
、
カ
ー
ブ
ル
閤
9
1
σ
巳
、
ホ
ラ
ズ
ム
の
兵
は
各
々
指
揮
官
ρ
9
1
、
置

と
指
揮
者
鑓
、
討
が
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
兵
の
多
く
は
マ
ー
ム
ー
ソ
の
新
兵
だ
ろ
う
。

　
マ
ー
ム
ー
ン
は
二
＝
篇
（
八
二
八
）
年
子
ア
ッ
パ
ー
ス
．
》
げ
び
器
を
ジ
ャ
ズ
ィ
！
う
と
辺
境
日
立
σ
q
び
冒
甫
勲
．
跨
≦
工
高
の
総
督
に
任
命
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

鵡
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
を
シ
リ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
の
総
督
と
し
て
、
ア
フ
シ
ー
ン
ら
を
そ
の
指
揮
下
に
お
い
た
。
か
れ
自
身
子
ア
ッ
バ
ー
ス
と
と
も
に

ウ
ジ
ャ
イ
フ
の
イ
シ
ュ
タ
ー
ハ
ソ
ジ
軍
、
ヒ
シ
ャ
ー
ム
の
子
ア
フ
マ
ド
の
カ
ヌ
ー
ギ
ル
ド
軍
そ
の
他
を
率
い
て
、
一
二
五
年
か
ら
毎
年
ダ
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ク
ス
を
基
地
に
ビ
ザ
ン
ツ
遠
征
に
乗
り
出
し
た
。

　
一
方
、
バ
ー
バ
ク
に
対
し
て
は
ト
ゥ
ー
ス
の
ア
ラ
ブ
土
豪
フ
マ
イ
ド
の
子
ム
ハ
ン
マ
ド
鼠
忌
ρ
手
工
9
Ω
げ
●
畑
蝿
B
9
愚
（
表
3
の
2
3
）
が
集
め

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

た
軍
が
敗
退
し
た
あ
と
、
二
一
四
年
タ
ー
ヒ
ル
の
子
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
を
ジ
バ
ー
ル
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
総
督
に
任
命
し
、
ブ
ー
シ
ャ
ン
グ

軍
を
バ
ー
バ
ク
と
の
戦
争
に
用
い
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
が
死
ん
だ
の
で
、
そ
の
兄
弟
に
あ
た
る
ア
ブ
ド
ゥ

ラ
ー
を
急
き
ょ
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
に
転
任
さ
せ
、
か
わ
り
に
ヒ
シ
ャ
ー
ム
の
子
ア
リ
ー
（
表
3
の
6
）
を
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
総
督
に
任
命
し
91 （831）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
か
れ
の
カ
ヌ
ー
ギ
ル
ド
軍
を
バ
ー
バ
ク
戦
に
充
て
た
。
と
こ
ろ
が
、
ア
リ
ー
は
二
一
六
年
突
然
陰
謀
の
罪
を
問
わ
れ
、
ビ
ザ
ン
ツ
遠
征
途
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
マ
ー
ム
ー
ン
の
ア
ダ
ナ
〉
α
富
津
の
軍
営
に
連
行
さ
れ
、
お
い
の
ア
フ
マ
ド
》
ザ
目
零
σ
層
ρ
や
囚
げ
ρ
巨
の
手
で
処
刑
さ
れ
た
。
王
侯
土
豪

は
政
府
軍
に
入
っ
て
も
、
た
が
い
に
功
を
競
っ
て
お
り
、
ア
リ
ー
は
お
そ
ら
く
バ
ー
バ
ク
と
結
ん
で
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
自
治
国
を
建
て
よ

う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
ブ
ー
シ
ャ
ン
グ
軍
は
タ
ー
ヒ
ル
の
い
と
こ
に
あ
た
る
シ
ュ
ル
タ
の
長
官
イ
ス
ハ
ー
ク
冨
冨
ゆ
σ
・
H
び
黒
蓋
ヨ
び
・
冒
葛
、
ゆ
び
の
指
揮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

下
に
バ
グ
ダ
ー
ド
に
と
ど
ま
り
、
マ
ー
ム
ー
ソ
の
ビ
ザ
ソ
ツ
遠
征
中
イ
ラ
ク
と
イ
ラ
ン
西
部
の
治
安
を
任
さ
れ
た
。
か
れ
が
二
三
六
（
八
五
一
）

年
に
死
ぬ
と
、
ブ
ー
シ
ャ
ソ
グ
軍
は
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
か
ら
移
っ
て
き
た
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
の
子
ム
ハ
ン
マ
ド
の
指
揮
下
に
お
か
れ
、
バ
グ
ダ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
駐
留
し
て
ひ
き
つ
づ
き
イ
ラ
ク
の
治
安
を
担
当
し
た
。
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
の
主
張
ど
お
り
、
か
れ
ら
は
中
央
ア
ジ
ア
の
王
侯
の
兵
を
意
味
す
る

チ
ャ
ー
カ
ル
。
愚
挙
舞
か
ら
シ
ャ
ー
キ
リ
ー
ヤ
ω
鼠
賦
践
図
p
と
よ
ぼ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
の
同
名
の
軍
と
は
関
係
な
い
。

　
一
二
八
（
八
三
三
）
年
マ
ー
ム
ー
ン
が
ビ
ザ
ン
ツ
遠
征
途
上
タ
ル
ス
ー
ス
月
㌶
ω
口
ω
で
死
ぬ
と
、
子
ア
ッ
パ
！
ス
を
お
い
て
、
ア
フ
シ
ー
ン
の

上
官
に
あ
た
る
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
を
後
継
者
に
指
名
し
た
。
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
は
た
だ
ち
に
ビ
ザ
ン
ツ
遠
征
を
中
止
し
て
バ
グ
ダ
ー
ド
に
帰
り
、
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

バ
ー
ル
農
民
の
ム
ハ
ン
マ
ラ
冨
昌
9
B
日
ρ
鎚
と
よ
ば
れ
る
人
々
の
乱
に
は
イ
ス
三
冠
ク
の
ブ
ー
シ
ャ
ン
グ
軍
、
イ
ラ
ク
南
部
湿
地
帯
の
ズ
ッ

ト
に
は
ウ
ジ
ャ
イ
フ
の
イ
シ
ュ
タ
ー
ハ
ン
ジ
軍
と
ヌ
ア
イ
ム
の
子
ハ
ー
ル
ー
ン
崔
曾
冒
び
’
匿
β
、
錯
ヨ
（
表
3
の
1
7
）
指
揮
下
の
ト
ル
コ
人
を
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

遣
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
反
抗
に
対
し
て
は
マ
ー
ム
ー
ン
の
末
期
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
マ
ー
ム
ー
ニ
ー
の
バ
ー
ズ
ギ
ー
ス
軍
を
と
ど
め
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

他
の
新
軍
団
の
大
半
（
表
3
参
照
）
を
ア
フ
シ
ー
ン
の
指
揮
下
に
お
い
て
バ
ー
バ
ク
を
一
気
に
滅
し
た
。
こ
の
戦
い
へ
の
参
加
が
確
認
さ
れ
る
の

は
、
タ
ー
フ
パ
ー
二
！
ヤ
譲
口
げ
び
9
望
ゆ
（
山
の
民
）
と
よ
ば
れ
る
ア
フ
シ
ー
ン
と
フ
ァ
ド
ル
兄
弟
の
ウ
シ
ュ
ル
！
サ
ナ
軍
、
ア
ブ
ッ
湘
サ
ー

ジ
ュ
諺
げ
甦
．
賢
Q
Q
画
」
U
同
く
α
帥
山
び
．
O
H
く
創
㊤
ω
け
伴
の
も
う
一
つ
の
ウ
シ
ュ
ル
ー
サ
ナ
軍
、
ア
フ
マ
ド
》
ザ
B
ρ
傷
び
．
㊤
賢
囚
げ
騨
巨
の
カ
ヌ
ー
ギ
ル
ド

軍
、
ブ
一
己
ラ
ー
フ
ダ
ー
ト
の
ブ
ハ
ー
ラ
ー
軍
、
ダ
ー
ウ
ー
ド
”
ス
ィ
ヤ
ー
フ
の
ホ
ラ
ズ
ム
軍
、
　
ハ
サ
ン
の
シ
ュ
ル
タ
長
官
と
フ
ァ
ド
ル
（
8
1

頁
参
照
）
の
一
族
の
兄
弟
の
一
人
㊤
ザ
ρ
α
鉱
虚
吋
募
宅
曙
昌
ゆ
¢
轟
げ
㊤
巴
的
勲
昼
げ
・
o
D
餌
巨
に
率
い
ら
れ
た
サ
ラ
フ
ス
軍
、
フ
マ
イ
ド
の
将
で
あ
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つ
た
ア
ブ
ー
“
サ
イ
ー
ド
匪
σ
劇
ω
ρ
．
置
鼠
¢
ザ
帥
8
ヨ
ρ
α
び
．
＜
劇
ω
自
㊤
7
二
戸
σ
ρ
廿
（
表
3
の
2
4
）
指
揮
下
の
フ
マ
イ
ド
軍
、
ジ
バ
ー
ル
の
カ
ラ
ジ

囚
碧
ρ
噺
の
ア
ラ
ブ
の
イ
ジ
ュ
ル
、
H
馳
族
の
土
豪
ア
ブ
～
皿
ド
ゥ
ラ
フ
》
び
口
U
巳
既
β
留
巨
び
・
、
H
路
の
軍
、
そ
れ
に
、
後
述
す
る
大
ブ
か

しd

X
σ
q
げ
自
身
－
囚
㊤
σ
冒
指
揮
下
の
ト
ル
コ
人
と
バ
シ
ー
ル
し
ウ
霧
寓
増
置
肖
学
風
指
揮
下
の
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
人
（
フ
ァ
ラ
ー
ギ
ナ
萄
鎚
9
1
α
q
ぼ
轟
）
な

ど
で
あ
り
、
ア
ブ
ナ
ー
と
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
軍
、
志
願
兵
も
参
加
し
た
。

　
バ
ー
バ
ク
戦
争
の
間
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
日
照
①
○
も
げ
出
¢
。
。
が
辺
境
の
ズ
ィ
パ
ト
ラ
N
誉
㊤
賞
ρ
、
マ
ラ
テ
ィ
や
ま
巴
ρ
曽
団
騨
に
侵

入
し
た
の
に
対
し
、
バ
ー
バ
ク
の
滅
亡
後
た
だ
ち
に
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
は
ア
フ
シ
ー
ン
、
ア
シ
ナ
ー
ス
》
。
・
ぼ
鼠
。
。
の
二
人
を
主
将
と
し
て
、
新

軍
団
の
大
半
を
自
ら
率
い
て
ビ
ザ
ン
ツ
を
攻
め
、
ア
ン
カ
ラ
＞
8
饗
ゆ
、
ア
モ
リ
ゥ
ム
諺
旨
9
貯
B
を
陥
落
さ
せ
た
（
二
二
三
〔
八
三
八
〕
年
）
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
遠
征
か
ら
の
帰
途
、
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
、
ア
フ
シ
ー
ソ
、
ア
シ
ナ
ー
ス
の
三
人
を
暗
殺
し
て
ア
ッ
バ
ー
ス
を
カ
リ
フ
に
擁
立
す

る
陰
謀
が
発
覚
し
、
そ
れ
に
参
画
し
た
ウ
ジ
ャ
イ
フ
、
　
ハ
リ
ー
ル
の
子
ア
フ
マ
ド
、
そ
れ
に
後
述
す
る
ア
ム
ル
．
》
露
巴
巴
－
男
胃
α
Q
野
趣
ら
は

　
　
　
　
⑭

処
刑
さ
れ
た
。

　
凱
旋
直
後
、
ア
フ
シ
ー
ソ
は
宝
石
を
ち
り
ば
め
ら
れ
た
黄
金
の
王
冠
銭
ど
叢
叢
と
二
重
ベ
ル
ト
≦
霧
げ
ω
冨
冨
蜜
郎
を
授
け
ら
れ
た
が
、
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄

職
は
ス
ィ
ン
ド
Q
。
ぎ
α
総
督
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
。
か
れ
は
タ
ー
ヒ
ル
家
を
駆
逐
し
て
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
総
督
の
地
位
を
ね
ら
い
、
タ
ー
ヒ
ル
家

の
管
轄
下
に
あ
る
タ
バ
リ
ス
タ
ー
ソ
月
ρ
げ
霞
蓉
9
の
王
マ
ー
ズ
ヤ
ー
ル
鼠
似
N
団
鍵
び
曾
の
鍵
蝕
と
結
ん
で
、
か
れ
を
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
に
反
抗

さ
せ
た
。
マ
ー
ズ
ヤ
ー
ル
は
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
タ
ー
ヒ
ル
家
の
軍
と
イ
ラ
ク
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ア
ブ
ッ
朦
サ
ー
ジ
ュ
の
軍
に
よ

っ
て
捕
え
ら
れ
た
。
ア
フ
シ
ー
ン
の
陰
謀
は
言
下
の
指
揮
官
ワ
ー
ジ
ン
父
子
口
巴
と
。
・
訂
ロ
鶏
姦
に
よ
っ
て
カ
リ
フ
の
ハ
ー
ジ
ブ
冨
鴇
び
（
侍

従
）
イ
ー
タ
ー
フ
緊
巴
臼
に
密
告
さ
れ
、
か
れ
の
裁
判
で
マ
ー
ズ
ヤ
ー
ル
自
身
が
か
れ
と
の
通
牒
を
証
言
し
た
た
め
、
か
れ
は
有
罪
が
確
定

し
、
処
刑
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
一
方
で
は
、
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
は
母
が
ソ
グ
ド
人
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
ソ
グ
ド
の
王
候
の
娘
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
東
方
と
関
係
が
深
く
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ら
に
王
侯
土
豪
の
政
府
軍
加
入
を
勧
め
、
東
方
で
兵
を
募
集
し
た
。
バ
ラ
ー
ズ
リ
ー
は
そ
れ
を
こ
う
述
べ
て
い
る
。
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ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
は
カ
リ
フ
に
な
る
と
マ
…
ム
ー
ン
の
政
策
を
継
承
し
た
結
果
、
か
れ
の
軍
の
大
半
が
マ
ー
1
ー
ワ
ラ
ー
ア
ソ
駐
ナ
フ
ル
、
す
な
わ
ち
ソ
グ
ド
、

　
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
、
ウ
シ
ュ
ル
ー
サ
ナ
、
シ
ャ
ー
シ
ュ
、
そ
の
他
の
地
方
の
出
身
者
に
な
っ
た
。
か
れ
ら
の
王
は
か
れ
の
も
と
を
訪
れ
た
。

　
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
は
王
侯
土
豪
や
東
方
の
人
々
が
政
府
軍
に
入
り
や
す
い
よ
う
に
、
か
れ
ら
と
甫
民
や
ア
ブ
ナ
ー
と
の
殺
し
あ
い
が
起
き
て
い

た
バ
グ
ダ
ー
ド
を
離
れ
、
二
二
一
（
八
三
六
）
年
テ
ィ
グ
リ
ス
川
上
流
の
サ
ー
マ
ッ
ラ
！
ω
鋤
8
9
斗
出
に
新
都
を
築
い
て
、
新
軍
団
や
官
僚
に
カ

　
　
　
　
　
　
　
⑫

テ
ィ
ー
ア
を
与
え
た
。
バ
グ
ダ
1
ド
に
は
す
で
に
述
べ
た
イ
ス
ハ
ー
ク
指
揮
下
の
ブ
！
シ
ャ
ン
グ
軍
が
残
さ
れ
た
。

　
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
の
求
め
に
応
じ
て
政
府
軍
に
入
り
、
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
に
移
っ
た
（
あ
る
い
は
強
制
連
行
さ
れ
た
）
王
侯
土
豪
で
確
認
で
き
る

も
の
を
列
挙
す
る
。

　
ハ
ー
カ
ー
ン
雁
ア
ル
ト
ゥ
ー
グ
深
げ
魑
ρ
9
．
q
詳
凶
」
（
≧
葛
σ
Q
）
（
表
3
の
3
5
）
。
か
れ
は
の
ち
に
カ
ラ
ハ
ソ
ρ
㊤
下
山
犀
9
朝
の
祖
サ
ト
ゥ
ク
罰

ブ
グ
ラ
期
↑
ン
ぎ
ρ
曽
σ
・
匿
謬
働
慕
埋
葬
さ
れ
た
カ
シ
・
ガ
ル
の
近
あ
ア
ル
ト
・
ー
グ
の
王
か
も
知
れ
な
恥
こ
の
地
方
が
ア

ラ
ブ
と
接
触
し
て
い
た
こ
と
は
、
マ
ン
ス
ー
ル
の
治
世
末
期
タ
ラ
ス
代
官
ラ
イ
ス
ピ
曙
夢
が
ブ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
を
攻
め
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
王
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

貢
納
さ
せ
た
こ
と
で
わ
か
る
。
　
マ
フ
デ
ィ
ー
の
と
き
に
も
サ
ー
マ
ー
ン
家
の
ア
フ
マ
ド
諺
ザ
ヨ
9
α
び
．
》
ω
巴
び
．
ω
帥
量
習
が
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
攻
め
、
王
都
力
ー
サ
ー
ン
機
画
ω
習
に
至
っ
た
。
即
言
カ
ー
ン
が
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
に
歓
迎
さ
れ
、
そ
の
有
力
な
支
持
者
に
な
っ
た
こ
と
は
、

か
れ
が
カ
リ
フ
の
た
め
に
サ
ー
マ
ッ
ラ
i
中
心
部
に
壮
大
な
ジ
ャ
ウ
サ
ク
富
山
＄
ρ
巴
－
囚
鼠
留
鼠
宮
殿
を
建
て
、
そ
の
付
近
に
か
れ
と
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
兵
の
た
め
に
広
大
な
カ
テ
ィ
ー
ア
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
わ
か
る
。
か
れ
の
子
フ
ァ
ト
フ
岡
霧
廿
は
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
の
子
ム
タ
ワ
ッ
キ
ル

巴
－
鋸
鐸
富
宮
ρ
園
匠
｝
の
親
友
と
な
り
、
別
な
子
ヤ
フ
ヤ
ー
、
ヤ
フ
ヤ
ー
の
子
ウ
バ
イ
ド
ゥ
ラ
ー
、
d
げ
曙
α
巳
蘇
げ
σ
聖
く
餌
壷
四
は
官
僚
と
し
て
ム

タ
ワ
ッ
キ
ル
に
重
用
さ
れ
た
。

　
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
王
イ
フ
シ
ー
ド
謄
ジ
ュ
ッ
フ
H
騨
げ
ω
け
鼠
甘
角
び
・
く
巴
富
σ
q
ぢ
び
・
男
口
H
帥
コ
げ
．
閏
q
昌
σ
．
閑
げ
魑
ρ
鋤
昌
（
衷
3
の
3
8
）
。
か
れ
は
勇

敢
な
戦
士
で
、
多
く
の
貴
族
と
と
も
に
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
の
求
め
に
応
じ
て
サ
ー
司
、
ッ
ラ
ー
に
移
り
、
大
歓
迎
を
受
け
て
カ
テ
ィ
ー
ア
を
与
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
、
二
四
七
（
八
六
一
）
年
に
死
ん
だ
。
か
れ
の
子
ト
ゥ
グ
ジ
ュ
月
鐸
σ
p
ど
は
シ
リ
ア
に
移
っ
て
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
月
巳
q
⇔
朝
に
仕
え
、
孫
ム
ハ
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マ
ン
ド
は
エ
ジ
プ
ト
に
イ
フ
シ
ー
ド
朝
を
開
く
。

　
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
の
ア
ム
ル
．
諺
き
円
び
・
諺
吾
㊤
匪
四
巴
－
剛
錠
σ
q
げ
9
矧
（
表
3
の
5
5
）
。
か
れ
が
フ
ァ
ラ
ー
ギ
ナ
と
よ
ぼ
れ
る
兵
の
重
要
な
部
分
の

指
揮
官
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
の
王
侯
か
貴
族
で
あ
る
こ
と
は
ウ
ジ
ャ
イ
フ
や
ア
フ
マ
ド
と
対
等
に
交
際
し
て
い
る
こ
と
で

　
　
㊥

わ
か
る
。

　
ス
ー
ル
テ
ギ
ン
0
豪
富
σ
q
ぢ
（
表
3
の
4
0
）
。
ど
こ
の
王
か
不
明
。
か
れ
は
二
二
一
（
八
三
六
）
年
多
く
の
部
下
と
と
も
に
鎖
に
つ
な
が
れ
て
サ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

マ
ッ
ラ
ー
に
強
制
連
行
さ
れ
た
が
、
ま
も
な
く
ダ
マ
ス
ク
ス
総
督
に
任
命
さ
れ
、
代
官
を
派
遣
し
た
。
か
れ
の
子
タ
バ
ヤ
グ
。
6
慶
び
碧
山
σ
奄
菖
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

二
五
六
（
八
七
〇
）
年
カ
リ
フ
、
ム
フ
タ
デ
ィ
ー
㊤
7
冒
9
富
a
の
命
で
、
給
料
の
支
払
い
を
要
求
し
て
暴
動
を
お
こ
し
た
ト
ル
コ
人
と
戦
っ
た
。

　
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
王
ω
げ
鍵
占
切
餌
ヨ
ぐ
餅
昌
ハ
ル
サ
マ
鵠
㊤
詳
び
㊤
ヨ
9
。
（
表
3
の
4
2
）
。
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
王
は
早
く
マ
ン
ス
ー
ル
の
と
き
に
イ
ス
ラ
ー

ム
に
改
宗
し
、
そ
の
娘
と
か
れ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
導
士
と
の
問
に
生
れ
た
ハ
サ
ソ
は
バ
ル
マ
ク
家
の
フ
ァ
ド
ル
に
協
力
し
て
カ
ー
ブ
ル
国
飼
び
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

地
方
の
征
服
に
功
を
あ
げ
、
王
位
を
与
え
ら
れ
た
。
ハ
サ
ン
と
の
血
縁
関
係
は
不
明
だ
が
、
ハ
ル
サ
マ
は
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
に
移
り
、
ト
ル
コ
人

の
イ
ー
タ
ー
フ
の
指
揮
下
に
配
属
さ
れ
、
二
二
九
（
八
四
四
）
年
ヤ
マ
ン
鴫
騨
琶
き
に
か
れ
の
代
官
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
二
三
三
（
八
四
八
）
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
前
宰
相
イ
ブ
ヌ
ッ
四
ザ
イ
ヤ
ー
ト
團
σ
昌
曽
乍
N
曙
団
鋒
の
財
産
を
差
し
押
え
る
た
め
に
そ
の
邸
に
派
遣
さ
れ
た
。
二
五
一
年
の
サ
ー
マ
ヅ
ラ

ー
軍
の
バ
グ
ダ
ー
ド
包
囲
で
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
に
残
留
し
た
軍
の
指
揮
官
ス
ィ
ー
マ
ー
ω
冒
色
男
あ
財
鍵
び
四
き
貯
鋤
巳
は
そ
の
ニ
ス
バ
か
ら
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

バ
ー
ミ
ヤ
ー
ソ
王
の
指
揮
官
ら
し
い
。

　
ウ
シ
ュ
ル
ー
サ
ナ
の
王
族
ア
ブ
ッ
腱
サ
ー
ジ
ュ
（
表
3
の
4
4
）
。
か
れ
は
一
族
の
ア
フ
シ
ー
ン
に
つ
い
で
政
府
軍
に
入
っ
た
ら
し
い
。
か
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

二
四
二
（
八
五
六
）
年
以
後
メ
ッ
カ
へ
の
巡
礼
路
の
警
備
を
任
さ
れ
、
二
五
一
年
内
乱
の
後
も
各
地
の
総
督
に
な
り
、
子
ム
ハ
ソ
マ
ド
は
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
に
自
治
国
を
建
て
、
ア
フ
シ
ー
ソ
と
い
う
ウ
シ
ュ
ル
！
サ
ナ
王
の
称
号
を
と
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
タ
パ
リ
ス
タ
ー
ソ
王
マ
ー
ズ
ヤ
ー
ル
の
兄
弟
フ
ァ
ド
ル
（
表
3
の
4
5
）
。
　
か
れ
は
二
四
六
年
ビ
ザ
ソ
ツ
遠
征
で
活
躍
し
、
二
四
八
年
ヒ
ム
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

槌
白
。
市
民
の
乱
を
討
っ
て
総
督
と
な
り
、
二
五
〇
年
市
民
の
反
乱
で
殺
さ
れ
た
。
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ソ
グ
ド
の
王
の
一
人
、
マ
ル
ズ
パ
ー
ン
9
山
寺
錠
N
げ
9
ぴ
・
日
母
σ
q
置
げ
（
表
3
の
4
7
）
。
か
れ
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
あ
る
郊
外
の
地
区
霊
。
。
萄
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

の
王
で
、
ソ
グ
ド
の
多
く
の
デ
ィ
フ
カ
ー
ン
と
と
も
に
イ
ラ
ク
に
招
か
れ
、
ア
フ
シ
ー
ン
の
裁
判
で
か
れ
に
不
利
な
証
言
を
し
た
。
か
れ
は
名

か
ら
み
て
チ
ュ
ル
ギ
シ
ュ
8
貯
σ
q
訪
び
族
か
も
知
れ
な
い
。

　
グ
ー
ズ
ガ
ー
ン
の
土
豪
ユ
ー
ス
フ
く
口
ω
珪
σ
●
駕
ρ
雲
母
び
．
く
口
ω
鼠
ρ
憎
じ
σ
錠
ヨ
（
表
3
の
4
8
）
。
前
述
し
た
よ
う
に
祖
父
は
マ
フ
デ
ィ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
き
に
反
乱
を
お
こ
し
、
父
は
マ
ー
ム
ー
ン
の
バ
グ
ダ
ー
ド
帰
還
に
抗
議
し
て
反
乱
を
お
こ
し
た
。

　
バ
ー
ズ
ギ
ー
ス
王
テ
ィ
レ
ク
漂
お
閃
（
影
伽
N
巴
（
）
（
表
3
の
4
9
）
。
か
れ
は
二
六
九
（
八
八
二
）
年
カ
リ
フ
・
ム
ウ
タ
ミ
ド
㊤
7
鼠
q
、
空
券
筐
が
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

i
マ
ッ
ラ
ー
か
ら
脱
出
し
て
エ
ジ
プ
ト
総
督
ア
フ
マ
ド
諺
＃
誓
詞
α
σ
・
。
6
巳
自
に
頼
ろ
う
と
し
た
と
き
、
カ
リ
フ
に
随
行
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
シ
ャ
ー
シ
ュ
の
ム
ー
サ
i
寓
留
鋤
ぴ
・
跨
ぼ
、
7
．
諺
び
σ
9
1
ω
（
表
3
の
5
0
）
。
か
れ
は
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
の
と
き
エ
ジ
プ
ト
総
督
に
な
っ
た
。

　
そ
の
他
、
出
自
不
明
の
王
侯
土
豪
は
多
い
（
表
3
参
照
）
。

　
こ
れ
ら
の
王
侯
土
豪
の
う
ち
、
ア
フ
シ
ー
ン
は
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
南
端
の
マ
テ
ィ
ー
ラ
冨
暮
牌
㊤
に
広
大
な
カ
テ
ィ
！
ア
を
与
え
ら
れ
た
が
、

サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
を
テ
ィ
グ
リ
ス
川
に
そ
っ
て
南
北
に
縦
断
す
る
大
通
り
ω
質
置
、
巴
》
．
醤
B
の
両
側
に
フ
ッ
タ
ル
王
ハ
ー
シ
ム
、
ウ
ジ
ャ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

フ
、
マ
ー
ム
ー
ニ
ー
、
ヌ
ア
イ
ム
の
句
歴
ー
ル
ー
ン
ら
が
カ
テ
ィ
ー
ア
を
与
え
ら
れ
た
。
史
料
に
明
記
さ
れ
な
い
も
の
も
カ
テ
ィ
ー
ア
を
与
え

ら
れ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
δ
り
I
Q
。
O
P
ヒ
シ
ャ
ー
ム
が
カ
ヌ
ー
ギ
ル
ド
の
土

①
　
朔
タ
。
ぴ
胃
賦
質
●
9
W
二
項
H
℃
℃
．

　
豪
で
あ
る
こ
と
は
嘱
p
．
ρ
畑
ぴ
剛
讐
寒
ミ
勘
§
や
b
。
お
●

②
　
月
帥
σ
㊤
昌
り
愚
・
亀
妹
二
H
巖
で
や
刈
刈
○
◎
噛
○
◎
O
P
c
◎
紹
－
倉
㊤
嵩
1
◎
◎
■

③
♂
ミ
こ
娼
や
。
。
器
り
○
。
＄
．

④
　
奪
ミ
こ
℃
や
○
◎
O
O
占
・

⑤
　
♂
ミ
ニ
娼
■
一
〇
お
●

⑥
月
9
貫
押
愚
’
ミ
こ
目
℃
勺
」
b
。
厳
ふ
■

⑦
く
胆
、
名
菖
「
鐸
．
為
ぎ
噸
噂
や
ω
㊤
8
A
繊
1
？
8
匿
σ
舞
同
、
愚
■
ミ
ニ
固
H
H
℃
や
↓
胡
”

○。

汲
ﾓ
■
カ
ル
ル
ク
の
ヤ
ブ
グ
は
ラ
ー
フ
ィ
ー
の
要
請
で
救
援
に
駆
け
つ
け
た
こ
と

　
が
あ
り
、
マ
ー
ム
ー
ン
は
フ
ァ
ド
ル
の
助
言
を
容
れ
て
、
か
れ
ら
の
支
配
地
を
認

　
め
て
和
し
た
。

⑧
月
葛
㌶
押
愚
．
ミ
．
』
H
H
娼
．
○
。
リ
ド

⑨
き
ミ
ニ
℃
含
譲
b
。
6

⑩
h
ミ
3
℃
■
お
㊤
．

⑪
奪
ミ
ニ
℃
や
鴇
？
①
弘
O
心
令
α
仏
O
興
－
謡
嚇
三
明
、
臼
σ
圃
”
罫
．
為
ぎ
脇
℃
．
猷
㊤
．

⑫
月
p
σ
錠
同
層
魯
．
ミ
ニ
H
昌
電
払
O
。
。
①
1
詮
閃
く
胆
．
名
σ
回
西
哲
、
嵩
ぎ
㌧
唱
’
義
O
点
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マームーンとムウタスィムの新軍団（余部）

⑬
バ
～
バ
ク
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
し
く
論
じ
た
い
と
思
う
。

⑭
鴫
θ
。
、
ρ
口
σ
同
・
ぴ
ミ
智
き
や
G
。
O
O
・
フ
ァ
ド
ル
が
サ
ラ
フ
ス
の
王
で
あ
る
こ
と
は

　
H
σ
コ
丙
げ
卑
一
＝
犀
警
ど
O
特
．
“
疑
二
く
O
囲
。
心
、
同
）
．
心
一
”
回
σ
昌
胆
〒
、
「
凶
ρ
骨
帥
ρ
倒
”
窺
㍗
寒
鳶
為
嵩
讐

　
ω
O
岸
信
び
一
㊤
①
9
℃
●
悼
b
⊃
一
．

⑮
じ
ヴ
巴
劉
ゴ
昌
層
》
§
黛
や
お
O
．

⑯
奪
ミ
ニ
℃
．
お
ド

⑰
月
帥
9
昌
愚
．
ミ
こ
嵩
囹
や
①
。
。
ド

⑱
じ
⇔
多
多
ぎ
員
誉
鱈
愚
闇
電
』
し
。
？
ご
嚇
9
冨
嵩
層
§
含
ミ
ニ
H
＝
窪
し
8
？
O
叫

　
く
㊤
．
諭
側
σ
同
層
寄
．
臓
刷
神
鍋
℃
。
ら
α
刈
”
ω
ぴ
帥
げ
斜
ロ
㌧
、
防
N
斜
と
鉱
“
詠
執
無
O
迷
吋
噛
℃
℃
．
α
O
一
一
．

⑲
’
8
㊤
9
昌
b
魯
■
ミ
ニ
昌
H
竈
・
二
〇
9
二
〇
①
き

⑳
き
ミ
ニ
遷
」
O
直
海
－
q
・
か
れ
が
ワ
フ
シ
ュ
王
で
あ
る
こ
と
は
く
㊤
、
潟
9
ミ
㍗

　
載
鋤
タ
℃
．
笛
㊤
一
”
ワ
尉
．
局
O
『
ω
梓
コ
0
5
鼠
㍗
き
日
切
馬
袋
戟
娩
“
帖
、
ミ
急
航
b
措
さ
焼
鴇
風
馬
恥
．
a
守
伽
－

　
鋤
亀
織
画
恥
“
轟
鴨
壽
さ
、
魯
㌃
鳥
目
馬
＼
℃
白
日
ミ
窟
冥
目
恥
適
℃
Q
①
㎏
旨
O
「
ω
げ
Φ
一
三
℃
一
り
刈
④
り
℃
℃
’

　
お
Q
。
ム
一
◎

⑳
磯
甲
．
呂
σ
國
層
寒
．
嵩
ぎ
噛
電
．
参
O
占
．

㊧
　
9
8
㊤
げ
霞
劉
愚
幽
ミ
ニ
凝
H
℃
℃
」
O
㊤
b
。
凸
。
か
れ
が
イ
シ
ェ
タ
ー
ハ
ン
ジ
王
で
あ

　
る
こ
と
は
く
9
、
ρ
口
菖
魑
穿
“
ミ
包
丁
》
や
b
o
り
合
潜
勢
H
忠
岡
商
量
ミ
ミ
昏
ミ
も
噛
N
§
ミ
簿

　
さ
黛
”
N
も
嵩
窺
↓
嵩
勘
㍉
8
，
鳶
⑦
島
’
、
》
げ
飢
即
一
－
相
同
ゆ
同
℃
O
P
畔
P
一
㊤
①
一
”
℃
．
一
〇
◎
目
”
H
σ
冨
煩
ゆ
♂
く
鵡
㊤
一
’

　
恥
鵠
ミ
篤
額
㍗
這
、
劉
O
山
◆
旨
寓
■
丙
戦
P
ヨ
O
『
ρ
じ
⑦
｛
α
①
鵠
層
一
Φ
ω
◎
Q
－
P
唱
．
㎝
O
O
“
く
倒
ρ
q
戸

　
憲
も
蚊
腐
り
田
口
㍗
穿
ミ
賊
鋤
壽
’
し
d
O
マ
ロ
辞
一
〇
〇
8
＜
O
一
．
ど
℃
．
一
㊤
Φ
・

⑱
　
く
㊤
．
ゆ
ロ
σ
び
曾
ら
ミ
勘
§
℃
．
b
o
心
Q
。
占
い
P
ω
ω
鵠
①
び
愚
■
鼠
馬
二
℃
．
舘
ω
．
シ
ヤ
ア
バ
ー
ン

　
（
N
§
§
詩
ミ
§
送
N
℃
署
。
一
学
い
。
）
は
こ
の
記
事
を
バ
グ
ダ
ー
ド
建
設
時
の
こ
と

　
と
誤
認
し
て
い
る
。

⑳
　
月
9
⊃
σ
㊤
「
同
’
§
．
ら
斗
二
一
一
H
℃
9
一
一
〇
〇
．

⑳
　
N
“
帖
犠
二
勺
娼
．
一
一
〇
笛
一
Q
Q
讐
一
一
〇
戯
」
一
一
〇
㊤
1
一
b
二
．

⑳
き
ミ
ニ
℃
℃
似
8
P
は
9
”
》
N
畠
§
．
ミ
‘
℃
や
ω
器
ム
”
。
。
刈
。
。
占
ご
蜜
岱
ヨ

　
”
一
－
竃
自
一
H
ひ
§
●
も
謙
こ
噂
．
ト
ニ
ω
も
Q
●

⑳
↓
号
舞
同
魑
。
》
ミ
ニ
目
H
毛
。
H
8
9
＝
O
b
。
”
＜
㊤
、
名
σ
間
り
寒
、
嵐
ぎ
’
や
δ
。
。
嚇

　
く
9
へ
ρ
訓
げ
剛
”
守
ミ
、
叙
職
遮
り
℃
。
ω
O
メ

⑱
　
　
。
8
曽
げ
簿
『
團
、
O
憶
■
鳥
譜
二
回
目
』
　
℃
℃
．
一
一
〇
鈎
　
一
一
〇
刈
1
り
“
　
尾
㊤
．
ρ
q
び
圃
”
　
§
”
圏
鳶
画
　
℃
℃
零

　
ま
①
為
●

⑳
婦
p
σ
胃
同
・
§
鼠
牒
二
嵩
H
や
一
一
〇
b
。
幽
タ
ー
ヒ
ル
と
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
も
シ
ュ
ル
タ

　
長
官
だ
っ
た
（
等
ミ
ニ
℃
」
O
①
b
。
）
。

⑳
N
ミ
概
こ
℃
L
a
ρ

⑳
奪
ミ
こ
署
」
も
。
。
。
α
L
窪
O
レ
刈
L
O
曾
ム
”
ω
塞
げ
嘗
＼
い
碧
や
｝
§
ミ
§
遣
N
も
や

　
の
心
一
伊

⑫
督
冨
昌
’
§
「
ミ
ニ
目
H
毛
・
二
3
ふ
”
欄
帥
．
名
9
§
、
嵩
ぎ
℃
℃
’
烏
ゲ

⑳
月
9
騨
昌
層
愚
「
ミ
こ
囲
畷
電
◎
一
峯
？
。
。
．

⑭
　
＜
卯
、
ρ
口
σ
同
b
冒
．
黛
因
島
斜
℃
●
蒔
①
心
”
し
d
拶
一
倒
鳥
ず
ロ
『
國
℃
瀞
匙
禽
㍗
℃
■
卜
3
一
ド

⑳
　
同
齢
σ
9
⊃
「
一
陣
§
●
“
論
二
H
目
H
℃
℃
■
一
一
刈
O
I
一
義
⊃
b
こ
◎
◎
閃
寓
騨
匂
ロ
．
燭
酬
い
§
・
ら
軌
“
二
く
O
一
●
斜
℃
℃
。

　
ω
α
b
⊃
－
腿
”
〈
卯
、
ρ
凶
σ
國
り
§
、
唾
岡
隷
瀞
覧
℃
℃
．
鼻
刈
Q
O
一
ら
叫
H
げ
コ
〉
、
け
げ
騨
ヨ
噂
O
㌧
．
偽
赴
こ
く
O
一
「
Q
◎
”

　
℃
℃
・
ω
劇
蒔
1
㎝
ω
噸

⑳
　
月
ゆ
σ
ρ
『
一
層
§
◎
織
妹
こ
圃
固
目
℃
℃
■
一
邸
Q
Q
心
一
の
刈
”
円
≦
p
ω
．
創
α
圃
℃
§
■
無
一
二
く
。
一
■
轟
’
℃
や

　
G
ゆ
凱
◎
Q
一
り
”
く
P
亀
ρ
鈎
σ
劉
穿
”
唖
岡
神
許
℃
℃
・
蒔
刈
α
1
餓

⑰
　
↓
㊤
σ
P
触
団
”
§
．
晶
質
こ
固
団
H
　
℃
．
H
鱒
C
Q
ω
”
ン
画
粋
0
噛
．
ロ
畠
國
’
愚
．
も
論
こ
　
く
O
一
●
心
’
憎
■
ω
窃
刈
鯛

　
国
・
宝
達
斜
：
月
p
σ
p
嵩
．
ω
『
O
℃
O
吋
伸
O
昌
仲
げ
⑦
ぞ
p
吋
h
帥
戦
O
≦
津
げ
叶
げ
⑦
日
節
「
σ
q
譲
餌
詳
α

　
持
び
①
け
O
o
な
二
日
。
鵠
楼
O
｛
9
σ
q
げ
け
げ
　
O
o
嵩
け
¢
『
望
　
O
①
コ
貯
ρ
一
》
ω
一
㊤
昌
　
P
月
例
、
、
G
ミ
匙
ミ
N

　
嵐
訟
翁
款
“
㍉
O
錠
臓
壽
a
、
一
圃
（
一
り
↓
も
◎
y
℃
◎
一
ω
二
月
O
峠
①
N
ρ

㊥
　
月
曜
び
四
噌
回
’
O
辱
．
“
勘
ζ
圃
肝
胆
℃
℃
．
一
b
こ
㊦
Q
Q
I
『
ρ

＠＠＠＠　
」
伽
画
翫
二
℃
℃
．
一
も
◎
O
c
ゆ
i
一
メ

　
銀
9
ρ
ω
、
O
α
図
鵯
§
●
“
無
二
く
O
一
．
恥
℃
．
Q
◎
“
画
昌
O
け
①
卜
∂
■

　
し
σ
帥
一
鋤
α
7
戸
這
剛
！
瀞
駄
鋤
画
℃
。
A
ω
一
．

　
月
轡
σ
P
「
同
”
§
■
鋭
、
こ
H
H
目
℃
℃
．
一
一
肖
り
一
◎
◎
一
”
寓
卿
ω
．
O
臨
囲
り

くゆ

曹
n
1
一
”
鴫
騨
．
ρ
燭
び
が
？
匙
翫
鋤
遣
℃
℃
●
b
σ
α
9

§
．
鼠
鳳
こ
～
「
O
一
．
蒔
”
℃
対
・
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＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
鑓
ミ
笥
蹴
ミ
㌦
ミ
§
｝
y
貫
く
■
鼠
ぽ
。
邑
受
”
い
o
o
島
o
P
δ
圃
P
娼
や
⑩
①
”
㈹
。
。
ド

く
9
．
禰
O
σ
同
b
壇
象
、
蕊
ぎ
”
℃
噛
ω
○
。
メ

N
ミ
3
℃
■
紹
メ

嶋
9
、
ρ
⇔
σ
同
”
寒
ミ
§
3
℃
．
卜
。
窃
。
。
幽

H
9
穴
冨
烹
銀
ρ
§
．
ミ
■
い
く
。
把
9
℃
●
ま
■

月
ρ
9
昌
”
愚
●
ミ
ニ
囹
鎖
℃
℃
．
欝
O
G
。
よ
9

き
ミ
こ
や
＝
濠
。

き
ミ
こ
℃
●
お
同
。
。
．

」
ミ
3
℃
℃
■
お
偽
層
蕊
お
1
卜
。
O
．

嗜
帥
．
ρ
自
9
㌧
昏
ミ
§
ざ
℃
や
邸
Q
。
O
」
b
。
8
ム
．

月
斜
9
鎚
。
》
ミ
こ
類
h
勺
℃
■
ド
。
。
ω
伊
話
・

＠＠＠＠＠＠＠　oo　＠＠

ω
塞
げ
p
斜
N
亀
§
§
ミ
無
。
曙
弱
震
．
。
。
ト
ひ
占
噛

月
9
ユ
冨
昼
。
》
ミ
こ
H
囲
H
膨
一
＆
①
■

き
ミ
こ
や
鼠
畠
．

奪
ミ
、
℃
や
嵩
O
。
。
”
ω
ω
”
く
騨
．
名
9
冒
、
噛
、
罫
画
℃
℃
．
お
朝
1
①
幽

囲
露
鉢
げ
昌
愚
．
鼠
W
‘
や
轟
轟
“
ぎ
p
較
騨
譲
ρ
巴
”
o
》
ミ
く
℃
℃
■
お
㊤
占
O
O
。

嚇
9
p
芦
。
特
禽
監
‘
目
H
℃
．
お
O
Q
。
．

き
遭
こ
℃
℃
」
①
O
ρ
お
置
”
く
ρ
．
ρ
口
9
寒
、
嵩
ぎ
℃
や
ま
9

。8
D
霧
同
、
号
■
ミ
こ
困
肖
℃
．
爬
O
ω
メ

餌
7
窯
岩
嵩
斜
さ
無
ミ
」
O
巴
目
p
鋭
肇
嵩
お
陶
く
。
ド
N
℃
．
b
。
α
ド

く
㊤
、
ρ
9
1
9
㌧
守
ミ
魯
嵩
」
℃
℃
■
b
。
＄
ふ
P
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四
　
ト
ル
＝
人
と
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
史
料
は
イ
シ
ュ
タ
ー
ハ
ソ
ジ
人
や
ウ
シ
ュ
ル
ー
サ
ナ
人
の
ほ
か
、
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
人
屑
錠
9
1
σ
q
ぼ
⇒
ρ
と
ト
ル
コ
人
》
葺
欝
に
し
ば
し
ば
言

及
し
て
い
る
。
ウ
シ
ュ
ル
…
サ
七
二
ヤ
が
ア
フ
シ
ー
ン
と
ア
ブ
ッ
ー
サ
…
ジ
ュ
の
兵
、
イ
シ
ュ
タ
ー
ハ
ン
ジ
ー
ヤ
が
ウ
ジ
ャ
イ
フ
の
兵
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
フ
ァ
ラ
ー
ギ
ナ
と
ア
ト
ラ
ー
ク
は
特
定
の
王
侯
土
豪
の
兵
を
指
す
の
で
は
な
く
、
多
く
の
王
侯
土
豪
、
族
長
、
貴
族
に

率
い
ら
れ
た
多
く
の
集
団
の
総
称
の
よ
う
で
あ
る
。
　
般
に
ア
ラ
ブ
は
ソ
グ
ド
以
遠
の
住
民
、
た
と
え
ば
シ
ャ
ー
シ
ュ
、
イ
ス
フ
ィ
ー
ジ
ャ
ー

ブ
、
フ
ァ
ー
ラ
ー
ブ
、
タ
ラ
ス
、
ホ
ラ
ズ
ム
、
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
な
ど
辺
境
の
住
民
を
ト
ル
コ
人
か
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
人
と
呼
ん
だ

③し
、
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
、
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
、
グ
ル
ガ
ー
ン
の
住
民
も
ト
ル
コ
人
と
呼
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
前
章
で
述
べ
た
ハ

ー
カ
ー
ソ
に
ア
ル
ト
ゥ
ー
グ
、
イ
フ
シ
ー
ド
、
ア
ム
ル
、
ダ
…
ウ
ー
ド
瞳
ス
ィ
ヤ
ー
フ
、
ム
…
サ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
ヤ
ブ
グ
、
ヌ
ア
イ
ム
、
バ

ー
ミ
ヤ
ー
ン
王
ら
の
兵
も
ア
ト
ラ
…
ク
ま
た
は
フ
ァ
ラ
ー
ギ
ナ
と
よ
ぼ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
王
侯
土
豪
以
外
に
も
ア
ト
ラ
ー
ク
と
フ
ァ
ラ
ー
ギ
ナ
を
指
揮
し
た
指
揮
官
が
多
く
登
場
す
る
。
バ
ー
バ
ク
戦
争
で
バ
ッ
ズ
を
陥
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④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

落
さ
せ
た
バ
シ
ー
ル
b
σ
ρ
終
冒
既
肖
霞
厨
も
フ
ァ
ラ
ー
ギ
ナ
の
指
揮
官
だ
し
、
イ
ェ
ル
ミ
シ
く
興
島
富
げ
び
．
｝
筥
》
畷
矯
口
σ
、
バ
イ
ヌ
ー
ク

　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

しd

芒
ｪ
口
ゆ
、
ダ
ル
グ
マ
ー
ン
O
舞
σ
Q
げ
ヨ
9
1
ゆ
、
イ
ス
ハ
ー
ク
H
ω
冨
ゆ
げ
・
8
鼠
σ
津
ら
も
男
鴛
σ
q
鼠
嵩
の
ニ
ス
バ
を
も
ち
、
フ
ァ
ラ
ー
ギ
ナ
の
指

揮
官
だ
っ
た
ら
し
い
。
か
れ
ら
は
お
そ
ら
く
イ
フ
シ
ー
ド
と
同
じ
こ
ろ
、
村
々
か
ら
集
め
た
兵
を
率
い
て
政
府
軍
に
入
っ
た
貴
族
だ
ろ
う
。

　
問
題
は
ト
ル
コ
人
の
指
揮
官
で
あ
る
。
ヤ
ア
ク
…
ピ
ー
は
『
諸
園
誌
』
の
中
で
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
圃
．
融
巴
巴
－
囚
冒
ω
げ
。
。
げ
p
掴
な
る
人
物
の
証

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

言
を
引
用
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
は
町
、
ー
ム
ー
ン
の
治
世
に
私
を
毎
年
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
送
り
、
代
官
の
ヌ
ー
フ
か
ら
ト
ル
コ
人
を
買
わ
せ
た
。
私
は
毎
年
多
く
の
ト
ル
コ

　
人
を
連
れ
て
帰
り
、
マ
ー
ム
ー
ソ
の
時
代
に
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
が
集
め
た
数
は
三
千
に
も
な
っ
た
。
か
れ
が
カ
リ
フ
に
な
る
と
、
ト
ル
コ
人
を
い
っ
そ
う
求
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
セ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
バ
グ
ダ
ー
ド
に
い
る
他
人
の
奴
隷
を
買
っ
た
。
パ
グ
ダ
…
ド
で
買
っ
た
多
く
の
も
の
の
中
に
は
、
乞
β
．
㊤
団
津
σ
噸
囚
げ
照
隠
B
》
露
笛
9
1
昌
昌
劉
属
¢
．
騨
団
已
の

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
マ
ム
ル
ー
ク
だ
っ
た
ア
シ
ナ
ー
ス
、
ω
黒
塗
ヨ
び
．
巴
5
σ
舜
。
。
げ
の
マ
ム
ル
ー
ク
だ
っ
た
イ
ー
タ
ー
フ
、
乞
帽
．
導
習
家
の
マ
ム
ル
ー
ク
で
屠
殺
人
だ
っ
た
ワ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ

　
　
ィ
ー
フ
芝
霧
罫
O
ぎ
、
一
嵐
”
切
首
騨
団
づ
巴
劫
ρ
雪
げ
・
ω
非
訟
の
マ
ム
ル
…
ク
だ
っ
た
ス
ィ
ー
マ
ー
Q
。
冒
餓
巴
6
巨
舘
げ
腐
ら
が
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
マ
ス
ウ
ー
デ
ィ
ー
も
お
そ
ら
く
ヤ
ア
ク
ー
ビ
ー
の
こ
の
記
事
を
参
照
し
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
は
ア
ト
ラ
ー
ク
を
集
め
、
か
れ
の
マ
ワ
ー
り
…
（
重
臣
）
の
手
か
ら
ア
ト
ラ
ー
ク
を
買
い
た
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
四
千
人
が
集
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
タ
バ
リ
ー
も
お
そ
ら
く
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
の
説
に
基
づ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
一
説
に
よ
る
と
、
イ
ー
タ
ー
フ
は
ω
巴
団
臼
巴
5
σ
轟
珍
の
ハ
ザ
ル
人
の
グ
ラ
…
ム
α
Q
ピ
蜀
ヨ
で
料
理
人
だ
っ
た
が
、
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
は
一
九
九
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
か
れ
（
イ
ー
タ
…
フ
）
を
か
れ
（
サ
ッ
ラ
ー
ム
）
か
ら
買
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
の
ち
に
エ
ジ
プ
ト
に
ト
ゥ
ー
ル
ー
ソ
朝
を
開
く
ア
ブ
剛
、
ド
の
父
ト
ゥ
…
ル
ー
ン
月
巳
謬
に
つ
い
て
、
サ
フ
ァ
デ
ィ
ー
は
こ
う
述
べ

　
　
⑪

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
か
れ
の
父
は
サ
ー
吻
、
…
ン
家
の
ヌ
ー
フ
が
マ
ー
ム
ー
ソ
に
贈
っ
た
奴
隷
霞
ぬ
お
の
中
の
マ
ム
ル
…
ク
で
あ
る
。
ア
フ
マ
ド
の
母
の
名
は
国
似
ω
三
ヨ
と
い

　
う
。
ト
ゥ
…
ル
ー
ソ
は
ト
グ
ズ
オ
グ
ズ
。
6
崇
σ
Q
げ
農
σ
q
げ
轟
と
い
う
ト
ル
コ
人
の
種
の
出
身
で
あ
る
。
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⑫

　
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
も
同
様
に
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ

　
　
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
は
ブ
ハ
ー
ラ
ー
代
官
ヌ
ー
フ
が
毎
年
マ
ー
ム
ー
ソ
に
送
る
現
金
、
奴
隷
、
ト
ル
コ
馬
、
そ
の
他
の
定
ま
っ
た
貢
納
の
一
つ
と
し
て
送
っ
た

　
ト
グ
ズ
オ
グ
ズ
の
出
身
者
で
、
そ
れ
は
二
〇
〇
年
だ
。

　
（
ア
フ
マ
ド
は
二
二
〇
年
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
で
生
れ
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
は
二
四
〇
年
に
死
ん
だ
。
）

　
従
来
ト
ル
コ
人
指
揮
官
が
奴
隷
と
さ
れ
て
き
た
の
は
一
つ
に
は
こ
れ
ら
の
記
事
に
も
よ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
エ
ジ
プ
ト
の
マ
ム
ル
ー
ク

朝
か
ら
の
安
易
な
類
推
の
た
め
で
あ
る
。
ト
ル
コ
人
は
当
然
奴
隷
と
考
え
ら
れ
、
あ
た
か
も
ア
ッ
パ
！
ス
朝
時
代
の
ト
ル
コ
兵
が
マ
ム
ル
ー
ク

日
ρ
巳
欝
（
黛
・
日
節
日
斜
夢
）
と
よ
ぼ
れ
た
か
の
よ
う
に
概
説
書
や
教
科
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
タ
バ
リ
！
は
そ
の
非
常
に
詳
細

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
へ

な
歴
史
の
中
で
一
度
も
ト
ル
コ
人
を
マ
ム
ル
ー
ク
と
呼
ん
で
い
な
い
し
、
他
の
歴
史
家
も
同
様
で
あ
る
。
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
と
同
時
代
の
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ヒ
ズ
は
ト
ル
コ
人
を
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
出
身
者
と
し
、
そ
の
勇
気
と
忠
節
を
讃
え
、
か
れ
ら
を
奴
隷
ど
こ
ろ
か
ア
ラ
ブ
や
マ
ワ
ー
リ
ー
と
対
等
に

、
　
、
　
、
　
、
　
、
⑬

扱
っ
て
い
る
。
史
料
を
よ
く
読
め
ば
、
ト
ル
コ
人
が
奴
隷
ら
し
い
よ
う
す
が
ま
っ
た
く
な
い
。
先
に
あ
げ
た
史
料
も
最
初
の
三
つ
は
す
べ
て
ジ

ャ
ア
フ
ァ
ル
の
証
言
だ
け
に
基
づ
く
こ
と
は
明
ら
か
だ
し
、
サ
フ
ァ
デ
ィ
ー
ら
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
人
で
、
か
れ
ら
の
時
代
の
慣
行
か
ら

推
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
ヤ
ア
ク
ー
ビ
ー
が
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
の
証
言
を
引
用
す
る
仕
方
自
体
、
読
者
に
と
っ
て
意
外
な
報
告
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
一
般
に
は
ト
ル
コ
人
が
奴
隷
だ
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
わ
か
る
。

　
一
般
に
ア
ラ
ブ
史
料
は
嫌
い
な
人
物
を
奴
隷
や
下
層
民
の
出
身
に
こ
じ
つ
け
る
の
が
常
套
手
段
で
あ
る
。
た
と
え
ば
大
土
豪
の
バ
ー
バ
ク
は

油
の
行
商
人
と
片
目
の
洗
濯
女
の
子
で
羊
飼
い
、
王
侯
の
ム
カ
ン
ナ
ア
は
片
目
の
布
さ
ら
し
と
い
っ
た
た
ぐ
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ア
ラ
ブ
に

と
っ
て
最
大
の
侮
辱
で
あ
る
。

　
バ
グ
ダ
ー
ド
市
民
は
ト
ル
コ
人
と
殺
し
あ
っ
て
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
に
退
去
さ
せ
、
し
ば
し
ば
反
ト
ル
コ
人
の
暴
動
を
お
こ
し
、
二
五
一
年
の
バ

グ
ダ
ー
ド
包
囲
で
も
ト
ル
コ
人
に
は
げ
し
く
抵
抗
し
た
ほ
ど
で
、
ト
ル
コ
人
を
極
端
に
憎
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
ト
ル
コ
人
が
異
教
徒
で
イ
ス
ラ

ー
ム
の
敵
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
辺
境
の
こ
と
は
地
理
学
者
す
ら
無
知
で
あ
る
。
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⑭

　
反
対
に
イ
ブ
ン
“
ハ
ウ
カ
ル
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
か
ら
兵
の
募
集
を
委
嘱
さ
れ
た
ヌ
…
フ
は
『
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
と
マ
ー
n
ワ
ラ
ー
ア
ソ
ー
ー
ナ
フ
ル
に
は
三
〇
万
の
村
が
あ
り
、
旗
本
か
ら
騎

　
兵
と
歩
兵
を
一
人
つ
つ
出
し
て
も
、
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
』
と
答
え
た
。
そ
し
て
、
カ
リ
フ
た
ち
は
マ
ー
ー
ワ
ラ
ー
ア
ソ
ー
ー
ナ
フ
ル
の
住
民
、
す
な
わ
ち

　
ト
ル
コ
人
が
勇
気
と
忠
節
に
お
い
て
誰
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
か
ら
、
か
れ
ら
を
招
聰
し
た
。
か
れ
ら
の
デ
ィ
フ
カ
ー
ソ
が
か
れ
ら
の
指
揮
官
餌
玉
代
で
あ

　
り
、
か
れ
ら
が
カ
リ
フ
の
親
衛
隊
ω
ぼ
骨
⇔
斜
の
フ
ァ
ラ
ー
ギ
ナ
と
ア
ト
ラ
ー
ク
で
あ
る
。
　
（
抄
訳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
あ
　
　
　
リ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
ヤ
　
　
　
ね
　
　
　
リ
　
　
　
へ
　
　
　
り
　
　
　
ね
　
　
　
う
　
　
　
も

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ト
ル
コ
人
は
遊
牧
民
も
含
ま
れ
る
が
、
む
し
ろ
辺
境
の
定
着
民
の
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
か
れ
ら
の
貴
族
に
率
い

ら
れ
て
政
府
軍
に
入
っ
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
ト
ル
コ
人
と
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
人
の
募
集
は
王
侯
土
豪
の
招
聰
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
延
長
と
い

え
る
。
実
際
、
ト
ル
コ
人
指
揮
官
が
最
初
か
ら
高
齢
で
高
貴
だ
っ
た
証
拠
が
多
く
、
王
侯
土
豪
と
同
様
に
マ
ワ
ー
リ
ー
と
よ
ば
れ
、
か
れ
ら
の

兵
も
王
侯
土
豪
の
兵
と
同
様
に
ギ
ル
マ
ー
ソ
α
q
ぼ
一
日
曾
（
単
数
σ
・
げ
巳
自
白
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
証
拠
は
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
の
証
言
に
対
し

て
疑
念
を
お
こ
さ
せ
る
。
む
し
ろ
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
の
証
言
が
信
用
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
証
拠
が
数
多
い
。

　
以
下
に
ト
ル
コ
人
指
揮
官
を
個
別
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
例
示
し
た
い
。

　
ア
シ
ナ
ー
ス
》
。
。
ぼ
鼠
ω
（
表
3
の
a
）
。
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
が
カ
リ
フ
就
任
後
に
か
れ
を
買
っ
た
と
い
う
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
の
証
言
と
逆
に
、
か
れ

は
す
で
に
二
〇
二
（
八
一
八
）
年
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
に
仕
え
て
い
た
。
こ
の
と
き
、
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
は
マ
ー
ム
ー
ン
に
反
抗
し
て
ア
ブ
ナ
ー
の
乱
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

加
わ
り
、
付
近
の
ア
ラ
ブ
の
反
乱
を
討
ち
、
か
れ
の
ト
ル
コ
人
ギ
ル
マ
ー
ン
の
一
人
ア
シ
ナ
ー
ス
に
ア
ラ
ブ
の
槍
か
ら
守
ら
れ
た
。
ア
シ
ナ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ス
は
二
一
五
年
の
マ
ー
ム
ー
ン
の
ビ
ザ
ン
ツ
遠
征
で
は
指
揮
官
の
一
人
で
あ
り
、
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
で
は
北
部
の
カ
ル
フ
五
霞
写
区
に
部
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

た
め
に
広
大
な
カ
テ
ィ
ー
ア
を
与
え
ら
れ
、
の
ち
ハ
ー
カ
ー
ン
の
子
フ
ァ
ト
フ
に
与
え
ら
れ
る
大
邸
宅
を
築
い
た
。
二
二
三
年
の
ム
ウ
タ
ス
ィ

ム
の
ビ
ザ
ン
ツ
遠
征
で
は
ア
フ
シ
ー
ツ
と
対
等
の
司
令
官
で
あ
り
、
翌
年
に
は
か
れ
の
娘
（
馨
茜
ど
2
＞
貯
＆
p
）
は
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
と
市
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

祝
福
の
中
で
ウ
マ
リ
ー
宮
巴
わ
ゆ
鷲
9
劉
、
d
8
錠
剛
で
ア
フ
シ
ー
ソ
の
子
ハ
サ
ソ
と
結
婚
式
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
か
れ
は
ア
フ
シ
ー
ソ
と
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
王
冠
と
ワ
シ
ャ
ー
ハ
イ
ン
を
二
二
五
年
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
か
ら
、
二
二
八
年
に
は
そ
の
子
ワ
ー
シ
ク
巴
－
≦
二
士
お
か
ら
再
び
授
け
ら
れ
た
。
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以
上
か
ら
、
か
れ
は
ト
ル
コ
人
の
王
族
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
イ
ー
タ
ー
フ
剛
法
喜
（
ハ
ザ
ル
族
）
（
表
3
の
。
）
。
か
れ
は
二
二
三
年
の
ビ
ザ
ン
ツ
遠
征
で
一
軍
を
指
揮
し
、
山
口
五
年
ヤ
マ
ソ
総
督
に
任

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

命
さ
れ
、
さ
ら
に
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
の
警
察
を
任
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
王
を
配
下
に
お
い
て
工
務
を
代
行
さ
せ
た
。
こ
の
こ

と
は
か
れ
が
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
王
に
劣
ら
な
い
高
貴
の
出
身
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
ワ
ー
シ
ク
は
か
れ
を
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
に
至
る
菓
方
、
ア
シ
ナ

ー
ス
を
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
至
る
西
方
豪
州
の
総
督
に
任
命
し
て
そ
の
治
安
維
持
を
任
せ
、
ア
シ
ナ
…
ス
の
死
後
そ
の
職
務
を
イ
ー
タ
ー
フ
に

　
　
　
　
⑳

兼
任
さ
せ
た
。
か
れ
が
カ
リ
フ
を
面
心
化
す
る
意
志
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
二
三
二
（
八
四
七
）
年
ワ
ー
シ
ク
の
死
後
、
三
人
の
官
僚
、
一
人
の

裁
判
官
疎
9
1
曾
、
同
僚
の
軍
人
ワ
ス
ィ
ー
フ
と
と
も
に
後
継
者
を
決
め
る
会
議
に
出
席
し
、
ワ
ー
シ
ク
の
子
ム
フ
タ
デ
ィ
ー
が
幼
少
で
カ
リ
フ

の
資
格
に
欠
け
る
と
し
て
、
二
五
歳
の
カ
リ
フ
の
弟
ム
タ
ワ
ヅ
キ
ル
を
擁
立
し
た
こ
と
で
わ
か
る
。
し
か
し
、
ム
タ
ワ
ッ
キ
ル
は
二
三
五
年
か

れ
を
謀
殺
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
大
ブ
ガ
b
σ
g
σ
Q
鼠
巴
－
囚
下
げ
冒
（
表
3
の
d
）
。
か
れ
は
二
四
八
年
九
〇
歳
ほ
ど
で
死
ん
だ
か
ら
、
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
即
位
時
に
は
六
〇
歳
ほ
ど
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
。
か
れ
は
主
将
と
し
て
ワ
ー
シ
ク
の
と
き
メ
ッ
カ
を
脅
か
し
た
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
を
討
ち
、
ム
タ
ワ
ッ
キ
ル
の
と
き
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
大
垣

　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

族
反
乱
を
平
定
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
に
遠
征
し
た
。
か
れ
は
妻
の
姉
妹
が
ム
タ
ワ
ッ
キ
ル
を
生
ん
だ
こ
と
、
ま
た
二
四
〇
年
ア
ル
メ
ニ
ア
総
督
と
し

て
シ
ャ
ム
ク
ー
ル
ω
げ
p
語
ρ
塾
図
を
再
建
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
て
保
護
を
求
め
て
き
た
ハ
ザ
ル
族
三
〇
〇
家
族
を
招
い
て
定
着
さ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
か
も
グ
ル
ジ
ア
語
年
代
記
囚
．
ρ
界
．
謬
8
ω
．
写
。
〈
お
げ
ρ
に
よ
れ
ぽ
か
れ
ら
が
か
れ
の
部
族
民
8
塞
け
．
ρ
巨
簿
．
ρ
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
み
て
、

ト
ル
コ
人
貴
族
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
か
れ
も
カ
リ
フ
を
偲
偲
化
す
る
意
志
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
二
四
八
（
八
六
二
）
年
ム
ン
タ
ス
ィ

ル
巴
－
言
q
馨
毬
貯
の
死
後
、
同
僚
の
軍
人
小
ブ
ガ
と
ウ
タ
ミ
シ
ュ
d
繍
自
ω
財
が
二
八
歳
の
ム
ス
タ
イ
ー
ン
ρ
7
言
ロ
ω
苗
．
貯
を
推
し
た
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

対
し
、
熟
年
で
強
力
な
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
の
子
を
強
く
推
し
た
こ
と
で
わ
か
る
。

　
ワ
ス
ィ
ー
フ
類
意
蹴
（
表
3
の
h
）
。
か
れ
は
サ
ー
マ
ッ
ラ
…
で
カ
ル
フ
区
北
方
の
ハ
イ
ル
掴
ρ
賃
に
部
下
の
た
め
に
広
大
な
カ
テ
ィ
ー
ア

を
与
え
ら
れ
、
棚
で
ま
わ
り
を
囲
み
、
ワ
ー
シ
ク
の
と
き
マ
テ
ィ
ー
ラ
区
の
ア
フ
シ
ー
ン
の
邸
宅
を
与
え
ら
れ
て
移
り
住
み
、
か
れ
の
部
下
も
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V一ムーンとムウタスEムの新軍団（余部）

　
　
　
　
　
　
　
鐙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

そ
の
周
辺
に
移
っ
た
。
か
れ
は
ム
ソ
タ
ス
ィ
ル
の
と
き
ビ
ザ
ン
ツ
大
遠
征
の
司
令
富
と
な
り
、
ム
ス
タ
イ
ー
ソ
の
と
き
、
ウ
タ
ミ
シ
ュ
、
小
ブ

ガ
と
な
ら
ぶ
最
有
力
の
指
揮
官
だ
っ
た
が
、
他
の
ト
ル
コ
人
指
揮
官
と
対
立
し
、
二
五
一
（
八
六
五
）
年
小
ブ
ガ
と
と
も
に
ム
ス
タ
イ
ー
ン
を
連

れ
て
バ
グ
ダ
…
ド
に
逃
れ
、
タ
…
ヒ
ル
軍
と
協
力
し
て
一
年
余
り
、
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
軍
の
バ
グ
ダ
ー
ド
包
囲
に
耐
え
た
。
か
れ
は
フ
ェ
ル
ガ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙

ナ
王
ト
ゥ
グ
ジ
を
指
揮
下
に
お
き
、
か
れ
の
指
揮
権
を
継
承
し
た
子
サ
…
リ
ブ
留
融
業
は
ソ
グ
ド
王
霞
昌
騨
暴
露
巴
げ
●
日
野
σ
q
δ
げ
や
ウ
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ル
ー
サ
ナ
王
ア
ブ
ッ
ー
サ
ー
ジ
ュ
ら
を
従
え
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
、
や
は
り
ト
ル
コ
人
貴
族
で
あ
ろ
う
。

　
小
ブ
ガ
b
づ
¢
α
q
財
9
1
巴
－
ω
冨
鼠
露
（
塾
留
σ
q
宮
巴
）
（
表
3
の
，
－
）
。
か
れ
は
ワ
ス
ィ
ー
フ
と
行
動
を
共
に
し
、
内
乱
後
妥
協
し
て
と
も
に
サ
ー
マ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ラ
ー
に
帰
っ
た
あ
と
、
カ
リ
フ
、
ム
ウ
タ
ッ
ズ
帥
7
竃
q
．
富
N
N
か
ら
王
冠
と
ワ
シ
ャ
ー
ハ
イ
ン
が
授
け
ら
れ
た
。
か
れ
も
ト
ル
コ
人
の
王
族
で

あ
り
、
カ
ル
フ
区
の
ト
ル
コ
人
と
争
っ
て
殺
さ
れ
る
最
期
ま
で
、
か
れ
の
五
〇
〇
人
の
ギ
ル
マ
ー
ン
に
従
わ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
ウ
タ
ミ
シ
ュ
d
繊
白
δ
げ
麟
げ
暮
H
合
志
（
表
3
の
一
）
。
か
れ
は
カ
ル
フ
区
に
邸
を
構
え
て
お
り
、
ア
シ
ナ
ー
ス
の
死
後
カ
ル
フ
区
の
ト
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

人
の
指
導
者
と
な
り
、
ム
ス
タ
イ
ー
ン
の
即
位
暫
し
ば
ら
く
は
宰
相
≦
雷
冒
と
し
て
軍
と
官
僚
の
両
方
を
支
配
し
た
。
イ
ル
キ
ソ
と
は
突
蕨

の
比
較
的
弱
小
な
部
族
の
首
長
の
こ
と
で
あ
り
、
か
れ
も
ト
ル
コ
人
貴
族
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
バ
イ
ク
バ
ク
じ
d
碧
罠
び
9
1
貯
（
表
3
の
k
）
。
か
れ
も
カ
ル
フ
区
に
邸
を
も
ち
、
ウ
タ
ミ
シ
ュ
の
死
後
カ
ル
フ
区
の
ト
ル
コ
人
の
指
導
者
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

バ
グ
ダ
ー
ド
包
囲
の
重
要
な
指
揮
官
に
な
っ
た
。
カ
リ
フ
、
ム
フ
タ
デ
ィ
ー
㊤
7
冨
自
霞
島
は
か
れ
を
謀
殺
し
た
が
、
か
れ
の
兄
弟
タ
グ
タ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

月
騨
σ
Q
葛
＄
嵐
に
攻
め
殺
さ
れ
た
。
か
れ
も
ベ
グ
σ
Φ
σ
q
と
い
う
美
称
を
も
つ
か
ら
、
ト
ル
コ
人
の
族
長
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
⑰

　
そ
の
他
の
ト
ル
コ
人
指
揮
官
に
も
、
び
Φ
σ
q
讐
雷
爵
団
P
審
σ
q
宣
。
げ
臼
を
名
前
に
含
む
肩
帥
智
び
①
σ
q
”
¢
貯
σ
q
げ
日
ρ
毒
悪
コ
”
目
Φ
σ
q
陣
P
m
ρ
奢
鍵
3
－

σq

W
”
国
巴
吋
働
8
σ
q
冒
”
》
ω
飾
富
σ
Q
ぎ
鴇
隈
q
冨
σ
q
貯
”
切
口
α
Q
餌
。
ゲ
ロ
同
”
》
鄭
q
o
び
蝶
び
月
巴
ヨ
曽
。
げ
偉
斜
囚
騨
属
目
。
げ
鴬
び
》
巴
コ
ρ
け
ρ
o
げ
¢
お
《
帥
。
び
鶴
お
〉
き
帥
。
げ
口
H

な
ど
、
高
貴
な
出
身
を
思
わ
せ
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
の
子
ア
フ
マ
ド
に
は
ヤ
ブ
グ
の
子
や
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
王
ト
ゥ
グ
ジ
が

　
　
　
　
⑩

仕
え
て
お
り
、
到
底
奴
隷
出
身
と
は
思
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　

へ
　
　

あ
　
　
へ
　
　

ぬ
　
　
へ
　
　

あ
　
　
ヘ
　
　

へ
　
　

ぬ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
リ
　
　
へ
　
　

た
　
　

あ
　
　
ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヤ
　
　
ヘ
　
　

ヤ

　
以
上
か
ら
、
ト
ル
コ
人
指
揮
官
は
辺
境
の
ト
ル
コ
人
の
王
侯
貴
族
で
あ
り
、
定
着
民
の
場
合
は
村
々
か
ら
兵
を
集
め
、
遊
牧
民
の
場
合
は
部
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族
民
を
率
い
て
政
府
軍
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
一
般
兵
士
も
大
半
は
奴
隷
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
推
測
か
ら
ジ
ャ

ア
フ
ァ
ル
の
証
言
が
信
用
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
シ
ャ
ア
バ
ー
ソ
は
ア
ト
ラ
ン
タ
が
ト
ル
コ
人
で
な
い
と
考
え
た
が
、
ア
ラ
ブ
は
イ
ラ
ン
系
の
言
語
と
ト
ル
コ
語
を
よ
く
識
別
し
て
お
り
、
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ラ
ン
人
と
ト
ル
コ
人
を
混
同
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
バ
グ
ダ
ー
ド
市
民
も
イ
ラ
ン
系
の
王
侯
土
豪
に
は
寛
大
だ
っ
た
が
、
ト
ル

コ
人
に
は
敵
対
し
た
の
で
あ
る
。
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
で
は
、
ト
ル
コ
人
は
一
般
市
民
か
ら
は
隔
離
さ
れ
、
近
く
に
カ
テ
ィ
ー
ア
を
与
え
ら
れ
た
フ
ェ

ル
ガ
ー
ナ
人
と
し
か
交
際
を
認
め
ら
れ
ず
、
ト
ル
コ
人
の
女
が
辺
境
か
ら
移
さ
れ
て
か
れ
ら
と
結
婚
し
、
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
禽
≦
9
、
旨
巴
－
巳
鉾
妻
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

≦
伊
、
一
－
σ
q
ぼ
凶
日
9
に
登
録
さ
れ
て
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
、
離
婚
は
禁
じ
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、
ア
ト
ラ
ー
ク
と
は
ト
ル
コ
人
に
ほ
か
な
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

す
で
に
か
れ
ら
の
出
身
地
の
ソ
グ
ド
以
遠
の
地
は
か
な
り
ト
ル
コ
化
が
進
ん
で
い
た
と
考
え
た
い
。

①
月
伊
冨
ユ
㌔
愚
・
鼻
‘
H
H
H
や
一
。
。
①
h
。
”
く
即
、
ゆ
謬
同
、
ぎ
ミ
§
w
、
や
b
。
の
G
。
凸

②
朔
p
冨
轟
§
．
ミ
こ
H
畷
℃
や
一
結
露
し
8
γ
8
㌧
O
ト
劉
屋
b
。
ω
㌧
◎
。
3
蕊
δ
”

　
く
螢
、
息
9
寒
ミ
§
、
電
。
b
。
紹
㌧
潔
。
。
師
駕
器
、
鼠
押
愚
．
ミ
‘
く
。
ド
儀
、
℃
℃
．
。
。
α
ρ

　
ω
総
㌧
＜
o
　
α
や
ω
。
。
。

③
囲
冨
に
p
乏
留
ど
愚
．
。
帖
ご
や
直
O
。
。
．

④
。
6
暮
舘
同
、
§
．
ミ
こ
嵩
囲
娼
℃
」
b
。
嵐
占
．

⑤
N
ミ
野
噂
℃
」
8
9
δ
O
b
。
占
．

⑥
奪
ミ
噸
℃
」
留
G
。
9

⑦
き
ミ
‘
℃
℃
」
＄
N
δ
”
り
伊

⑧
磯
餌
、
ρ
g
σ
斜
ミ
ミ
§
㌧
娼
℃
■
b
。
器
占
．

⑨
嵐
霧
．
離
9
。
賢
ミ
．
、
＜
o
ド
愈
や
ω
8
マ

⑩
　
朔
騨
σ
㊤
瓢
㌧
§
噸
＆
計
℃
●
H
ω
Q
。
Q
。
。
サ
ー
マ
ヅ
ラ
ー
に
は
ハ
ザ
ル
族
の
カ
テ
ィ
ー
ア

　
が
あ
っ
た
（
団
帥
、
ρ
口
σ
同
い
⇔
ミ
爵
§
℃
．
悼
露
）
。

⑪
㊤
7
留
貯
9
袋
㍗
藁
ミ
”
馬
き
要
醤
斜
9
。
。
。
」
）
9
。
『
h
お
”
乏
富
ω
σ
蝕
。
斜

　
一
り
α
N
～
層
く
。
ド
◎
℃
．
蒔
。
噂
洲
ト
グ
ズ
オ
グ
ズ
族
が
二
〇
五
年
・
ウ
シ
ュ
ル
ー
サ
ナ
に

移
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
（
冒
σ
毘
、
。
賢
轟
‘
罎
や
ド
O
盆
）
。

⑫
駕
餌
臼
田
N
同
㌧
愚
．
ミ
‘
＜
。
一
」
い
や
曽
。
。
■

⑬
p
こ
謬
昼
ミ
旨
ミ
、
ご
二
巴
ミ
移
目
ミ
ー
§
ミ
画
鐸
葺
乏
聾
3
コ
国
。
。
ω
麸
。
昌

　
夢
。
巽
嘗
。
諺
。
臨
些
。
↓
β
ニ
ハ
ρ
智
ミ
嵩
ミ
＆
ミ
恥
ぎ
険
ミ
鼠
恥
旨
ミ
象
§
§

　
ド
O
顧
㌧
唱
や
O
ω
ギ
リ
メ

⑭
圃
喜
畑
箋
ρ
斜
愚
■
ミ
‘
電
．
画
①
評
。
。
◆

⑮
冒
σ
錠
同
、
愚
．
ミ
‘
H
員
や
H
O
墨

⑯
奪
ミ
、
℃
．
二
舞

⑰
磯
餌
．
名
9
寒
ミ
§
㌧
℃
や
誤
。
。
あ
”
竃
霧
．
置
圃
、
§
．
ミ
‘
＜
。
ド
♪
や
ω
詔
”

　
じ
口
鱒
筍
爵
霞
同
い
妻
ミ
㍗
℃
．
b
。
り
刈
◆

⑱
崎
㊤
．
名
σ
回
㌧
寒
ミ
§
、
や
蕊
①
．

⑲
主
審
昌
§
■
ミ
‘
忌
門
竈
篇
。
。
O
？
ご
と
霧
、
豊
同
、
愚
．
ミ
こ
く
。
野
《
℃
」
。
。
も
。
・

⑳
冒
σ
碧
同
℃
愚
．
ミ
‘
圃
嵩
や
H
ω
O
卜
診
9

⑳
」
9
3
や
お
Q
。
ρ

＠
き
ミ
隔
℃
」
。
。
8
・
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マームーンとムウタスィムの新軍：団（余部）

⑱
奪
ミ
‘
電
旨
ω
謬
レ
ω
。
。
ω
’

⑭
　
く
ρ
、
ρ
q
9
㌧
寒
、
臓
簿
画
b
や
心
刈
ρ
劇
Q
◎
ド

㊧
　
月
四
σ
p
昌
、
愚
凸
鼠
馬
．
、
H
質
℃
℃
．
磁
0
◎
◎
一
Φ
”
尾
麟
．
ρ
O
σ
鮮
野
．
為
ぎ
㌧
や
A
◎
。
心
・

⑳
寓
霧
．
9
國
り
§
「
ミ
ニ
＜
。
ド
伊
や
謬
●

⑳
冒
σ
霞
団
”
愚
。
ミ
‘
H
擬
署
・
一
。
。
。
。
凱
よ
b
。
’

⑱
　
切
p
萄
α
げ
q
嵩
㌔
瀞
“
ミ
や
℃
■
b
o
一
b
o
”
＜
p
．
ρ
蔚
9
㌧
即
自
．
臓
簿
鋭
や
劇
◎
o
㊤
鱒
月
ρ
σ
p
昆
、
o
㌧
■

　
ら
帖
馬
．
》
H
圓
圏
℃
℃
◆
一
蒔
O
㊤
1
一
〇
”
H
ぴ
p
拶
〒
〉
け
7
同
円
㌔
§
幽
◎
留
目
”
＜
o
一
口
刈
、
℃
℃
．
α
Q
Q
一
㊤
．
タ
“
バ

　
リ
ー
は
か
れ
を
ご
d
口
α
q
団
巴
あ
募
鼠
露
と
ま
ち
が
っ
て
い
る
。

⑳
V
　
月
騨
σ
斜
昌
b
O
》
禽
殊
こ
目
H
℃
マ
H
心
Q
ゆ
◎
ゆ
ρ

⑳
N
昏
ミ
‘
℃
」
ホ
㊤
■

＠
　
ご
ご
騨
蜀
α
げ
舜
酬
。
㌧
．
9
覧
．
㌧
℃
．
b
。
O
も
。
鱒
趣
暗
ミ
ミ
。
㌧
蕊
ミ
黛
ミ
ぽ
N
勘
ミ
”
聚
。
毛
。
蝕
瓢
9
ど

　
．
、
凶
び
餌
N
㊤
窃
、
、
＜
O
ド
倉
ワ
嵩
刈
伊

⑳
　
帽
餌
σ
餌
嵩
㌧
愚
’
＆
馬
ζ
H
凝
も
℃
’
一
㎝
自
1
ω
■

⑳
　
崎
帥
．
ρ
9
菖
、
昏
怨
ミ
鋤
§
．
℃
℃
．
鱒
α
O
「
卜
。
窃
Q
Q
噂
b
Q
①
心
一
9

⑳
）
　
月
㊤
び
餌
嵩
噛
愚
■
鼠
妹
こ
H
鎖
℃
℃
．
一
心
◎
Q
O
I
一
”
c
Q
伊
H
α
O
Q
◎
”
護
騨
。
o
、
麟
岳
植
。
》
＆
譜
く
⊆
・

　
伊
℃
』
O
．

⑯
　
同
帥
σ
餌
嵩
℃
愚
．
鼠
鳳
こ
H
鵠
℃
．
一
α
画
も
Q
■

＠
　
㌧
ミ
猟
’
℃
■
笥
㊤
P

⑳
　
N
ミ
“
帽
℃
．
H
①
リ
メ

㊥
　
N
ミ
猟
”
や
一
①
◎
Q
メ

⑳
奪
ミ
‘
℃
℃
」
①
O
や
ご
窓
器
．
＆
押
§
●
ミ
‘
＜
o
ド
9
署
．
。
。
。
。
あ
噛

⑩
　
く
9
．
ρ
麟
σ
劃
寄
．
嵐
隷
画
や
画
O
①
●

⑪
冒
げ
ρ
昌
愚
。
ミ
こ
崔
H
唱
旨
α
8
”
竃
器
．
農
同
、
愚
．
ミ
‘
＜
9
伊
℃
．
α
O
．

＠
　
月
僧
げ
胃
押
愚
’
鼠
蝋
ζ
同
目
℃
℃
・
δ
り
蒔
一
伊

⑬
　
N
ミ
鉢
㌧
膨
一
〇
㊤
O
’

⑧
き
ミ
℃
電
し
。
。
＝
－
B
．

⑯
奪
ミ
㌧
℃
詠
①
。
。
。
。
。

⑯
　
く
四
、
ρ
口
σ
同
℃
寄
．
壕
罫
画
℃
℃
幽
O
O
卜
◎
一
Q
Q
曜

⑰
冒
訂
鎚
愚
．
ミ
‘
H
H
囲
娼
し
。
。
b
。
P

曾
　
N
ミ
“
㌧
や
置
O
O
．

⑲
さ
ミ
㌧
署
篇
認
。
。
誌
G
。
、
。
。
O
．

⑩
V
　
N
ミ
“
」
℃
℃
曾
一
α
薩
α
℃
δ
Q
Q
Q
Q
．

⑪
N
ミ
8
”
」
。
。
b
。
。
。
．

㊥
　
、
ミ
“
℃
℃
や
一
心
恥
Q
Q
I
り
、
一
窃
Q
◎
禽
o
Q
P

㊥
　
N
ミ
劉
甑
℃
噸
一
q
O
①
．

⑭
　
N
9
劉
や
や
一
α
心
O
．

（
㊥
　
N
黛
繕
”
℃
や
日
①
①
Q
Q
’
O
o
㎝
．

⑩
　
N
ミ
“
㌧
℃
●
H
㎝
僑
蒔
。

⑰
奪
ミ
ご
℃
や
H
δ
7
b
。
◆

曾
　
N
ミ
蹴
こ
や
H
O
o
蒔
P

⑳
　
N
ミ
繕
㌔
℃
．
b
o
O
G
p
圃
”
H
σ
溺
丙
ず
巴
同
涛
四
P
o
》
鼠
“
こ
く
。
　
9
℃
●
α
①
・

（
⑳
　
ω
7
轡
σ
”
P
N
笑
§
嵩
鷲
ミ
職
ミ
特
さ
ゆ
」
℃
。
①
Q
Q
・

⑧
　
ア
ト
ラ
ー
ク
が
ト
ル
コ
語
を
話
す
こ
と
は
朔
p
σ
9
轟
愚
・
ミ
ζ
疑
圏
℃
℃
．
一
＄
P

　
ミ
o
Q
Q
O
■

⑫
く
9
、
名
9
ミ
ミ
§
㌧
署
』
凱
。
。
出
卜
。
①
卜
。
る
興
．

⑬
　
哲
学
者
フ
ァ
ー
ラ
ー
ビ
ー
巴
－
男
鍵
簿
σ
M
の
祖
父
月
㊤
葺
7
習
げ
・
φ
戸
口
σ
q
7
は

　
政
府
軍
の
指
揮
官
で
ト
ル
コ
人
で
あ
り
、
イ
ス
フ
ィ
ー
ジ
ャ
ー
ブ
近
く
の
頴
鼠
σ

　
の
人
で
あ
る
。
か
れ
も
ヌ
ー
フ
の
招
き
で
政
府
軍
に
入
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
地
の

　
ト
ル
コ
化
が
う
か
が
え
る
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
　

　
　
一
　
そ
の
他
の
斬
軍
団

　
（

　
㈲
　
マ
ガ
ー
リ
バ
寓
ρ
σ
q
び
鍵
皆
ρ
。
反
乱
を
お
こ
し
た
り
、
二
派
に
わ
か
れ
て
争
っ
て
い
た
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ラ
ブ
軍
の
中
で
帰
順
し
た
も
の

　
　
　
　
①

が
採
用
さ
れ
、
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
の
テ
ィ
グ
リ
ス
河
畔
通
り
に
カ
テ
ィ
ー
ア
を
与
え
ら
れ
た
。
か
れ
ら
は
カ
リ
フ
の
み
に
直
結
す
る
親
衛
隊
に
な

り
、
中
心
部
の
大
通
り
に
カ
テ
ィ
ー
ア
を
与
え
ら
れ
た
か
れ
ら
の
指
導
者
ラ
ー
シ
ド
図
鋤
ω
ぽ
α
や
ム
バ
ー
ラ
ク
冨
¢
σ
助
冨
閃
の
よ
う
に
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ラ
ブ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部
族
名
や
父
祖
の
名
を
い
っ
さ
い
名
乗
ら
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
の
中
に
は
、
自
由
民
測
索
と
対
照
さ
れ
る

マ
ム
ル
ー
ク
と
よ
ぼ
れ
る
奴
隷
ら
し
き
も
の
が
お
り
、
就
任
直
後
の
カ
リ
フ
、
ム
タ
ワ
ッ
キ
ル
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
、
残
っ
た
自
由
民
は
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

コ
人
な
み
の
給
与
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
マ
ム
ル
…
ク
は
埴
土
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
㈲
バ
ー
バ
キ
ー
や
じ
d
帥
び
鴇
q
ρ
。
バ
ー
バ
ク
の
兵
は
乱
後
、
か
れ
の
子
ラ
イ
ス
い
ρ
讐
げ
ら
の
指
揮
下
に
政
府
軍
に
入
り
、
ダ
マ
ス
ク
ス

　
　
　
　
　
④

に
も
駐
留
し
た
。

　
㈲
　
ジ
バ
ー
ル
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
の
土
豪
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
半
独
立
的
な
ア
ラ
ブ
、
土
着
の
土
豪
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

数
多
く
存
在
し
、
ア
、
ミ
ー
ン
と
マ
ー
ム
ー
ン
の
内
乱
の
間
は
自
然
に
自
立
し
た
。
食
後
、
ジ
バ
ー
ル
の
カ
ラ
ジ
ュ
の
ア
ラ
ブ
の
土
豪
ア
ブ
ー
－

ド
ゥ
ラ
フ
は
そ
の
詩
才
に
よ
っ
て
マ
ー
ム
ー
ソ
の
霰
臣
と
な
り
、
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
に
よ
っ
て
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
中
央
部
に
広
大
な
カ
テ
ィ
ー
ア
を

与
え
ら
れ
た
。
グ
ル
ジ
ア
の
土
豪
ム
ハ
ン
マ
ド
駕
ロ
冨
日
導
践
び
．
、
》
窪
飼
び
や
ア
ル
メ
ニ
ア
の
土
豪
ア
リ
ー
．
諺
尉
σ
・
く
ρ
廿
鴇
騨
7
》
同
三
雲
巳

は
マ
ー
ム
ー
ソ
が
送
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
総
督
ハ
ー
リ
ド
囚
び
四
目
α
（
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
ー
イ
ブ
ン
ー
マ
ズ
ヤ
ド
の
子
）
に
降
伏
し
、
後
者
の
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

兵
は
マ
ー
ム
ー
ン
に
よ
っ
て
ム
ゥ
タ
ス
ィ
ム
の
指
揮
下
に
お
か
れ
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
の
兄
弟
ア
ッ
タ
ー
ブ
．
》
け
鼠
げ
σ
り
．
｝
＃
似
び
は
の
ち
サ
ー

マ
ッ
ラ
ー
で
中
央
政
府
の
シ
ャ
ー
キ
リ
ー
や
庁
臼
ぞ
ぎ
宣
団
ω
げ
鋤
あ
団
空
房
団
ゆ
長
官
に
な
り
、
ム
タ
ワ
ッ
キ
ル
の
暗
殺
後
、
シ
ャ
ー
キ
リ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ヤ
軍
に
対
し
父
を
暗
殺
し
た
ム
ン
タ
ス
ィ
ル
に
忠
誠
を
誓
う
よ
う
に
説
得
し
て
お
り
、
同
軍
の
指
導
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
ま
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マームーンとムウタスィムの新軍：団（余部）

た
、
パ
ー
パ
ク
の
乱
に
加
担
し
た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
ア
ラ
ブ
土
豪
バ
イ
ー
ス
切
勲
、
囲
夢
家
も
ム
タ
ワ
ッ
キ
ル
の
と
き
シ
ャ
ー
キ
リ
ー
ヤ
に

　
　
　
　
⑧

編
入
さ
れ
た
。

　
シ
ャ
ー
キ
リ
ー
ヤ
の
大
半
は
ム
タ
ワ
ッ
キ
ル
の
と
き
、
宰
相
ウ
バ
イ
ド
ゥ
ラ
ー
（
ハ
ー
カ
：
ン
ー
ー
ア
ル
ト
ゥ
ー
グ
の
孫
）
に
よ
っ
て
ジ
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ル
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
、
シ
リ
ア
か
ら
集
め
ら
れ
た
兵
で
、
ム
タ
ワ
ッ
キ
ル
の
新
軍
団
と
い
え
る
。
シ
ャ
ー
キ

リ
ー
ヤ
は
ト
ル
コ
人
や
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
王
侯
土
豪
の
兵
と
は
別
の
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
α
罫
、
貯
巴
山
§
儀
≦
巴
あ
び
跨
貯
囲
膨
か
ら
給
与
を
与
え

　
⑩
ら
れ
、
ト
ル
コ
人
を
抑
え
る
政
策
を
採
っ
た
ム
タ
ワ
ヅ
キ
ル
の
権
力
の
基
盤
と
な
り
、
か
れ
の
暗
殺
後
、
そ
の
遺
志
を
つ
い
だ
子
ム
ウ
タ
ッ
ズ

を
支
持
し
て
、
ト
ル
コ
人
や
マ
ガ
ー
リ
バ
と
は
げ
し
く
対
立
し
た
。

　
　
　
二
ま
と
め
と
展
望

　
（

　
バ
グ
ダ
ー
ド
で
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
中
央
政
府
軍
と
な
っ
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
の
革
命
軍
は
東
方
の
王
侯
土
豪
の
勢
力
を
そ
ぐ
こ
と
に
熱
心
で
、

カ
リ
フ
の
中
央
集
権
化
政
策
を
支
持
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
東
方
の
王
侯
土
豪
は
し
ぼ
し
ぼ
反
乱
を
お
こ
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
棄
教
し
て
独
立

を
目
指
し
た
り
、
カ
リ
フ
に
政
策
を
変
更
し
て
東
方
に
自
治
を
与
え
る
こ
と
を
要
求
し
た
り
し
た
。
か
れ
ら
は
マ
ー
ム
ー
ン
を
支
持
し
て
、
中

央
政
府
軍
に
支
持
さ
れ
た
ア
ミ
ー
ソ
を
倒
し
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
自
治
を
確
か
な
も
の
に
し
た
だ
け
で
な
く
、
一
時
は
か
れ
ら
が
帝
園
を
支
配
す

る
体
制
さ
え
構
想
さ
れ
た
。
　
方
、
か
れ
ら
の
一
部
は
マ
ー
ム
ー
ソ
、
つ
い
で
ム
ウ
タ
ス
ィ
ム
の
招
き
に
応
じ
て
、
兵
を
率
い
て
バ
グ
ダ
ー
ド
、

つ
い
で
サ
ー
マ
ヅ
ラ
ー
に
移
り
、
中
央
政
府
軍
に
入
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
が
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
ソ
グ
ド
以
遠
の
辺
境
の
諸
地
方
か
ら
も
、
定

着
民
や
遊
牧
民
が
土
豪
、
貴
族
に
率
い
ら
れ
て
サ
ー
マ
ヅ
ラ
ー
に
移
っ
て
来
た
。
ト
ル
コ
人
と
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
人
の
大
半
は
か
れ
ら
で
あ
り
、

奴
隷
で
は
な
い
。

　
一
方
、
バ
グ
ダ
ー
ド
に
は
ア
ミ
ー
ン
を
倒
し
た
タ
ー
ヒ
ル
軍
や
も
と
の
革
命
軍
の
子
孫
が
と
ど
ま
り
、
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
の
ト
ル
コ
人
、
フ
ェ

ル
ガ
ー
ナ
人
、
マ
ガ
ー
リ
バ
と
の
間
で
二
五
一
年
内
戦
に
発
展
し
、
バ
グ
ダ
ー
ド
は
包
囲
さ
れ
た
。
し
か
し
、
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
、
バ
グ
ダ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

の
両
軍
は
ま
も
な
く
起
き
た
ザ
ン
ジ
ュ
N
㊤
且
の
乱
に
対
し
て
、
カ
リ
フ
、
ム
ゥ
タ
ミ
ド
の
弟
ム
ワ
ッ
フ
ァ
ク
．
ρ
歴
試
償
妻
ρ
映
ρ
論
の
指
揮
下
に
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入
り
、
こ
れ
を
契
機
に
融
合
し
、
乱
世
．
バ
グ
ダ
ー
ド
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
サ
ー
マ
ッ
ラ
一
軍
の
大
半
は
エ
ジ
プ

ト
総
督
ア
フ
マ
ド
ロ
イ
ブ
ン
降
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
の
軍
に
加
わ
り
、
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
軍
は
解
消
し
た
。
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and　d6bouch6．　Ceci　est　d6jb　bien　connu，　mais　il’nous　reste　a　pr6ciser

quel　article　6taiLL　le　plus　important　dans　les　exportations　de　1’Espagne

vers　1’Am6rique　et　quel　pays　6tait　le　plus　gros　fournisseur　de　1’Am6－

rique　espagnole．

　　Pour　la　premlere　question，　les　documents　que　’」’ai　pu　utiliser，　son‘L

unanimes．b　placer　les　toiles　（tissus　de　lin　e’L　de　chanvre）　au　preinier

rang　parmi　les　exportations　textiles　espagnoles，　bien　que　les　historiens

japonais　attachent　g6n6ralement　plus　d’importance　aux　6toffes　de　lalne．

　　Pour　la　seconde　question，　nos　conclusions　sont　suivantes：

　　1）　Dans　la　seconde　moiti6　du　XVIe　siecle，　aprbs　la　paix　avec　1’Es－

pagne　de　1559，　la　France，　profitant　de　la　d6cadence　de　la　production　et

de　1’exportation　des　toiles　des　Pays－Bas，　augmenta　sens2blement　ses　ex－

portations　des　toiles　vers　1’Espagne　et　YAmerique．　ll　est　presque　cert－

ain　qu’au　d6but　du　XVIIe　siecle，　b　S6ville　et　Cad1x．　，　points　de　d6part　pour

1’Am．6rlque，　1’actlvite　commerciale　des　frangais　6tait　plus　intense　qLie

celle　des　anglais　ou　des　hollandais．

　　2）　Pendant　la　d6pression　du　trafic　hispano－am6ricain　de　1610　h　1660，

ti　cause　des　hostilit6s　entre　1’Espagne　et　la　France，　et　de　la　concun’ence

accrue　des　to呈1es　flamandes，1es　exportations　frangaises　vers　1’Espagne

et　1’Am6rique　subit　une　diminution　s6rieuse，　mais　a　partir　de　1660，　avec

la　nouvelle　expansion　du　trafic　hispano－am6ricain，　la　France　redevint　le

prerr｝ier　fournisseur　des　produits　textiles　de　1’Am6rique　espagnole　et

tenait　cette　place　au　moins　juspu’　ti　la　fin　du　XVII“　siecle．

The　new　armles　of　Ma’man　and　Mu‘tasim

by

Fukuzo　Amabe

　　The　armles　of　the　early　‘Abbasids　consisted　of　the　revolutionary

army　from　Khurasan　which　brought　the　‘Abbasids　to　the　caliphate

and　of　the　ex－Umayyad　armies．　The　Khurasani　army　itself　consisted

of　many　small　corps　under　Arab　or　mawali　comrnanders　who　recruited

theln　from　their　clans　or　relatives．　Most　of　the皿were　from　Marw，

Marwarrttdh，　Abiward，　Nas2，　and　Gurgan．　Many　hlghest　leaders　were

Arab　Khuza‘ites　from　the　villages　of　Marw．　After　the　successful

revolution　the　larger　part　of　the　Kkurasani　army　settled・in　Baghdad．
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　　On　the　other　hand　Khurastin　and　Ma　wara’　1－Nahr　had　many　petty

kings　called　malil〈s　and　big　landlords　called　dlhqans．　They　paid　annual

tributes　to　the　Arabs　on　the　basls　of　the　treaties　they　conclded　with

them　at　the　time　of　the　Arab　conquest，　and　instead　the　Arabs　did　not

interfere　in　their　internal　affairs．　Some　rnaliks　and　dihqans　converted

to　lslam　and　took　part　in　tke　revolution，　eg．　the　Barmakids　of　Balkh．

After　most　of　the　revolutionary　army　moved　to　lraq　many　maiiks　and

dihqans　conve’窒狽?ｄ　to　lslam　and　cooperated　with　Abg　Muslim　at　the

latter’s　invitation．　Thus　the　united　states　of　the　maliks　and　dlhqans

came　true　with　Ab“　Mus｝im　at　its　head．　Tlae　caliph　iMan＄ar，　who

planned　the　centralization　and　autocracy，　eliminated　Abt－i　Muslim　but

incurred　the　revolts　of　his　governor　of　Khurasan，　‘Abd　al－Jabbar，　and

of　maliks　and　dihqans，　Sunbadh　of　Naysabar，　Ustadksis　of　Badlighis，

and　Muqanna‘　of　Kish．

　　Against　the　caliphs’　centraljzation　policy　the　maliks　and　dihqans　sup－

ported　the　success1on　of　‘lsa　b．　Masa　after　Mansar．　TheR　in　Mahdi　’s

caliphate　the　Brarnak2ds　became　their　representative　in　the　central

government，　while　the　abna’　ai－dawla，　the　former　Khurasani　army　set－

tled　in　Baghdad，　suppoted　the　centralization．　Rashid　first　favored　the

pro－dihqani　policy　of　the　Barmakids，　btit　reversed　the　policy　by　ap－

point呈ng　the　hawk　of　the　abnti’，‘Ali　b。‘lsa　b．　Mah2n，　govemor　of

Khurasan　and　then　annihilated　the　Bariinakids　in　order　to　concilate　tlae

abna’．　Against　‘Ail　the　mali1〈s　of　Ma　wara’　1－Nahr　rebelled　w1th　Rafi‘

b．　al－Layth，　Arab　govemor　of　Samarqand，　at　its　head．　Rashid　was

forced　to　dismiss　‘Ali　and　moreover　he　had　promised　the　setting　up　of

the　autonomoas　state　of　Khurasan　after　his　death　with　one　of　lais　sons

Ma’man　at　lts　head．

　　After　Rashid　died　on　his　way　to　Khuras2n　to　fight　R2fi　‘the　maliks

and　dihqans　rushed　to　support　Ma’man　in　setting　up　this　state．　Their

leader　was　Fagl　b，　Sahl，　king　of　Sarakks．　He　dreamed　of　Bot　only

the　autonomy　but　the　Khurasani　supremacy．　of　the　whole　empire．　He

organized　the　expeditionary　force　composed　of　the　ma｝il〈s　and　dihqans

under　the　command　of　Tahir　b．　al－Uusayn，　king　of　Bitshang．　After　this

force　destroyed　tlie　power　of　the　abna’　it　remained　in　Baghdad．

　　After　Ma’mgn　returned　to　Baghdad　against　Sahl’s　policy　he　coB－

tinued　to　invite　the　mallks　and　dihqans　to　Baghdad　to　be　en1isted　in

the　central　goverRment　army　on　condition　that　they　shouid　convert　to

Islam．　His　brother　Mu‘ta＄im，　after　succession，　founded　their　cantoB一
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ment　in　Samarra，　and　thereby　strenghened　this　policy．　Afshin　of　Ush－

rttsana　and　many　otlier　maliks　were　thus　recuited．　Furthermore　Mu一

‘tasim　recruited　tlke　Tttrks　and　the　Ferghanis　of　the　further　lands　be－

yond　Sughd，　both　sedentary　ahd　nomad，　under　the　command　of　their

lords　andエ10bles，　thorugh　the　hands　of　N晦b．　Asad，10rd　of　Saman

near　SamarqaRd　and　theR　governor　of　Ma　wara’　1－Nahr．　These　maliks

and　Turkish　and　Ferghani　lords　were　called　mawail　and　their　soldiers

ghilman．　The　Turks　were　never　called　mamluks　and　of　course　they

were　not　slaves．
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